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Foreword

This　Annual　Bu〃etin　No．45　records　the　activities　of　the　National　Museum　of　Western　Art（NMWA），　Tokyo、　dllring　fisca］year

2010，covering　the　period　from　April　1，2010　through　March　31，2011．The　reports　cover　acquisitions，　exhibitions，　research，

education，　information　sciences，　and　conservation　department　activities　and　their　related　materials．

　　The　NMWA　was　established　in　l959．　On　April　l，2001，　it　ioined　with　the　National　Museum　of　Modern　Art，　Tokyo，　and　two

other　museums　to　form　the　Independent　Administrative　Institution　National　Museum　of　Art．　Fiscal　2010marked　the　final　year　of

the　second　five－year　Mid－term　Plan　begしm（：）n　April　1，2006．　When　the　NMWA　became　one　element　of　the　Independent

Administrative　Institution　National　Museum　of　Art，　it　was　greatly　anticipated　that　this　would　increase　the　NMWA’s　freedom

beyond　that　of　a　national　facility　and　allow　the　broader，　active　development（）f　activities　suited　to　an　art　museum．　However，　the

reality　is　that　the　museum　has　been　caught　in　a　bind　between　two　layers　of　regulations，　the　rlational　system　and　the　new

Independent　Administrative　lnstitution　system，　colnbined　with　a　fourpercent　drop　in　overall　budget　and　an　armual　decrease（）f

approximately　one　percent　for　staff　fundii「）g，　year－on－year．　As　a　result　we　have　been　forced　to　trim　expellditure　to　the　degree

that　we　must　even　limit　numbers　of　newspaper　subscriptions，　and　it　is　impossible　to　develop　Ilew　programs．　In　particular，　an

important　aspect　of　curatorial　work　is　keeping　abreast　of　art　histoiy　research　and　art　trends　overseas　and　funds　to　conduct　such

basic　research　activities　have　become　increasingly　scarce．　Newspaper　critiques　of　the　ineffectiveness　of　the　Independent

Administrative　Institutions　resonate　and　enhance　the　movement　for　governmel〕t　reform，　indiscriminately　lumping　together　the

lndependent　Adminis　trative　Institutions　such　as　the　National　Museuln　of　Art　that　strive　to　further　cultural　dissemination　and

development　with　other　types　of　lndependent　Administrative　lnstitutions．

　　ln　the　midst　of　all　this，　the　entire　staff　of　the　NMWA　is　using　whateve’　r　means　and　resources　they　can　muster　to　ensure　that

there　is　no　lessening　of　the　fulfillment　of　the　dし1ties　entrusted　to　the　NMWA　or　of　the　quality　of　the　service　provided　to　visitors，

Not　only　does　the　NMWA　present　exhibitions　and　conduct　research　reconfirming　artists　and　a貫istic　styles　with　established

reputations，　we　also　strive　to　present　exhibitions　of　artists　not　yet　fully　introduced　in　Japan．

　　Our　greatest　efforts　go　into　the　full　develol）ment　of　the　NMWA　art　collection　and　research　related　to　t｝、ose　works．　Given　the

steady　budgetary　decline、　there　is　a　corresponding　decline　in　the　acquisition　budget、　though　we　are　striving　to　keep　this

decrease　to　a　slower　rate　than　that　of　other　budget　items．　As　a　result　of　efforts　made　by　the　entire　staff，　we　are　confident　that　we

can　maintain　a　set　acquisition　budget　that　will　allow　us　to　purchase　the　new　art　works　necessary　for　collection　development．

We　are　further　conducting　ongoing　research　related　to　both　new　acquisitions　and　existing　museum　holdings　as　part　of　our

continuing　efforts　towards　a　new　understanding　of　their　importance　and　value　in　the　current　day．　Possibly　as　a　result　of　all　of

these　efforts，　l　can　happily　report　that　there　has　been　amncrease　in　positive　feedback　from　visitors　and　a　corresponding

inCreaSe　in　ViSitOr　nUlnberS．

　　Attention　to　art　museum　activities，　the　creation　of　new　facilities　or　building　expansions，　along　with　the　planning　of　large－

scale　special　exhibiti（）ns　and　exhibitions　c）1111ew　themes　all　appear　to　be　occurring　in　both　the　West　and　emerging　nations，

indeed　to　a　degree　that　seems　in　inverse　proportion　to　the　situation　ill　Japan．　Given　the　degree　to　which　art　museum　activities

are　recognized　as　integral　to　the　cultura］fulfillrnent　of　a　natiorl，　there　is　also　the　byproduct　of　an　increased　awareness　of　each

country’s　presence　within　international　society　as　a　result　of　their　energetic　cultural　activities．　Conversely，　whi［e　we　are

employillg　various　means　of　preventing　Japan’s　museum　activities　from　stagnating，10ng－term　strategies　become　all　the　more

challenging　inthe　face　c）f　the　continuing　and　steady　decline　in　both　humall　and　budgetary　resources．

　　Ihope　that　as　many　people　as　possible　will　speak　out　and　contribute　ideas　and　insights　to　the　greater　debate　on　how　we　can

overcome　this　sense　of　obstruction　and　develop　ongoing　andvibrant　museum　activities．

March　2012

Masanori　Aoyagi
Dit－（・（’tr〃’一（Jc’il（・〃〃．，、．t’r～〃〃（’／．Vhis（眉〃’ぴlllW〔・’・〃JV・’．7b／？、・了，
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まえがき

本年報第45り・は、’r成22（2010）年度に関するものであり、’ド成22年411111から’ド成23年3月31日までの’1］IK｜、ン1西洋美

術館が行なった、f乍品収集、展覧会、調査研究、教育普及、情報子f料の収集・発信、保存修復などの事業もしくは分

野における活動のド1乏告、ならびに関連する資料や記録を1区めている

　国、‘た西洋）こ術負1‘｛は、II（｛　JF［｜34（1959）年に、没～‘tlされ、’ド成13｛1｛4　J　j　1日かジ）東京ll（｜i’11近代）ミf・ll∫角’｛他2館とともに独立行

政法人llミ1、nこ術館の’lit位となり、’r成22年度は、’ド成18年4月lllから始まった第1次「中期計lllli」の最終年度にあ

たる　独、Z行政法人liil　‘71）こ術館の・単位となったその時点では、1玉いフ1の機関としてよりも白山度が増し、美術館に

ふさわしい活動がより活発にまた広汎にできるという期待に満ちていた、，しかし実際に独、’ノ：行政法人に移行してみ

ると、国立としての規制と独立行政法人としての新たな規制との二重のしばりを受けるようになり、1二算も毎年前年比

4パーセント弱の減少となり、人件費も毎年約1パーセントの減少となった「その結果、現在では新聞購読さえ最小限

に抑えねばならないほどになり、新規の事業を展開することなど全く不ll∫能となっている特に学芸課の研究員たち

は、海外の美術史研究の進捗状況や）こ術界の動向を追跡することがIE要な業務であるが、この」，yg的な調査研究

を行なうための川張費さえ払底する有様である，新聞等に報道されている独、ltl行政法人の性悪説などが行政改革

の動きと共鳴して誇張され、文化の普及と発展に努力している国、ltl　－k・術館のような文化関係の独、71行政法人も他の

独立行政法人と1一把・絡げに扱われているためであろう，

　このような状況にあるものの、西洋美術館に託された業務の遂行や、来館者に対するサービスの質が劣化しない

よう、職員’同さまざまな｜1夫を凝らしながら努力を重ねている．すでに確illlした評価を受けている）こ術家やk術様

式を再確認する展覧会や調査研究を行なうだけでなく、まだト分な紹介がわが国では実現していない）ミ術家に関す

る展覧会の開催にも努力してきた。そしてなによりも力を注いできたのは、西洋；i［！＋術館の）訪lll：品コレクションの充実と

所蔵品に関する調査研究である。ヒ記のような予算削減が着実に進行する中、）ξ術品購人湾）二もjljlJ減せざるを得な

いが、他の予算項川の削減率よりもできる限り低い削減率に抑えることに努めてきた　全館をあげての努力の結果、

’ 定の美術品購人r算をliYfi保しながら購入した新収作品によって着実に）こ術品コレクションは充実していると自負し

ている一また、これらの新収作品に関してだけでなく、すでに収蔵されている作品に関してもあらたな調査研究の光

を投影して、その評価の刷新に努めているおそらくその効果が徐々に浸透しつつあるためであろう、来館される

方々からは好意的な声がかなりの数寄せられおり、来館者数も着実に増加している

　欧米だけでなく新興卜1でも）ξ術∬｛活動が脚光をあび、施設の新設や増改築とならんで人規模な企lllli展や斬新な

テーマによる展覧会も頻繁に行なわれるようになり、日本の状況に反比例するかのような活況を呈している，それぞ

れの国の文化的充実にとって美術館活動がいかに重要であるかが認識されているからであり、田三盛な文化活動の提

示によって各国の存在感をllミ1際トli会においていっそう増大させるという副産物も生んでいる　相対的とはいえ日本に

おける美術館活動の沈滞を1坊ぐために、われわれはさまざまな工夫を凝らしているが、人的にもまたr算のLでも恒

常的な減少傾向が続く中では長期的な戦略さえ難しくなりつつあるのである

　このような閉塞感をいかに打破し、活力のある）tl’術館活動を継続n勺に展開するにはどうすればいいのか、是非多

くの方々のご意見を頂きたいと希望する次第である，

’Ph戊24イ｝三3月

llこ1、Z西洋美術館長

1▲∫柳IE規



新収作品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このll糊のローマでは・アン1“レア・ロカテ・ソリq695－17・1　Dやガ

NeW　ACqUiSitiOnS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スバル・ヴァン・ヴィッテル（1653－1736）、　1・’メニコ・ロベルテf（16，12－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1707）、ヴィヴィアーノ・コダッツィ（c．1604－1670）らの都ll∫景観lllliや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルカディア風田園風景1山i、そしてllf代遺跡のカブリッチョなどが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人気を1’iSilす一方、アンドレア・サッキ（1599－1661）、カルロ・マラッタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1625－1713）．以．来のローマの［li典的伝統を残すジュセッへ・キアー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ（16　t）4　－172　7）やアントニオ・パレストラ（1666－1740）、そしてアゴス

ジョヴァンニ・パオロ・バニー二［1691－1765］　　　　　　　　　　　　ティーノ・マスッチ（1690＿1758）らが活躍していた

隠罵警と彫刻のカプリッチョ》　　　　　1719・1・には・一マのバト・〃・‡1酬‖の庇護を受けながら、パニ

汕彩、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー二はキアーリとともに枢機卿のヴィッラの装飾を子がけた　また
98・4　×　ll35（：m 　　　　　　　　　　　剛・、オルランディの「画家剛』にも採録され、以ドのように記」玉
Giovanni　Paolo　Panini［Piacenza　l691－Rome　l　765］　　　　　　　されている。「ジョヴァンニ・パオロ・バニー二：1691年ピァチェンツ

㍑認㍑鵠脇蒜願＝。漂㍑1㍑輌　　ア生まれ彼｛よ機転の利く緒蠕ゾルフ・の様式に基づきなが
the・Arch　ofJanus　Quadrifrons，　the　Sa．reoρhAa．　gu．s　of　Santa　　　　　ら愉しさ溢れる色彩を用いて、派手な遠近法に優）ミな人物像をふ

Constanzo，　the　Farnese〃ercules　and　the　Cincinnatus
c．　17L1　5－50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　んだんに描いた作品を嬉々として描いている，彼の描く人物像は
1淑跳：；」11～｜CaW¶d　al｜d　gilt　w°°d　f「ame　　　　　　sli・常に美し・・姿をしており、それが人々に喜1よれたが11i’、（、j・」L、．r’i三彼

P．201（）“OOO　1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の住むローマで大いなる名声を得ている」，柄また、バニー二の作

繍。幡㌫cこ：、ll忠、：（，㍑ll鵠lll蕊llぽ蕊］㍑1漂・N°「th　・　∫・はフラ・チェスコ・アルガ・・ティ（1712－1764）にも高く・；1・　lliされ・

r《」c・rdcd　by　LadSI　AIice　D・uglas　Pelmant　in　her℃atalogue°f　thc．）　Pictu「es　at　　　　彼自身ヴェネツィアの自宅に、自ら注文したパンテオンを描いた作
Pciirhyn　Castle　and　Mortimer　H（）llse　ill　1901’，pri、・ate　family　publicaUol1．　Bangor

IgoL）、　1］。．22：Rec（）［ded　il｜thc’　’［li・…III・ly　and　Valしlati・n　f・r　Proi）ate　Purp・ses・l　　　　lti　lllを所イtしていたt．t‘IB’またアルガロッティは、1750年の聖年に際し

1（隠撫1㍑こ‘蒜㍑㌦誌夢1蒜鮨瓢1；㍑蹴灘lled　て、シルヴ，オ・ヴ。レンテ，・ゴ・ザーガ繊卿の散でベネデ，ク

ぽ；1繍；（；i1｝；lll；：ll、1㍑11鵠1＝：㍑鴇こ蝋｛1㍑㌶gh　ス14・lll・C・捧げられ、17碑ミ日馳・　嚇・一ニャ・・ランベルテ・－

」°liii　Pril（’ha「（1＆C°”　Ba］｝g°「’1）’112’　as　n°’　22；P「ivate　c°1］ecti°n’　Etiglan〔L 　　　　　二家が所蔵していた《ボルタ・サンタの開門》（現在行ノi不明）を絶

文献Literatllre：（J（itc’／・9～Mノ／”t‘’　f’i（’tttr（Js　（lt　P（）m’／lyli　C（tstt（」　（ltl（／Mθrtiiit（’r　　　　　　賛している．、‘，］7‘

〃Otts（’、　Pl’ivate　Pul）licati（川、1901：1〃petitθt｝・　andレdtuation　fOt’Prθbate　／）llXPOS（？S

・〃・し／it・a〃（d　S／iolt（）．　Baiて川／㍗ノ’小7～、　at　Penrhyn　Castle、　Ban9・1’，・invc，1］t・W　　　　　　　　その後バニー二は、ポリニャック枢機卿の篤い庇護のド、巧みな

℃nmpil〔・d　l　December　1927－19」amlary　1928、　by　John　Pritchar（1＆Co．、　Bangor、

p．17g，　n。，22：ln｛．，etitot｝1〔a“（ハ・’altt（tti。“fbr　Pt－obate　Ptttρ。sesθ〃力191，　Mρ～e万　　　　　遠近法構図を用いた神話主題、建築内部の景観図、ローマの都市

㍑㍑1贈：6；ll；；、llli；llll’ll；li、賠；；ie「1949－Jallualy　195°’byJ°hn　　景観図や祝細、そして古代遺跡をふんだんに描き込んだカプリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ッチョなど精力的に作品を制作する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1734年にはローマのアッカデーミア・ディ・フランチャθ）会貝とな

ジョヴァンニ・パオロ・バニー二は、ファルネービ公爵領ドのピアチ　　　　り、そこで遠近法の教鞭を執るようになる・1745年には《サン・ピエ

ェンツァに1691年6月17nに生まれたフェルディナンド・アリージの　　　　1・ロ大聖堂を訪問するカルロス3‖H：》を描き、ローマ教llり「の庇護と

tiJl：究によれば、1711年に20歳の若さでローマへと赴いた・・11この　　　ファルネーゼ家の．支配後のパルマ・ピアチェンツァ公爵領の新たな

‘1［実を記録する文，ll：には、彼がミラノの画家ジョヴァンニ・ギゾルフ　　　領i：、すなわちスペインのブルボン家との関係も確実なものとする

イ（c．1623－1683）の様式を学んだこと、建築モティーフを得意とし　　　　1750年代に入ると、彼の人柄とも相まって、諸候からの注文も集

ていたことが記されているc／　”］　L）　／また、レオーネ・パスコリもベネデッ　　　lllし始め、同時にローマの［II｜i家たちの信頼を得、17r，4　iiM2JJ81　1に

ト・ルーティ（1666－1724）のもとに通った［1［｜i家のひとりとしてパニー　　　　アッカデーミア・ディ・サン・ルーカの第58代総裁に推挙され、その

二に1汲しており、「ローマに来たばかりの弓i越したlllli家で、遠近　　　翌年1755年ll月5日に1よアッカデーミア・ディ・フランチャの総裁にも

法や風景、建築を得意とした画家で、人物像にも優れ、おのれの指　　　　推挙される　ちょうどこの時期は、まさにユベール・ロベールがロー

導者として彼［ルーティ］を選んだのである」とEti：き残している．‘1＋　，’　　　マに到着した時期でもあり、またピラネージとの関係を’層親密に

バニー二がローマに到着した時期に関しては、アリージ以前の古い　　　　していった時期でもある．・・1’1765年10月21ロローマで没し、サン・

川：究、特にオッツォラやフォスらの研究では錯綜しているものの、・i　li　　　ジョヴァンニ・イン・アイノ聖堂に埋葬された．

　・致しているところでは、バニー二がローマ到着llJにすでに「遠近　　　　　バニー二の様式は、ローマ教1；［庁と各国諸候との政治的関係の

法llhi家（quadraturista）」として知られていることから、ピアチェンツ　　　　lliで繰り広げられた儀式あるいは祝祭の記録llhi的側1（liがJl…常に

アll芋代（1708－1711）にすでに当時ファルネーゼ家の宮廷画家とし　　　屯要である傍ら、ピラネージとも共通する考占学的あるいは建築学

て活躍していたフェルディナンド・ガッリ・ビッビエーナ（1657－1744）　　　的な記金良に加え、新llf典ヒ義思想の登場ll∬夜のローマで、18111：紀

やジュゼッペ・ナターリ（1652－1722）らの画法を学んでいたと考え　　　的人文1：義の最も成熟した視覚認識llフ式（現実び）記録にせよ想像

られる　その後1718年から19年にかけて、11：確なH付は不明なが　　　　llll界のカプリッチョにせよ）を如実に映し出す［llli家である　同時に

ら、おそらくローマでの師ルーティ、そしてガスパル・ヴァン・ヴィツ　　　イタリアのアッカデーミアとフランスのアカデミーの川IIJ性双ノ∫に人

テルらの後押しを受けてローマのアッカデーミア・ディ・サン・ルー　　　　きな影響を与えた画家として、18世紀ローマを代表する）ミ術史ヒ屯

力の会員となり、そこで遠近法ll町法の講師を務めるようになる．　　　　　要な1川隊であるf

s
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　本作品は、現在のところ、これまでに公刊されたバニーこのモノ　　　　央中景には赤色斑岩で制作された《サンタ・コスタンツァの石棺》

グラフには掲載されたことのない作品である。iilf）iしかしながら、そ　　　　（現在ヴァチカン美術館所蔵）、左前景には《ファルネーゼのヘラク

の様式的特徴から1745年から50年頃の、バニー二本人の作であ　　　　レス》（現在ナポリ考古学博物館所蔵）、その奥には《キンキンナー

ることは疑いの余地がない。この点に関しては、現在メルボルン大　　　　トゥス》（現在ルーヴル美術館所蔵）、そしてその背景の遺構はコ

学教授を務めるバニー二研究者、デイヴィッド・マーシャル氏の見　　　リント式柱頭を頂くバシリカとなっている。注目すべきは、ヘラクレ

解も一致している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス像の前で彫像に向かって手を広げ何かを叫んでいる哲学者と

　この時期のバニー二は、古代遣跡や古代建築モティーフの堅固　　　　思しき人物である。彼はおそらくキュニコス派のディオゲネスで、彫

な構図を用いながら聖書主題を扱う一方（たとえば、《アテナイ人に　　　像を相手に、人に物乞いをして断られる練習をしている場面と考え

説教をする聖パオロ》個人蔵、Arisi　No．359；《説教をする聖ペテ　　　　られる。，，1　1°1バニー二はディオゲネスを主題にした作品を他にも残し

ロ》トリノ、ガッレリア・ジョルジョ・カレット、Arisi　No．360）、本作品とほ　　　　ている。たとえば《LIIIを投げ捨てるディオゲネス》（Arisi　No．370）の

ぼ対をなすと考えられる現在イタリア個人蔵となっている《ヤヌス・　　　ように主題が明白なものもあれば、，，1’11）おそらく前述の本作品の対

クワドリフロンス門とファルネーゼのヘラクレスのある占代遺跡の景　　　　と考えられる《ヤヌス・クワドリフロンス門とファルネーゼのヘラクレ

観》（Arisi　No．361）などとも様式的な近似性を見せている。またこの　　　　スのある古代遺跡の景観》（Arisi　No．361）に描かれた中央のトガを

時期のバニー二は、1740年代から50年代にかけてのマルコ・リッチ　　　着た人物のように、自らを追放したシノペの人々について語ってい

に近い様式を見せつつ、緻密な建築内部を描いた作品（たとえば　　　　るディオゲネスと考えられる場面も描いている。lal2）こうした一連の

《ボルタ・サンタの開PIJ》1750年、現在所在不明、Arisi　No．406；《サ　　　ディオゲネス主題はバニー二の作品の中でも、また当時の主題選

ン・ピエトロ大聖堂内部》1750年、デトロイト美術館）などの屋内景　　　　択としても特殊な例であることから、その注文主や制作された環境

観を描いた作品を制作する一’方で、連の古代遺跡を扱ったカブ　　　　について一層深い調査を必要とする。

リッチョの伝統に即した作品を多郷lll」作している。　　　　　　　　　　本作品は、同時期の作品と比較しても、円柱の描写の線条や石

　本作品に描かれているモティーフは、ヤヌス・クワドリフロンス門　　　の質感の繊細なグラデーション、人物像の身振りの的確さと速い筆

を右後景に、その前景にはローマのフォロ・ロマーノにあるサトゥル　　　遣いながら決して雑にはならないバニー二の特徴的な筆さばき、さ

ヌス神殿の遺構に些か類似するドーリス式列柱をもつバシリカ、中　　　　らには個々の古代建築モティーフや遺物の描写の正確さなどの点

9



で優れており、非常に質の高いバニー二本人のT：による作品と判　　　　ら32年可iにはベルリンのカイザー・フリードリッヒ美術館1り1蔵となっ

断される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ており、その後1935年にベルリンのファン・ディーネンlllli廊で競売に

　ところで、前述のアルガロッティが非常に興味深い記述を残して　　　　かけられた記録が残されている。・HaI

いる，、彼とバニー二の関わりは1742年頃に遡る，この年の10月28　　　　本作品の状態は極めて良好で、紫外線照射により無蛍光反応を

U付でアルガロッティは、「ドレスデン王立美術館設置構想企1山i書』　　　検分すると、画面上部中央付近の空の部分に2カ所リタッチと最近

をザクセン選帝候アウグスト311ヒに献呈している，．・・ilSその中で、ア　　　の修復の痕跡が認められるが、その他は小刻みな亀裂の修復の

ルガロッティはバニー二について次のような記述を残している。「占　　　　他、特に大きな損傷はない．またヒ記の表打が確認されたll町面ド

代建築を描くのに秀でているバニー二には、占代の理想の景観を　　　部も、細かな亀裂が認められるものの、大きな欠損そのものは生じ

描かせる。むろん部分的には実際のモティーフを組み合わせると　　　ておらず、そのことからも、所蔵者によって絵画層の亀裂が認めら

して、まず古代ローマのフォルムのかつての姿を再現、あるいはト　　　れた時点で速やかな表打の処置が取られ、そしてその後に、非常

ラヤヌス帝の広場、あるいは小プリニウスの書簡に記されているよ　　　に適切な修復保存処置が加えられたことが伺われる，実際、プロ

うな彼のヴィッラ、あるいはカンプス・マルティウスと軍団兵lrたち、　　　一カーから提供されたサラ・ウォールデン氏の状態点検調tOi：も、全

それに類するような占代ローマの各所の景観，そしてそれらのモ　　　　体の状態の良さを強調している，・」　］T』

ティーフは古代のメダルや現存する現実の建築遺構、さらにはさま　　　　　また額裏には、1902年に編纂されたアリス・ダグラス＝ペナントに

ざまな文献に記されているものをもとにする」．‘川1つまり、この1時の　　　よる「ペンライン城コレクションH録』上の番号「22」が絵具で記さ

アルガロッティの作品注文の基準はそれぞれの1川家が最も得意と　　　れていると同時に、同じ番号が金属板のタグトに明記されている

するi：題を「特注」することをH的としていたことから、ヒ述のパニ　　　　ことから（タグは現在取り外し）、額もペンライン・コレクション以来、

一 二への主題選択は、この当時バニー二が最も得意とし高い評価　　　本作品に付随してきた古い額であることがわかる一この特徴的な

を受けていた作lllll　l：題と見なすことができる　まさにそれが1740年　　　　額自体の周縁部には、整彫1）による占典的なモティーフの卵鍬装飾

代に彼が制作した占代建築のカプリッチョであり、本作品はこの時　　　　が施されており、絵画一1三題との関連性を匂わせることから、比較的

期の類似主題の作品ということができる、、　　　　　　　　　　　　　　時代の遡るものであることが推測される。

　さらに、本作品はバニー二の質の高い作品であることと1三題の　　　　　’ii館ではすでにユベール・ロベールの占代モティーフを扱った

特殊性以外にも特筆すべき点がある。それは本作品の来1埜である。　　　カプリッチョ2点を所蔵し、また・連のオランダ画家による）fi代遺跡

残念ながら制作された時期や環境までを正確に特定する史料は発　　　をモティーフとした風景画を所蔵している、、こうした17111：紀北方の

見されていないものの、本作品の場合、およそ1860年以ll条今日まで　　　風景画と、18世紀後半のフランス新古典主義カプリッチョとの環を

の所蔵者が・一・貫しており、渡も美術市場に出たことがないことが　　　　繋ぐバニーこの作品を当館のコレクションに加えることはコレクショ

明らかとなっている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン構成ヒ非常に重要である。また本作品のように来歴の由緒ll｛し

　すなわち、初代ペンライン男爵が1860年頃、北ウェールズ、グウィ　　　い作品を見つけることは近年極めて難しく、とりわけバニー二のよ

ネッドに所有していたノルマン様式の居城の絵画コレクションに本　　　　うに、コピー作品がマーケットを頻繁に巡る作家の場合には、美術

作品を加えた。このペンライン城は、ジャマイカ産砂糖の取引で財　　　　館での購入に相応しい質の高い作品を見極めることは非常に難し

を成したエドワード・ダグラス＝ペナント初代ペンライン男爵（1800一　　　くなってきている．こうした状況の中、本作品のように、質・来歴とも

1886、1866年に叙爵）の依頼で、1820年から45年にかけてトマス・ホ　　　に注目すべき作品が見つかることは極めて稀な事例となりつつあ

ッパー（1776－1856）の設計で建てられたノルマン様式の城で、代々　　　　り、今回国立西洋美術館のコレクションに本作品が加わったことは

ペンライン男爵家の居城となってきた，1951年に・一族の相続上の　　　非儂曽に喜ばしいことであった、，　　　　　　　　　（高梨光ID

川題から、ナショナル・トラストの管理となり、いまだにイギリス国内

では人気の城となっている。またペンライン城は1859年にはヴィクト　　　註

リア妊の行啓を受けた城としても・蛭的腫要雄撒化財　1）瓢漂1；；isLα゜〃丑～°1°Panini　e　i　fasti　dell°R°…le’　’7θ゜，　R°ma

となっている一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）／t）id．

　本作品は初代ペンライン男爵のコレクションに1860年頃に入った　　　3）Lione　Pascoli・Vite　cle’　Pittot’i，　s（’～”’〔）’丁α7ω℃hitetti〃mod（’mi・R・nla　173〔｝・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vol」、　P．233．
後・代々ダグラス＝ペナント・ペンライ甥爵家が所蔵し・第4代ヒュ　4）Herman。　V。ss，　Die　Ma／e，’ei　des　Baro。た　in　Rθ，，，，　B。，li、、1921，　P．627、

一・
ネイピアー（1894　－194　9）が没しペンライン城がナショナル・トラス　　　　Leand「o　Ozzola・　G．R　Pannini，“VArte”・　anno　Xll（1909），　fasc・II　Pp・15’IS（）；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Arisi，（〃λ（’it．，　P．7．
トとなった後も、・族のジャネット・ダグラス＝ペナントがそのコレク　　　5）pellegrin。　Antonio　Orlandi，　Abecec∫at’io　pittot’i（’o　da〃b“7r）κ，“M，i）II）（lt（）

ションを引継ぎ、ペンライン城から大部分が運び出され、一般に公　　　　　’’”　Na］）°li　1733’　p’251（1「ev’ed．　in　171f））’

131：｜されることはなかったi，11・・‘197・年に撮影されたと思わi・る・ンド　6）麗淵隠ご蒜○；llav濡瓢1，；ls繍、腿11；；（；〔｝”・　in　Le

ンのウィット・ライブラリーに残されている1枚の写真（Witt　Library，　　　7）”）id．

N・g・N・・B7・／1223）を見ると・この当時すでに下辺部からイi隅1・か　；：：ぽ1黒ll㌫，。／。1，、，、i“i，　P、＿。19、｜．

けて亀裂や浮ヒりが顕著であったと思われ、表打が認められる。　　　10）Di。genes　Laertius，　Vit（i（）　p／〃。SOρ！IOI’llli～、　VL　4｛）．

また’方では、本作品には質の劣るコピーが1点存在し、その写真　　　　11）Di・g．，enes　Laertius，　Vitae　philosoρノ1・t’IU〃，　Vl，37、

もウィット・ライブラリーに残されているが、このコピー作品は2005年　　　　12）Di°9clx，s　Lae「tius’M’〔∫ρρ／iil°s°ρh°rur”’VL　49’

にパリのオークシ。ンに賜して・・るその作lhllはかつて1931年か　11s）；；a；烹麗lll！｝　IP瓢1：、！ll；臓「1蒜1Ψ1㍑瓢1齢1；1

lo



　　P｛｝［c｝lu，11）dl　280tt（，btい1712　111／，（・Ol　」（　，1　（・〔ノ’／〃’〃（（・、（〃　ltg（〃（，〃’　｜ol］［｛）　　　　　　　　Vvlth　the　bいgl11111ng　oi　thい　17ス｛〕、　tlidnks　to　h“，iffdb］e　ndture，　he

　　XIU　＞い11¶／1，｝1792　1）p　｛51－S71　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）c、L｛f，111　｛（，　hd、い　d　（o｜KCIlttdled　r1Umb〈、l　of（OIIIIn1～三）1011s　from　Vdr］ou．s

lP”〃（／、PS70　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nobhtiい、，川d、〔）oll　qdmいd川〔・ttu、t（，f　the　l）、ulltet～of　Rome　of　the　ddy，

15川ohn　Got〔・Sul）plcmci）t　PK　tute、川Ndtiondl　Vnlst　Houses　2　”～（’　　　　to　the（h・q“・（、　thclt　hいwds　nolnlndted　d、　Ihe　58th　president　of　the

繍1㍑㍑1；｛κi、ll：1、il？°7；；三；、，蕊1“L（、ll，㌫！㍑lm；11漂1｝㍑　A－d－・1　dl　S・・LA－・1・e－1・e・　8　1754・1・d　p・eslde・t・f

　　P218　　　　　　　　　　　　　　　　，A，c　c　，u1・lm・・ll　h・n・・…　N…mbe口1755」u・t三lb・・t　thl・tllne・
lo　V，　itt　L、ln、いpl、。t＿・。川9A　lハe・・・…tL・f・・…（sW｝Pd・・2　　Hltb・lt　R・b・tt…rn・cd　m　R・M（）　d・Kd　Lt　WdS　，1］…p・rl・d　whe・P・・｜ml

　　Dい〔e川bel　200310t　53　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　deepel1（・d　hl、（o｜111い（tlOI】Wlth　Pけ、llK・Sl、　Pd川川dled　III　Rome　On

17）（r，〃（／’加〃’（・ρf〃〃ハ’〃（／‘・ρ〈・〃‘ノ（・〃／’（・、toi〔”～（lt（〃’”？ik／〔’〃Plい、（’nted　b、　the　　　　　O（t《）bel　2117b5，　dlldト1）Ullいd　dt　the　ChU“ho｝S、1n　Glovanm　ln　A】n（）

　　Btok（，i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ol）e　lmPOIt、川t　、1、Pud　ol　Pdnl川、、t、le　ls　the　fact　that　hls　works．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　te（o｝de（l　th（，　v｛lll（川、（el（．irnolll（ts，ll）d　festivdls　that　lnvolved　the　Holy

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rolndn　Scu、u）（l　thいPohtl（，1］（ollnc（ttons・IMOIISSSst　the　rulers　of　varlous

G］ov、ul川Pdol（）PantllL　wds　borl｜on川ne　17，1691　m　Pld（cllz、1　m　the　　　　　countllc，s　ln　ddd山（川　he　dlso　made，ucheolog］cal　dnd　aichitectural

lldmcse　Du（hy　According　to　re～edrchbv　Ptof　Ferdin、m（lo　An、l　Pdllllll　　　　rec　otd、、　llke　l）trdt1Cisl，　m　Rome　on　thc・eve　ot　whdt　would　become　the

mo、ed　to　Rom（・ml711，aUhe　yoし川g　ag（・of　20いIn　the　doc　umei］t　　　　neocldssical　l）hLlosopl’iical　n｜oi，empn日Ie　wdS．、1　pclmtel　who　was　the

reしoldmg　thl、　f、｝d　lt～tates　that　he～tudled　the　st＞xle　of　the　Mll、me～e　　　　fしtlleSt　represcntdtl、eof　the　mo～t　mdture　18th　centuly　humanist　vl～ual

p、lmtel　Glo～d【1m　Ghisolfi（c　1623－168：ハ）and　became　adept　at　the　　　　　conf旧一ndtlon～ty／e（whether、m　dc　tti（il　te（ord　o｝dcdpllcclo）He　greatly

dcpictton　of　drchitectural　motifg　2［Further，　Llone　Pagcoli（167：う一1744）　　　　lnf［uen＜ed　the　direction　o川）oth　thい1t、ili、in　Academy　and　the

m（，1｝tlol）S．　Panllll　as　one　of　the　pdmter．s　who　studied　under　Benedetto　　　　Accademia（h　Fr加cld　dnd　thus　l～drt　histoti（dl］y　lmportant　as　a　maJor

Luh（16（）（）－1724），　dnd　he　descnbes　，“LNon　isdegn～）dl　hequelltdrk1　　　　　18th　celltury　Romdl｜pdlntel

Gl、1叩aolo　Pdm！11　per　alcun　teln1）o，　ai］orch÷venne　ln　Romd　eccellente　　　　　Thig　wo｝khds　llot　beei）　1）ul）1“hed　m　prevlolls　monographs　ol）

m。・・stl・t・d　msigncコ　pitt・re　di　pe・・p・tt・ve，・di　paesl，・d’・1・d・lt・ttur・，　pe・　　Pamlパ1）H・w・・’・（・・，　thl・・t・・　1・・．・ti・・hdt・d・r1・tlcg　s・g9・・t　th・t　lt

rendeisi　dnche　IIIslgl）e　ed　ec〔ellente　nelle　flgure、　e　scel～e　lul　pet～uo　　　　　undoubtedly　d　work　l）、　Pal）IIII　himselt　pdmtedし　1745－1750　Dr　David

pdrtlcold｝dlrettorビいln　ternコs．　of　when　Pdllml　amved　ln　Rome，　oldei　　　　　Mdlshdll　o杜he　Umverslty　of　Melbouine　dlld　all　expert　oll　Panlnl，　agree．s

studhes　thdt　ple－date　that　of　Arl～l　pdtticuldrly　the　studle～of　Ozzola　dnd　　　　　wlth　th1～atttibuti（）n

Vo9．　．S　are　particularly　diver．se（）n　this　l～～ue　llThe　polnt　they　do　agree　　　　　　Duilng　thls　perlod　Pdnml　uedted　fllmlv〔　oni　po．sed　works　deplchng

upon、　however、　Is　that　immediately　dftet　hl～amvdl　ln　Rome，　P、IIl11）1　　　　　dnclent　Iulns　dnd　anclellt　drdhite（turdl　MOtlfs　of　Blbllcal　subJects　fol

came　to　be　known　ds　a　quo（frattl〃s’αo目）er～pedlva｜palnter　Glven　this　　　　exdmple，∫t　Pau／Pt　ea（／〃〃g　at　A〃1（・rl～（prlvate（ollection，　Arks］N〔）：359），

fa（t，　lt　1～thought　that　dunng　hls　tlme　m　Placenzd，　he　studied　the　　　　　St　Peter　1）rea（／ltnぢ（Gallerid　Glorglo　Cdretto，「1’urln，　Ansi　No　360），　whlle

manners　of　Ferdlnando　Gal11　Blbblena（1657－1744）and　Gluseppe　Natall　　　　dlso　credtmg　w（）rk．s　such　a．s　the　NMWA　work　alld　othei　lmage～wlth

（1652－1722）Then　later，　ln　l7180r　l719，　whlle　there　ls　no　exact　record　　　　styllstlc　glmllantle．s，　such　as　the　C（1ρtt（（lo　ot　RoノηロηRutns　tvtth〃～eん（h

of　the　dates，　he　was　admltted　as　a　member　of　the　Accademla　dl　Sdn　　　　of／tlnt～～Quad〃ヵoη∫an（1　the　Farnese　Heiてule～（prlvate　collecti〔〕rl，1taly，

Luca，　thanks　to　the　support　of　hiSteacher　m　Rome，　Lut1，and　Gaspdr　van　　　　A－si　No　361）Further　durlng　thi．s　pe目od　Panlnlしreated　works　that　are

Wittel（1653－1736）dnd　others，　and　there　he　taught　pictorlal　petspective　　　　　styhstlcally　simildr　to　the　works　of　Mdrco　Ricci　ln　the　l74〔〕s　t（）1750s，

　　Durlng　this　perlod　ln　Rome，　artl～ts　who　painted　urban　s．　cene．s，　　　　partlculally　ln　tel　ms　of　lntrlcate　ar⊂h］tectural　mtellors．　such　as　the

Arcadidn　pastoral　scenes　and　caprlcclos　wlth　anclent　rulns　were　　　　Open～ηg　o／〃le　Po　rta　Sont（］（1750，　pre　s．　e　nt　whereabouts　unknown）and

partlcularly　popしilar，　such　as　Andrea　Locatelh（1695－1741），　Gaspar　vdn　　　　　　the　lnter’ot　ot　St　P（・tc」1”s　Bosi／lc（1（1750，　Detrolt　Art　Institute）　On　the

Wlttel（1653－1736）、　Dc）menico　Roberti（1642－1707）and　Viviano　Codazzi　　　　other　hand、　he　aLso　created　a　ldrge　Ilumber　of　w（）rks　that　can　be

（c　l604－1670）Other　actlve　artlsts　contlnued　the　classlωl　Roman　　　　　p〔）smoned　m　the　tradlnon　of　caprl（uos　dcplchng　d　serle～（）f　anclerlt

tradltlon．s　of　Andrea　Sacchi（1599－16（）1）dnd　Carlo　Maratta（1625－17B），　　　　　rums

guchagGluseppeChlarl（1654－1727）．Antolllo　Balestra（1666－174（））dnd　　　　　　The　Inotlf．s　deplcted　m　thls　woik　include　the　Arch　of　Janus

AgostmoMa．succl（1690－1758）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Quadiifton．s　lll　the　right　bdしkground　wlth　a　bdslllcd　wlth　d　Donc

　　ln　l719，　Cardmdl　Patrlzl　becdme　Palllnピ～patron　ar】d　he　wd～set　to　　　　colonnade　thdt　somewhat　iesemble．s　the　Tem］）le　of　Saturmn　the　Romdn

work　de（ordtlllg　the　cardinal’～vllla　wlth　Chlarl　The　same　year　he　ls　　　　Forum　ln　the　f（）reglound　The⊂entel　of　the　m1（1－g1　ound　shows　the

inentioned　m　Orldnd’s　L’4わe（e（∫（〃1θρ’”o〃（1（ノds　below，“Glo　Paolo　　　　　Sarcophagu～of　Sdntd　Cogtdnza　made　of　d　red　porphyry　toddy　ln　the

Panlnmaしque　ln　Placenza　rann（）1691　Egll　e）glovlne　splrttoso，　11　qudle　　　　Vaticdn　Mugeums　The　left　foreground～how～the　F（〃17ese〃er（u／e．s

sl　deletta　dl　dipignere　con　dmemta　dl　colore．sulla　manlera　del　Ghis．　olfi　　　　（today　m　the　Naples　Ndnonal　Ardhaeolog．ficdl　Museum）wlth　so－called

vaghe　prospettlve，　ncche　dl　grazlose　flgultne，　le　qual1～l　Irlovono　II）　　　　　　Ctnclilc～t［1．s（toddy　ln　the　Louvre）bef（）le　lt　The　t山n　ln　the　background　ls

belle　att］tudtni　dispc）ste，　che　mo｜to　I）laclollo，　e　per　le　quall～1さ　　　　aba～lllca　wlth　Corinthidn　pilldr　cdpital～Of　note　Is　the　philos（）pher　ln

accqulstato　gndo　m　Roma、　dove～lve”　’）Further、　Paninils　works　wele　　　　　toga　wlth　hand．s　outbtret⊂hed　t（）wdrd～the　Farlle～e　Hercしiles　This　flgure

highly　pidiged　by　Francesco　Algaiottt（1712－1764）Algatottt　him．self　　　　ls　piobdbly　Dlogenes　the　Cynic，　dnd　lt　l～thought　to　be　the　scene　where

。wned・pal・tmg　d・p民nng　th・Pdllthe…th・t　he　c・mml・・1（）ned　f・i・his　　Dl・gen・・p・・ctlc・・begglng．　f・・m　th・・t・tu・i”’　Theie　die・thei　ext・・t

own　home　ln　Venlce（1トAlgdrotti　highly　prdlsed　Panlnl’s　Opc」ノ］’ηgθ〃！～e　　　　　works　by　Pdnml　deplctlng　Diogenes　There　dre　some　wlth　clear

Po　rt（i　S‘ltlt（1（present　whereabout～しmkn（）wn），　wh且h　wa．s　owned　by　the　　　　　identif］cdtion　of　the　flgure，～uch、is　Dioヅeノ’ρ～ThtoLvu7s」（1　Pia　te（Ar1～l　No

L・mb・・tml　f・mlly・f　B・1・g・・1・1760，　dnd　whlch　h・d　been　　370），lb　The　w・rk　th・t　ls　th・・ught　t・be・Palr　f・・th・NMWA　w・rk，

comm［sgioned　ln　the　Holy　Year　l750　by　Cardlnal　Sllvlo　Valenn　Gollzdgd　　　　　Caρ〃c（∫o　o／Rom‘ln　Rtl’η∫ω1〃1〃ie　Ai（ノ～（）f　lat～us　Quα（1ivfroT～～ar～d　tflc）

for　preseTltatlon　to　Pope　Benedict　XIV’） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Farnese〃et（　tt／e～（Arlsl　No　361）、　wh且h～hows　a　scene　ln　the　centel　of

　　Later，　Pamm　re（．elved　the　fervellt　patrondge（）t　Cardlnal　de　Pollgndc，　　　　　the　colnP（っ～ltloll　c）f　flgures　ln　togd～、1～thought　to　be　Dlogenes　speakm9

。・dene・g・t・・ally・P・・s．・ued・the　c・e・t1・n・l　pd1・tm9・・f・myth・1・g且・l　t・th・Sm・pean・wh・have　b・n・ksh・d　hLm　i2i　Thig　．senes・f　Dl・9・・es

subJects　adroitly　uslng　perspectlvdl　composltlons　intern。｝1　views　of　　　　theme　palntlllgs　m　Panini’s　oeuvre　leplesents　all　unusual　therndtlc

vdrlous　architectures，　urban　scene．s　of　Rome　and　festival　lmages，　along　　　　selectlon　for　the　nme　and　further　ie．sedich　Is　needed　to　conflrm　the

with　depictlons　of　ancient　ruins　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　commis．stoner　of　these　works　and　the　urしuln～tances　of　their　cieation

　　In　l734，　Panlnl　became　a　member　of　the　Accademla　dl　Francld　ln　　　　　　A　compar1～on　of　thls　work　wlth　other　works　from　the　same　perlod

Rome　and　there　taught　perspectlve　ln　1745、　he　palnted　hls　C／～σ〃es　1〃　　　　　shows　Panml’s　charaLteristic　brush　work，　wlth　lts　precisely　rendered

Vlsttlrls」∫’Pete〆～Bastitca，　thus　conflrmlng　the　patronage　of　the　Holy　　　　　flgura［expresslon，　never　confused．strokes　m　splte　of　theirspeed，

See　and　hls　connectlons　wlth廿〕e　Bourbon　famlly　of　Spam，　who　were　　　　　detalled　gradatlon　thdt　shows　the　materldl　quallty　of　stone　and　preclsely

the　new　rulersofthe　Piacenza－Parma　area　after　the　Farnese　family　　　　　　　　llned，　round　coluinng　Hls　individualis．　tic　renderlng　of　anclent

ll



architectural　motifs　and　correct　depicholl　of　mol｜Lnments　are　other　　　　（private　publication，1901）．　This　nun）ber　is　als（．）clearlv　writtell　oll　tht・

superior　elements・And　thus　the　work　has　beem　judged　to　be　an　　　　meta川ag（wllich　has　1）oW　been　r〈lnoved　from　the　framc），　illdicatillg

extremely　high　quality　work　by　Panini’s　own　halld．　　　　　　　　　　　　　　that　this　frame　has　accompanied　the　paintillg　sin（・（its　tilnいmthe

　　However，　an　extremely　fascinating　text　remains　by　Algarotti　　　　Penrhyrl　collection．　The　umlsual　surrounding　edges　of　this　frこlme　are

mentioned　above．　His　connection　with　Panini　stretched　back　to　around　　　　　decorated　with　the　classical　motif　of　egg－and－〔lart　w（，rked　ill　chisel

1742．This　text　by　Algarotti　was　dated　October　2＆1742，“Progetto　per　　　　carvillg．　This　motif　links　with　the　painting　itself　alld　thiis　it　cal）b（

ridurre　a　compimento　H　Regio　Museo　di　Dresda、”and　l）resented　to　　　　thought　that　this　frame　dates　bac：k　a　corlsiderable　amotmt　ol　time．

E［ect…fS・x・ny　A・g・・t　llL｜3｝　Thi・t・xt　d・・c・ib・・P・・i・i・・f・11・w・・”AI　　Th・NMWA・・llecti・・inc1・d・・tw・capriccb・with…ti・lu・l　m・tif・by

Pannini　di　Roma　cotanto　eccellente　nel　dipingere　gli　antichi　edifizj　　　　Hubert　Robert，　and　landscapes　withと1ncient　ruirls　motils　l）y　a　series　of

potrebbonsi　far　rappresentare　in　luogo　de’siti　suoi　ideali，　benche　　　　　Dutch　painters．　Thus　the　addition　of　this　Panini　work、　colmected　to　l7th

composti　di　parti　vere，　il　Foro　antico　Romano　quale　realmente　si　era；o　　　　　century　Northern　European　landscape　painting　alld　the　French

il　Foro　di　Trolano，1e　viHe　di　Plinio　da　lui　nelle　sue　lettere　descritte；n　　　　　　Ileoclassical　capriccios　of　the　l三itter　halfof　the　I8th　celltury，　is　extremely

campo　Marzio　cogli　esercizj　militari　de’Roman輻ed　altri　tali　siti　　　　important　forthe　collection　coml）osition　overall．　Further，　in　recellt　years

delrantica　Roma，　che　si　polm（．｝ricavare　o　dalle　medaglie，　o　dalle　　　　it　has　become　harder　to　find　works　with　such　extensive　and　proper

・eliq・i・d・gli・dili・1・he・e・t・n・・nc・・a，・d・ll・1・ttu・a　d・gli　aut・・i．”日）　　pr・venance・、・・peci・11y　i・the　case・f・・arti・t　lik・Pa・illi，　Wl’1・・e　c・py

　　ln　other　words，　Algarotti’s　standard　for　commissioning　works　was　　　　works　frequently　appear　on　the　market．　lt　is　thus　increasingly　hard　for

aimed　at　choosing　each　painter’s　most　successful　subjects．　ln　this　text　　　　museし1m－quality　works　to　be　foしmd　available　for　purchase．　Thus　it　is　all

he　describes　the　subject　he　selected　for　Panini，　and　thus　we　can　see　the　　　　　exceptionally　rare　event　that　we　were　able　to　locate　a　work　of　this

subject　that　Panini　was　best　known　for　at　the　time・This　indicated　that　　　　quality　and　provenance，　and　hence　this　acquisition　is　a　particularly

during　the　l740s　his　best　subjects　were　the　capriccios　of　ancient　　　　fr）rtunate　event　f（）r　the　NMWA　collection．　　　（Mitsumasa　Takai］ashi）

architecture，　and　this　would　mean　works　similar　to　the　NMWA　work．

　　1n　addition　to　the　high　quality　of　this　work　and　the　special　quality　of　　　　　Notes

its　subject　matter，　there　is　another　point　worth　notillg，　the　provenance．　　　　1）Ferdinando　Arisi，　Gi（1／7　Paθ／o　f）（lnilli　（・if‘～sti‘1e〃a　Rθノηθr／e／7θθ，　Rorl〕e、

While　unfortunately　historical　materials　detailing　the　sl）ecific　　　　　l986・PP・7・196・

circumstances，　period　and　environment　in　which　the　work　was　made　　　　　2）／bid，

have　yet　to　be　discovered，　in　the　case　of　this　work，　the　painting　has　　　　3）Lione　Pascoli・Vite　c／c’　’　／）　ittoノ’i、　sct．ilton’　ed　at℃ノiitetti　modet’ni．　Rome，1730、

been・wned　by　the・・1・e　family　f・・m・・。und　1860　t。　the　p，ese。しa。d　　v°L　L　P・233’

cle蒜d蒜二：：㌶1㍑蒜；、，、、h、，pa、。，、。g　4）議i欝罐　1㍑6忽瓢㌫・㌫1［　・i　；l

c°llecti°n　at　his　N°「lnan’style　ca・tl・i・GWynedd，　N・rth　W・1…Edw・・d　5）P・］1・g・in・A…ni・O・1・・di，・Abecedai”i。ρ～・・。，～ω，　N。pl，，，1733，　P．251（l

Douglas－Pennant，1st　Baron　Penrhyn（1800－1886，　Baron　from　1866），　　　　　　　rev．　ed，　in　l719）．

made　his　fortune　in　sugar　plantations　in　Jamaica．　He　commissioned　　　　6）Francesco　Algarotti，“Lettera　al　Prosper（）Pesci，12marzo　l760”il10ρρぽ

Thomas　HopPer（1776－1856）to　design　a　No［・man－style　castle，　which　was　　　　　　di　A“rancesc（’）　A／gatて）tti・vol・VIII・　Venice・1792，　PP・122－123・

built　from　l820　to　1845．　This　has　been　the　residence　for　the　succeeding　　　　　　7）　”ノ～〔／・

generations　of　the　family．　Questions　of　succession　in　the　family　in　1951　　　　　8）Arisi，　oρ・cit．，PP・71・215・

meant　that　the　castle　was　Put　ill　the　han　ds　of　the　National　Trust，　and　it　is　　　　　g）Ferdinando　Arisi，　G～o’～Pa（，／θ　Par’iii～i、　Piacenza，196｜．

stnl　a　very　popular　castle　for　visito　rs．　Queen　victoria　visited　the　Castle　in　　　　　lo）Diogerユes　Laertius，　vit（’iρ　ph〃osoρノ？orun］，　vl，49．

1859，and　it　remains　an　important　historical　monument，　　　　　　　　　　　　ll）Diogelles　Laertiしls，レhoe　pノ～i／osoρ！～oハ’um，　Vl，37．

　　After　this　paintillg　entered　the　Baron　Penrhyn　collection　aroulld　l860，　　　　　12）Diogenes　Laertius，レi”（∫（ρノ～i／os（ノρ／iort～ノη，　Vl，49．

generations　of　the　Douglas－Pennant　family　and　barons　owned　the　　　　　l：3）Francesco　Algarotti、‘’Progetto　per　ridurre　a　compimento　il　Rpgi（）Museo

Paintil19．　When　the　4th　Baron　Hugh　Napier（1894－1949）died　and　the　　　　　di　Dresda　l）resentato　ill　Hubertsbourg　alla　R・M・di　Augusto川．　Re　di

ca
；・ir・・…ed⌒1・nal　Tru…ane・t・D・・gl・s－Penna・t　i・he・…d・h・　＝1｛1；；慧㌫742”｜n輌〔脇　°Algar°tti，　v°1・　XIII・

｛蓋　　聯1＝1＝1三瀾・鑓1㍑a＝1㍑ll；1∴，plemc。，，P、－r。、、。N。t、。na＿、，H。llse，2，，，1（．，

the　pamtmg・em・ins　in　L・・d…Witt　Lib・ary　（Witt　Lib・ary・N・9・・N・・　　B・uVitigtθ〃M・g・・∫1・・99・650．1957，175－180；id，　LLs、Pp］，me，1t、　Pidures　ill

B70／1223），　and　it　is　thought　to　have　been　taken　around　l970．　ln　this　　　　　　　　th（Nationaj　Trust　Houses，”77’（・Burti〃9～otl〃ζ∫9〔’zi〃e　l　l　l：791S，1969，　P，

ph・t・it　i・・b・e・ved　fr・m　the　l・w・・edg・t・th・・ight　c・me・，・and・it　　248・

suggests　sorne　possible　cracks　in　that　area．　Oll　the　other　hand，　a　lesser　　　　l6）Witt　Library’photo　case　1649A；Beaussant－Lelevre（S・V・V・）・Paris，2

　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Decelnber200510t　513．
quallty　copy　of　the　work　exlsts、　and　its　photos　are　also　ill　the　Witt　　　　　　　　　　　　’
・・b・a・t’y・Thls　c・py・PI・ea・ed・n　a　P…sauc・・・…2・・5，　hav・・g　been　I7）；蒜1撚㌫P°「t”（by　indepelldent「est°「e「Sa「ah　Walden・p「…ted

previously　ill　the　Kaiser　Friedrich　Museum、　Berlin，　aroulld　l931　to　l932．

Records　indicate　that　it　was　sold　at　auction　at　the　Van　Diemen　Gallery

inl935．16｝

　　The　condition　of　this　work　is　extremely　good，　Examillati（，n　under

ultraviolet　light　indicates（，nly　two　areas　of　retouching　in　the　sky　in　the

upper　center　of　the　c（）mposition．　Other　small　crackling　restor～〕tion　have

been　made　but　it　is　largely　undamaged　overall．　The　area　of　the　above

noted　front　strike　damage　in　the　lower　section　ol　the　composition

reveals　small　cracks　but　I｜o　major　damage　This　means　that　when　the

cracking　of　the　painting　surface　was　first　noticed、　the　old　owner

immediately　realized　the　fact　and　theiコ1ater　had　extremely　appropriate

conservation　treatment　done　on　the　painting．　In　fact、　the　painting

broker　provided　the　conditi（）n　report　prepared　by　Sarah　Walden　and　it

emphasizes　the　overall　g〔）od　coi’）dition　of　the　work。17）

　　The　back　of　the　lrame　shows　a　nuInber　written　in　paint　which　is　the

number　of　the　work　assigned　to　it　by　Alice　Douglas－Pennant　in
“

Catalogue　of　the　Pictures　at　Penrhyn　Castle　alld　Mortimer　House”
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、‘元美術館（1998．1．L5－2．］5）、caLno．5，　repr．color；「ノ1三誕200年ドーミエ・人問喜

オノレ・ドーミエ［1808－1879］　　　　　　　　　　　　　　　　劇第㌃11：1体人のまなざし」伊丹ll泣泡’11∫fi∬（2008’11’29’　－12’21）’

《．果物を取り合う一r．人の童・了一》　　　　　　　　　　　　　　　　文献Lite・ature・Ka・I　E・i・M・i・…〃・n・・ゼDσ・・’η～e・：Cσ～σ／・9ue・rais・rm（i・〃／le

；綴兇・　　　　　　竃繍1駕『㌶議麗憲｝；騰耀㌫
；1〔㍑；1・・．Daum・。，　　　　　　　；鵠＝謡1ぽ・PhHlip・C・11ecti°・・Wa・hi・・t・）・），　1999－2°°°・・〕P　25°

Honor6　Daumier［Marseille　l808－Valmondois　l879］

Ttvo　Children　Reachin8　ft）「　Fi’uit　　　　　　　　　　　　　　　　　孤刺版ll　1家として世に出たドーミエが汕絵を本格的に手がけるよ
c、1845－50

0il・llcanvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うになるのは、1840年代中期、彼が30代末の頃からである。1845年

鑑1ぽrr、，ht，、．D。Um、，，　　　　　　　　からパリのサン・ル偏・住み、1・・　iJ地の芸徽サークル・・中で刺

P’2010－O〔｝07 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　激を受けたことと、1846年の結婚に伴う生活の変化によって、油絵

来歴pr。venancel　Jeal1．lacques　Feuchere　sale，　paris，8－1（）March　1853，1。t　lo（）：　　　制作の意欲が強まったのであろうn特に、第．：共和政期（1848－52

隅：鵬蕊鑑：言｛1濡鵠㌫、㍑瓢瓢㌶1；；㍑：　年）のドーミエの活動1・は、油酬家として成功しようという姿勢が

蝋1°t3；P「ivttte　C（’llecti°n；Ch「istie’s　L°nd°n　Sale’　19　June　2°°7’1°t　3：31［1’°t　窺われる・1848年に1よ・新醐による「共酬」寓意f象の絵画コン

　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クールに参加して習作を提出し、20名の最終候補者のひとりに選
展覧会Exhibitions：Portland，　Oregon，The　Portland　Art　Museum，on［oall　from

Mr．・Dix・n　Spear，　28　May　1985　一　28　May　1986；「現fCの・誠1刺詩ドーミエ展」f川“　　　ばれた。また、同年秋と翌1849年・春、政府から相次いで絵画制作
11∫、7：〕C稀f負官（1997．10，1〔〕－ll．30）・i可l　li胡美　1，【IJ：負↑i（1997．12．6－1998．L5）・愛タ愛り｜し
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の注文を受けている。さらに、1849年には初めてサロンに絵画を出　　　　その後、本作品は191il：紀の問にアメリカの佃人所蔵家のr一に渡

品し、次いで1850－51年のサロンにも絵画2点と神話主題の素描1点　　　　り、追跡が・時期1木｜難になった、、そのため、1968年にK．E．メゾンが

を出品している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出版したドーミエのカタログ・レゾネでは、本作品は「紛失または所

　しかし、ドーミエは1848年の絵画コンクールの最有力候補と日さ　　　　在不明の作品リスト」に含まれ、図版は掲載されていない　しかし、

れながら、大きなサイズの絵画の提出が求められる最終選考へは　　　1986年にニューヨークのオークションに出品され、作品が現存する

参加しなかった。政府から注文を受けた2件の公共制作も、ひとつ　　　ことが明らかになった、，1999－2000年にオタワ、パリ、ワシントンで開

は彼の最大の作品《聖セバスティアヌスの殉教》（ソワソン市立美術　　　　かれた大規模なドーミエ回顧展には、本作品は出品されていない

館）によって果たされたが、もう…方は十年以上引き延ばしたあげく　　　が、再発見されたフシェール旧蔵の絵画として同展カタログの中で

に放棄することになった（国立西洋美術館が所蔵する《マグダラの　　　言及されている。また、ドーミエ研究者が組織する「オル・ドーミ

マリア》は、この未完に終わったプロジェクトのための習作である）。　　　工委員会」より、現在準備中のカタログ・レゾネ補遺に本作品を掲

彼は政府から受注した仕事に取り組むうちに、白分の資質が大画　　　載する旨の証明書（2006年11JJ22i－1付）が発行されている

而の油絵の制作には向いていないことを悟ったようである、そのた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村ヒ博哉）

め、1850－51年を最後にサロンへの出品をやめ、それ以後は50号を

超えるサイズの油絵をほとんど描いていない。大きな絵画作品をサ

ロンで定期的に発表し、公共建築を飾る仕事の注文にも応じる画

家として身を立てようという彼のもくろみは、第二共和政期の数年

のうちに挫折したのである、、ドーミエの絵画の中では珍しい宗教

画や寓意的主題の大作が、この数年間に集中的に制作されている

のは、以・ヒのような事情によると考えられよう．

　本作品は、それぞれ1849年、1850－51年のサロンに出品された

《粉ひきとその息子とロバ》（グラスゴー、バレル・コレクション）、

《サテユロスに追われる女たち》（モントリオール美術館）と同じ60

号の大きさで、上述のように油絵画家としての成功を目指していた

1840年代後’Pから50年代初頭のあいだに描かれたと推測される。

大きな岩のヒに載った果物篭をめぐって、ふたりの童了が互いに手

を仲ばして争う場面が描かれている。この主題が既存の物語に基

づくものか、それともドーミエの創意によるものかは、今のところ判

明していない。しかし、この争いの結末　　ふたりの童子が協力し

て果物篭を手に人れ、仲良く持ち帰る　を描いたと見られる小さ

な習作《篭を運ぶ一1人の竜r－》（fig．1）があることから、本作品は・

対畷飾、ll・iのうちの’iSとして構想された可能性もある，　1・一ミエ　ll雇ノレドHミエ《篭を運ぶ：人の醐制作イ1三構鵬ヵンヴァス・

酬彩1・i叫では上ヒ較〔1‘J・．1　ILい馴の作例であるが・人まか棚　忠1「1蕊：謬。肌ζ1∫㍑忽ぽ7蒜ぽ；；nkl｜°wn・

暗の対比による構成や、勢いのある筆遣いに、ルーベンスやドラク

ロワの絵画への関心を通じて形成された彼の油彩画表現の特徴

を認めることができる。とりわけ、身体の肉付けと力強い動きの表

現には、卓越したデッサンカが十分に発揮されている。また、子ど

もの裸体像を描いた寓意的主題の作品という点において、Eに述

べた1848年の「共和国」寓意像の習作（パリ、オルセー美術館）とも

共通する性格をもつ。

　本作品は1853年、彫刻家ジャン＝ジャック・フシェール（1807－1852）

没後の美術コレクション競売に出品されており、これが本作品に関

する最初の記録である。フシェールはドーミエの友人で、1847年に

はリトグラフによるドーミエの肖像画（fig、2）を制作した。同時代の

の競売は、ドーミエの尽力によって開催されたと伝えられる、、ドーミ

エの作品が競売に出たのはこの時が最初であり、本作品のほかに

素描6点と約650点ものリトグラフが出品された。この競売の目録に　　　　　　　　ly㌦ぴ’．

は、本作品について、「果物を取る童子たち、大まかに描かれた絵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fig2　ジャン＝ジャック・フシ；1－一ル《オノレ・ドーミエの肖像》18117年、
画（Enfants　cueillant　des　fruits，　peinture　largement　ex6cut6e．）」　　リトグラフ、個人蔵

との記載がある。　　　　　　　　　　；r〔賭烈舗悲？㍑㍑゜肋”頑）θ”酩襯lith‘卿h・

ll



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Thc　l）；｝illtin9（・lltered　a　l）rivate　collection　in　America　during　the　late

Daullliur　lirsいlladu　a　llame　ful’llilnsいll　as　a　sa｛iri℃《．11　pril巾｜iak（Lt’．　Lalel’，　　　　　19｛h　cel山｝〔aftur　which　its　whereaboしlts　became　obscured．　As　a　resu［t，

whell　he　was　i］1　his　late：30s，　Ix’・st川’ted　ct’（・alil190il　pailllillgs　seriollsly　　　　　｛h（・caいloglle　1’Eli9．　olll1（t　1）ut’）］ished　by　K．　E．　Maison　in　l968　includes　this

ar《川lld　tlui　mid　18・「10s．　ll）18・15、　he　lnovやd　t《｝lk・Sdin｛－L（川is　m　l）aris、　　　　　　Paillting　ollth（・‘Llis．　t《｝川ost　or　111iss　illl」pailltil）gs”，and　does　not　include　a

whcrdhい～trt　is　ti（’circle《）f｛h（・arいa　ex¶rte《1川）inlhlellcu、　Challgいs　als《）　　　　phot《〕gmph　o川1｝e　work、　h　was　Il《）t　included　in　the　malor　Daumier

ac℃《）mpallie《l　his　mmi’iagc　il日8．16、　whell　his　wi川（｝crやalいoil　pailllings　　　　rctr《）sp（・ctivu　hcld川1999－2000　itl　Oltawa，　Paris　and　Washington，　but

strellgthellいd，　lll　parti℃ular、　ill　Dalln｜iいr’s　ildivities（lui’illg　｛he　Sいcond　　　　　　　　was　melltionいd　ill　the℃atalogll（・as　the　rediscovery　of　an　ex－Feuchbre

Ret川blic（18・1S－1852）、　wいcatl　sいe　his　d〔・sirやt《）succee《l　as　all（川　　　　　colle〔・ti《川work，　lt　was　lloいllltil　all　allction　ill　NewYork　in　1986，　that　the

paillter，　lll　l848　hc　submiltい（l　n　study　t《｝thいplliTlti：lg，　colltesl　for；II］　　　　work’s　l）res　〈illt　loc；）tioll　and　existcl｝ce　was　confirmed．　Further　the

aHegoIy　ol　thc　lくい1川blic，　sP（川sor¶d　by　the　llew　govemln¶nt，　alld　was　　　　　Comitζ・H《川or－’・Da川Ilier　of　I）aumi（・r　scholars　are　currently　preparing　a

selc℃1いd　as　ol）e　l）川he　20　finalis　ts，　That　salne　aut川m｜and　the　f（〕llowing　　　　　　supplcl））ental　volume　for　the　catalogue　raisonn6　and　have　produced　a

spril〕g　ol　1849，　hいrccいived　a　scrics　of　govermnent（’omn．lissiollS　l《）r　　　　　（・ertili℃ilte（datやd　22　N《）v（・mber　20（）G）stating　the　work　wm　be　published

l）aintings．　l　le　lirst　display（・d　a　paillting，　in　the　Salon　in　l849、　lollowed　by　　　　in　tlltlt　volutlle．　　　　　　　　　　　　　　　　　（Hiroya　Murakami）

ln《｝1’e　elltries　inthe　Sa］ol）of　l850－1851．℃ollsistillg　of　tw（）pairltingJs　and　i，l

mythologicalStibject　drawin9．

　　llowever，　thollgh　Daumier　was　one　of　the　strollger　candidate　ill　the

1848contest、　he　did　I）ot　partidpate　in　the　final　submissioll　of　a　large－

scale　paintillg，　The　two　paintil’lgs　he　created　on　g（．）vernlnel’1t

commissions　il「1clude　one　work　that　is　his　largest　pamtingτノ7e

ル7〔〃’W’τ10〃’θ／’S（lit’lt　Sc・t）clstiall（Soissc）ns、　Mus6e　municipaD，　but　the　other

was　left　unfinished　even　after　having　worked　on　it　more　than　lO　years．

The　NMWA’s　M（〃y　Magd〔〃（・ノ］（・is　a　study　for　this　unfinished　proje（：t．

Whi▲e　he　was　illvolved　il）his（．：omMiSs　iOIIS　from　the　gover川11ellt，　he

realized　that　his　own　nature　did　Ilot　tend　toward　the　creati（）n　of　large－

scale　oil　paintillgs．　As　a　result、　he　stopped　entering　works　in　the　Salon

after　his　l850－1851　entries．　After　that　he　rarely　painted　oils　tllat　were

larger　than　a　I’10．50　canvas．　This　meant　that　his　plan　to　be　a　painter　who

created　large－scale　works　regularly　for　the　Salon　and　produced　w（’）rks

on　government　commissions　to　adom　government　buildings　lasted　for

only　the　few　years　of　the　Second　Republic．There　are　the　rare　few　large－

scale　religious　or　allegorical　subject　paintings　in　Daumier’s　oeuvre、　but

the　fact　that　they　were　all　created　within　a　short　time　period　reflects　the

situation　described　above．

　　This　painting　is　on　the　same　type　no．60　sized　canvas　as　the　works

submitted　to　the　Salons　of　l849　and　l850－1851，namely　The〃〃er，〃is

∫oη，（∫∫πノ〃’ρノlss（Glasgow，　The　Burrell　Collection）and　l4／0men　Purstted

々V∫σ～ソrs（Montreal　Museum　of　Fine　Arts）．　Thus，　it　is　thought　that　this

work　was　created　during　the　late　1840s　and　early　l850s，　when　he　was

settillg　his　sights　c）1’1　becoming　an　oil　painter．　The　fruit　basket　set（川top

of　a　large　rock　is　the　goal　for　two　children，who　compete　for　the　basket

with　outstretched　hands．　Scholars　have　yet　to　determine　whether　this

subject　is　based　on　an　existillg　tale、　or　is　something　imagined　by

Daumier．　However，　as　a　result　of　this　struggle，　the　two　children

cooperate　and　both　cany　away　the　fruit　basket　in　harmony．　This　scene

is　depicted　ill　a　study　work　TLvoα～〃（加ノ’1（〕an［yit～g（1　Basl？et（fig　l）、　and

thus　it　is．　possible　that　the　NMWA　painting　was　originally　one　of　a　pair　of

decorative　paintings、　The　I）aintillg　is　a　relatively　early　example　of　his　oil

works，　lts　composition　consists　of　generally　depicted［ight　and　dark

contrasts　and　powerful　brushwork　ably　revealing　the　characteristics　of

his　on　expression　inspired　through　his　interest　in　the　paintings　of

Rubens　and　Delacroix．　ln　particular，　in　the　fleshing　out　of　the　forms　and

the　expression　of　p〔）werlul　movement．　we　can　see　his　supet’ior

draftsmanship，　Further，　ill　terms　of　the　fact　that　this　work　is　an

allegorical　image　depicting　nude　children，it　shares　some　charactel’istics

with　the　study　for　the　allegorical　image　of　Reρublic（Mus6e　d’Orsay，

Paris）inentioned　above．

　　This　work　was　sold　at　the　auctiol’10f　the　art　froln　the　estate　of　the

sclllptor　Jean－Jacques　Feuchさre（1807－1852）、　and　this　is　the　first　kn（）wn

record　of　this　w（．）rk．　Feuchさre　was　a　lriend　of　Daumier　wh（．）made　a

lithograph　portrait　of　Daumier（fig．2）in　l847．　The　Feuchere（1uctiOll

inc］uded　both　contemporaW　works　aIld　Old　Masters，　and　it　is　said　that

Daumier　helped　in　its　staging．　This　the　first　time　that　Daumier　works

appeared　at　auction，　and　in　addition　to　this　l）ainting，　the　auction

included　six　drawings　and　approximately　6501ithographs　by　Daumier．

The　catalogue　for　this　auction　lists　this　work　as“Enfants　cueillant　des

fruits，　peinture　largement　executde．”
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展覧会
Exhibitions

ナポリ・宮廷と美　　カポディモンテ美術館展ルネサンスからバロックまで

Napoli，　la　Bellezza　e　la　Corte

－　Capolavori　del　Museo　di　Capodimonte，　dal　Rinascimento　al　Barocco

会期：2010年61」2611－｛）月26日

1三催：国立西洋）こイ村館　イタリア文化財省・カポディモンテ）ミ術館TBS東京新聞

人場者数：152，747人

Duration：26　June－2（S　September，2010
0rganizers：National　Mしiseum　of　Western　Art／Minister（）per　i　Beni　e　le　Attivitta　Culturali　－

Soprintendenza　Speciale　per　il　Patrimonio　Storico　Artistico　ed　Etnoantropologico　e　per　il　Polo

Museale　della　citta　di　Nal）oli　一　Museo　di　Capodimonte／TBS　Television／The　Tokyo　Shimbun

Number　of　visitors：152，747

2010年6月26Httl＞9月26日旧1／WVvy鰹磐響襲の＾’
閤鎮■民　午貿崎愉珍噛、午民i湾蛎縮与寺繊脳1、卸楕一t●SM匡で］体●“梅輻月■8　m耐んt：：i‘‘．‘’
、●“鳩β3●・イ・“Tjltl“・・1↓一一一s　r“●亘““’ト“．没■り、’，」●　　　　vr．哨噺．‘一”、w「よ■冶

n　tm－a一　鯵町祈w’as旛mttlP“t袖丁1埴“凹坤恒亨1X傾r，．●”内ψt●‘●声
、：「Vk：；：竺製τミ燃．．：主占t・←・’一’硫〔vbiowh－）ptu　　　　ATBLS軍領頴1■

ナポリを見ドうすIT：のヒに建つカポディモンテ美術館は、1738年に　　　　lll｜i法を吸収し、ナポリをイタリアの美術の中心地のひとつとしたの

ブルボン家のカルロ7111：（のちのスペイン王カルロス3川：）によって　　　　である、，国内においてナポリ・バロックの絵画をまとまった形で展示

建造が開始された宮殿が、そのまま美術館となったものであるc，そ　　　　したのは今回が初めてであり、貴重な機会となったのではないか、

もそもこの宮殿は、美術品を収納・展示することを目的のひとつと　　　　カタログにおいては、イタリアの美術館の成り立ちやバロックの

して建てられたものであった　コレクションが展示されるようになる　　　ローマおよびナポリの美術に関して、掘り下げた論文を収録した

と、ナポリを訪れる文化人たちは競ってここを訪れるようになる・そ　　　これまでわが国では、これらのテーマに関する概論的な如；ti：が存

の中にはドイツの文豪ゲーテら、名だたる知識人たち、1呵家たちが　　　在していなかったので、学術的にも資するところがあったと考えて

いた，，その後さまざまな変遷をたどった後、国立美術館として．一般　　　　いる、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡辺晋輔）

に公開されたカポディモンテ丈術館であるが、本展にはその収蔵　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［カタログ］
品から80点の作品が展示された．選ばれた作品はおもに・ファルネ　　　　編集：渡辺ill湘i、T8Sテレビ、東京新聞

一 ゼ家が収集したルネサンスおよびバロック美術の作lllllと、ブルボ　　　　制作：インタ＿パブリヵ

ン家が収集したナポリ・バロック」：：術の作11：ilである　ルネサンスか

らバロックまでの美術史を概観することと同時に、カポディモンテ美　　　作品輸送’展りこ：日本通運・アルテリス日イミ貨物航空・11Pt航空

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場設営：東京スタデオ
術館の成り、ltlちも紹介できるような展示を目指した，

　最初のセクションでは、ファルネーゼ家のコレクションを叩心に展

示した、ルネサンスからバロックまでのイタリアを代表する貴族のひ

とつファルネーゼ家は、過去の作品を蒐集すると同時に、1司時代の

芸術家にも積極的に作品を注文し、この時代のk・術の牽引役とし

ての役割を果たした．そして遺産相続の結果、彼らの遺産の大部

分がブルボン家のものとなり、カポディモンテ）こ術館に遺されること

となったのである、、このセクションでは、ルネサンスから初期バロッ

クまでの絵画とともに、宮殿を彩っていた彫刻やll芸を展示し、コ

レクションの全体像を把握できるように努めた

　素描のセクションをはさみ、会場の後’トにはナポリ・バロックの絵

1由iを展示した、17世紀初頭のナポリでは、殺人の罪を犯してロー

マから逃亡してきたカラヴァッジョにより新たな美術が伝えられた，，

ナポリの画家たちはカラヴァッジョに倣いつつもローマの最先端の

lh
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　displayed　in　Japan　and　it　was　an　important　opportunity　to　study　this

The　Museo　di　Capodimonte，　situated　on　a　hnl　overlooking　Naples・was　　　　subject．

built　as　palace　for　the　Bourbon　lamily　member　Carlo　VII（later　the　　　　　The　catalogue　presented　exhaustive　texts　regarding　the　formation　of

Spanish　King　Car［os　III）in　1738・and　later　this　palace　was　transformed　　　　　Italy’s　art　museums　and　Roman　Baroque　and　Neapolitan　Baroque　art．

into　its　present　role　as　a　museum・And　indeed，　one　of　the　aims　of　the　　　　These　materials　make　a　great　scholarly　contribution　to　the　Japanese

construction　of　this　palace　was　as　a　Place　to　collect　and　display　art　　　　language　materials　on　these　sublects，　previously　only　discussed　in

works・As　the　collection　came　to　be　displayed・the　cultured　members　of　　　　summary　texts　in　Japanese．　　　　　　　　　　（Shinsuke　Watanabe）

society　who　visited　Naples　competed　for　the　chance　to　visit　the　pa［ace．

Such　visitors　included　the　great　German　literary　figure　Goethe，　and　　　　　　　［Catalogue］

・th・・i・t・mge・t・ia　and　p・i・t・・s．　Th・p・lace　und・rwent・many　1・t・・　　Edit・d　by　Shins・k・W・tanab・・TBS・　Th・T・ky・Shimbun

t，a。sf。rm。ti。ns、1。tiいt　became　a　nati。na1。rt・m。、eum　and。p，ned・t，、　P「°duced　by　lnte「Publica

th・public　as　the　Muse°di　Cap°dim°nte・This　exhibiti°n　featu「ed　8（） 　T，an、p。，，。ti。。　a。d　h。。dli。g、　NiPP。。　E。p，e、s，　Alt。，i。，　NipP。。　C。，g。

works　from　the　museum’s　collection．　The　selection　of　these　works　　　　　Airlines，　Japan　Airline

focused　on　Renaissance　to　Baroque　works　collected　by　the　Farnese　　　　　Exhibition　Design：Tokyo　Studio

family，　alld　Neap（）1itan　Baroque　works　assembled　by　the　Bourbon

family．　Visitors　to　the　exhibition　were　able　to　enjoy　an　overview　of

Renaissance　to　Baroque　art　history，　along　with　an　introduction　to　the

formation　of　the　Museo　di　Capodimonte．

　　The　first　section　primarily　displayed　the　collection　of　the　Farnese

family．　This　family　was　one　of　the　major　aristocratic　families　of　Italy’s

Renaissance　to　Baroque　period，　and　they　not　only　assembled　works

from　the　past，　but　also　were　active　commissioners　of　art　works　by

contemp（）　ra　ry　artists　ill　their　role　of　Inajor　art　patrons　of　the　day．

lnheritance　issues　then　meant　that　the　m司ority　of　their　col］ections

passed　to　the　Bourbon　family，　a　collecti（〕n　that　was　in　turn　inherited　by

the　Capodimonte．　This　section　presented　Renaissance　to　early　Baroque

period　pailltillgs，　along　with　sculptures　and　decorative　arts　that　adorn

the　palace，　pr（）viding　an　overview　of　the　collection’s　entirety．

　　With　an　intermediary　section　of　drawings，　the　second　half　of　the

exhibition　displayed　Neapolitan　Baroque　paintings．　At　the　beginning　of

the　l7th　century　Naples　saw　Caravaggio，　a　fugitive　from　Rome　under

charges　of　murder，　bring　about　new　art　forms．　The　Neapolitan　painters

absorbed　the　latest　styles　from　Rome　as　they　imitated　Caravaggio，　and

thus　Naples　became　one　of　the　centers　of　art　in　Italy．　This　is　the　first　time

that　a　complete　selection　of　Neapolitan　Baroque　paintings　have　been
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SHADOWS：Works　from　the　National　Museums　of　Art

会期：2010年9月8日一10月18日

会場：国立新美術館2階企1川i展示室
一i三催：東京国立近代美術館国立西1羊美術館国帽9ば術館京都llこけ近代）こ術館国、1小1際

美術館
人場者数：29」4：3人

Duration：8September－18　October，2010
Venue：The　National　Art　Center，　Tokyo

Organizers：The　Nationa1　Museum　of　Modern　Art，　Tokyo／The　National　Mしiseum　of　Western　Art，

Tokyo／The　National　Art　Center，　Tokyo／The　National　Museum　of　Modem　Art，　Kyoto／The

鵠㍑瓢隠㌫1跳：？saka　　　　　　　　　　　　　　　　陰影礼讃
201ロ旬9B．　1口18n　国立新莫術館企ψ（展’）・室2E

独、Z行政法人国、γ美術館は2001年に発足した。2011年に10年目　　　れてきたが、5館すべてがそれぞれの館の担当者を出し、その所

を迎えるのを機として、本展覧会は、東京国、lt．1近代美術館、国立西　　　蔵品を使っての企画は初めての試みであった、、コレクションの領域

洋美術館、国立新美術館、京都国立近代美術館、llミ位国際美術館　　　　から展示方法、あるいは展覧会の運営ノ∫法までそれぞれに異なる

が共同で企画したものである‘今回の展覧会では、所蔵品をもた　　　5館による企画は、進行ヒ、困難な面があったことは否めないしか

ない国、Z新美術館を会場館とし、残る4館のコレクションから「影」　　　し、他館との客観的な比較によって、所属館の位置づけやコレクシ

を切り日として選ばれた170点にのぼる作品を展示した　　　　　　　　ヨンの性格などをあらためて考えるとともに、ふだん顔を合わせる

　デッサン芸術は、Ilf代ギリシアの陶⊥二の娘が壁に映った恋人の　　　　機会の少ない他館の研究員との交流を図るヒで有意義な機会と

顔のシルエットをなぞったことに始まるという伝1説はよく知られてい　　　　もなった，，　　　　　　　　　　　　　　　　（陳岡v）ぐみ）

る，あるいは、空間の奥行や人物の立体感を示すための「陰影」

は・占来・多くの芸術家たちカ・取り組んできた芸術表現のひとつで　；㌶蝋代撒，、1剛蹴館、国立新美術鯨剛近イt

あった　しかし、「影」は視覚芸術の起源、すなわち本質的な部分　　　美術館llミは回祭美術館

と深く結びついているにもかかわらず美術史家の関心を引き、総　　　　制作：リーヴル

酬に顧みられるようになったのは近年のことである・　　　制，輸1酬示、カトー、。ク

　本展では・この「影」というllfくて新しいテーマを・オールド・マス　　　会場設営凍京スタデォ

ターから日本美術、現代）こ術まで、それぞれ時代や地域、メディア

が異なる4館の所蔵占1∫｜を横断的に眺望するための視座として据え

ることとした、全体の構成は、作品ごとの展示条件の相違なども考

慮しつつ、次のようなものとなった　まず、「1影あるいは陰、そして

描写」はさまざまな「影」の例示による導入部とし、以ド、16－20・IH：紀

初頭の東西の絵1由1や版IIIIiを集めてジャンルごとに「影」の役割や

効果を考察した「II具象描写の影と陰」、19世紀末から現代までの

写真芸術との関係を再検討’した「lllカメラが捉えた影と陰」が続き、

最後に「IV影と陰を円：考する現代」では、より概念的なアプローチ

でこのテーマを扱った現代）3術作品によって展示を締めくくった

　偶然ながら、本展の開始会準備を進めていた2009年の2－3月に

はマドリッドのティッセン＝ボルネミッサ美術館において、浩i翰な研

究書『影の歴史』（1997年）の著者ヴィクトル・1．ストイキツァを監修者

に迎えた「影（La　Sombra）」展が開かれるなど、このテーマに対す

る国際的な関心の高まりが窺われた時期であった、実際、国立美

術館の所蔵品展という位置づけや、会期の短さにもかかわらず、本

展は予想以一Lの入場者に恵まれた

　これまでにも国、1た美術館のあいだで2館程度の合同展は行なわ

18



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shades，　expl（．）red　coIlternporary　arゼs　more　c（．）nceptual　approach　to　the

The　National　Museums　of　Art　were　established　as　an　IIldependent　　　　theme．

Administrative　Institution　in　2001，　Upon　the　occasion　of　the　10th　　　　　　Purely　by　chance，　in　February　and　March，2009．　as　preparations　were

am’1iversary　in　2011，this　exhibition　was　jointly　organized　by　the　　　　proceeding　f（．）r　this　exhibition、　the　Thyssen－Bornemisza　Museum　in

museums　that　al’e　part　of　this　illstitution：the　National　Museum　of　　　　Madrid　held　al．l　exhibition　calledム（∫Sombt’a、　directed　by　Victor　L

Modern　Art、　Toky（．）；the　Natiol．lal　Musetim　of　Western　Art，　Toky（．．）：the　　　　Stoichita　who　had　previ（川sly　written　a　c（）mprehensive　study　on　the

National　Art　Center、　Toky（．）；the　Nati（．）na］Museum　of　Modern　Art，　Ky（．）t（：）；　　　　subject，　A∫／7θrt〃is’o／y　o〃1～（～∫ノ）〔ld（）tll（1997）．　Clearly　this　revealed　the

the　Natiol．ial　Museum　of　Art，　Osaka．　T｝1is　exhibiti（．）n　displayed　m（．）re　than　　　　　rise　iTl　international　interest　ill　this　thel．｜．｝（．ln　fa（：tJegardless　of　the　fact

l70　works　lrom　four　of　the　participatillg　museums，　presented　at　the　　　　　that　the　exhi｝）ition　was　drawr’l　soldy　from　the　National　Museums　of　Art

Natiollal　Art　Center、　which　does　IIOt　have　its　own　collection，（．）n　thc　　　　　permanent　coUecnons　and（．mly　opell　f（｝r　a　short　period，　it　attracted　a

theme　ofshado～～Ts．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　larger　than　exPected　l｜umbet’of　visit（）rs．

　　　lll　the　art《）1（h・awing　there　is　the　welFknown　iegend　of　the　daughter　　　　　While　previously　two　of　the　National　Wlus（llms　of　Art　had　he］d　joh．lt

of　a　potter　ill　allciellt　Greece　wh（）begall　drawi；ig　silhouettet　of　her　　　　exhibitioi．〕s．　this　was　the　first　e㊦perimellt　in　planning　an　exhibiti（．）n　with

lover’s　face　projected　on　the　wall．　Shad（．）ws，　which　reveal　the　thl’ee－　　　　cllrators　lr（）m　each　of　the　mしlsellms．　drawing（川their　respective

dimensiollality　of　human　figu　res　and　spatial　depth，　are　a　forln　of　artistic　　　　museum’s　c（｝）lections．　This　l）roject，　orga【｜ized　by　five　museurns　each

expression　expl（．）red　by　artists　sil．lce　alltiquity．　H（）wever，　regardless　of　　　　with　theirowl．｜display　and　operatiollahnξ）thods、　and　their　own

thc　fad　that　shadows　are　intricately　linke（l　to　the　very（．）righls　of　the　　　　　collectiol｜sphere，　undoubtedly　faccd　difficulties　ill　its　organization　all（i

visual　arts，　it　is　ollly　il’l　recent　years　that　they　have　attracted　the　attention　　　　　rumling．　However、　through　this　oblective　c（）mparison　with　c）ther

of　art　historians　and　become　thc　sしlbject　of　colllprehensive　stLldy．　　　　　　　　　　　irlstituti（．）1．ls，1〕ot　only　did　all　ParticiPants（AlljOy　a　chance　to　reconsider

　　This　exhibitioll　explored　the　collcept　of　shadows　in　works　that　　　　their　museum’s　p（．．｝siti（）n　and　c（．）llediol1（lualities．　it　alsc）was　an

sPanned　the　c・11e（・ti・ns・f　all　f・．・urmuseullls、1’anging　fr・m　Ol（i　Mast・rs　　excellellt・PP・rtul’）ity　f・r　exchange　l）etw・ell　curat・rs　fr・m　the　vari・us

to　Japanese　art．　and　t（．）c（．）11tenコporaly　art、　all　fr（）m　diverse　l’egiolls、　time　　　　　museしlms．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Megumi　Jingaoka）

periods　and　nledia．　The　overall　structul’e　of　the　exhibiti（．）n　was　as

fo］lows，　takmg　il／tO　c（．）nsideration　the（．lifferent　display　needs　of　each　　　　　　［Catal（．）9u（］

w・rk・S・・・・…1・・h・d・ws・r　Shad・…md・he・・D・p・・・・・…pr・・e…da・　課：麗認㍑漂［呼1瓢♀1よ｜臨ll；11』「k，瓢。儒、；lt；（↑㍑

illtr（）（iuctiOI）t〈）vari（．）us　types（．）f　shadows；Sectiol12，　Shadows　and　Shade　　　　　National　Mus〔um　of　Modem　Art，　Kyoto／The　Natk）nal　Museum　of　Art，

i。Figur。ti・。　A・t．　expl・red　the　hm・・ti・1．－1・ff・d・・f・had・w・i・　　Osaka

P。illti、lg、　and　l，ri。t、1，。m　E。，・、1、d　W。・・，　f・。m・he　l（｝・h　ce・・u・y…he　p「°duc（dby　Liv「（’

b・gin・i・g・f　th・20th　ce・tし・y…r…g・（1　by　g・・re・S・・ti°n　3・Shad°ws　　T，ansP。tt、and　handliil9、　K。t。lec

al1（．l　Shade　as　C～iptured　by　the　Camera，　i・e＿examhコed：　hadows　in　　　　　Exhibiti（）n　design：Toky（．）Studio

photographi（、：arts　from　the　end　of　the　l9th　c：（・ntury　througll　the　Present、

and　fil．｜ally　Section　4，　C（．川temporaly　R（col．｜sideratioIl　of　Shadows　and
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アルブレヒト・デューラー版画・素描展　宗教・肖像・白然

Albrecht　DOrer：Religion，　Portraits，　Nature　Prints　and　Drawings

会期：2010年10月26EI－2011年1月16　L－1

主催：国立西洋美術館メルボルン国立ヴィクトリア美術館朝H新聞社
入場者数：69，599人

Duration：260ctober，2010－16January，2011
0rganizers：National　Museum　of　Western　Art／National　Gallery　of　Victoria，　Melbourne／
The　ASahi　ShimbUn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘t’省ごウ7’”　書掃’叩”“’”，tL

N”mbe「　°f　visit°「s：　69’599

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AしBRECHTDURER　　りい　　　・s／／　Ptlnld．ロロ　nt，lwdrvgs
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルブレヒト・デューラー版画・素描展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フニくなコロぼイ　ばト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2010．10．26T、e　　2011．1．16sun…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：；：㌫．≡’．㌫嘉二：航三“＝…二二∵．．，　■迎甦和□

本展は、ドイツ・ルネサンスを代表する美術家アルブレヒト・デューラ　　　デューラーはここで「絵画芸術」と記しているが、それは実際には「造

一 （1471－1528）のグラフィック芸術の全貌を紹介し、彼の「芸術哲学」　　　形芸術」、「視覚芸術」と読み替えることが可能である．したがって当

とも言うべき独自の思想体系を浮き彫りにしようとしたものである。開　　　然、そこには版画も含まれる。そもそもデューラーの芸術において版

催にあたっては、メルボルン国立ヴィクトリア美術館の全面協力を得　　　　画は、絵画以上に重要だったと言える。図像を広く各地へと運び、後

ており、同館より借用した105点の作品が展示の中核となった。メル　　　世へも伝播させるその複製メディアの力に、デューラーほどn覚的

ボルン国立ヴィクトリア美術館は、イギリス人蒐集家トーマス・D．バ　　　　だった芸術家は、当時としてほかにはいなかったと言うべきだろう。

一 ロウ卿（1883－1964）が2度の大戦期をまたいで買い集めたデュー　　　　そのような版画という媒体において、デューラーはどのようにして「キ

ラー版画を1956年に一括して購入しており、その質の高いコレクシ　　　リストの受難i」を描き、いかに「人間の姿を死後の世に伝え」、さらに

ヨンは欧米でも広く知られている。また、本展ではベルリン国立版画　　　「大地、水面および星辰」をどう分析しつつ可視化したのか，3つの

素描館から3点の素描を借り受け、ともすれば単調なものになりかね　　　セクションに分類された計157点の出品作は、そうした問いを検証す

ない版画の世界に、文字どおり彩りを添える工夫も施した。そして、　　　るものだった。

これらに加える形で、国立西洋美術館が2010年までに蒐集してきた　　　　　展示の目玉となったのは、実に49枚もの木版画をつなぎ合わせて

デューラー版画49点も一堂に並べ、「宗教」「肖像」「自然」という3つ　　　構成された、高さ340・cmを超える大作《神聖ローマ皇帝マクシミリア

のセクションからなる本展は構成された。　　　　　　　　　　　　　　　ン1阯の凱旋門》（メルボルン国立ヴィクトリア美術館所蔵）である。

　生涯で2度にわたるイタリア旅行を経験し、故郷ドイツにルネサン　　　西洋版画史上で最大の規模を誇るこの作品は、デューラーの単独

ス芸術の成果をもち帰ったデューラーの名は、今日までのドイツ美術　　　作ではないが、マクシミリアン1世の庇護下で成、71したドイツ・ルネ

史に、ひときわ特権的なものとして刻まれている。それはこの画家が、　　　サンスの技芸と知性を結集してつくりあげられた一大モニュメントだ

いまだ文化的後進国の地位にけんじていた当時のドイツの状況に　　　　った。また、ベルリン国立版画素描館から借用した3点の素描を、い

変”tltを迫り、優れて多様かつ刷新的な芸術活動を繰り広げたため　　　ずれも各セクションの冒頭に配すことで、「宗教」「肖像」「自然」とい

にほかならない。たとえば、デューラーにとって「芸術（Kunst）」とは、　　　う個別のテーマへの効果的な導入として機能させた。他方、やはり

絵画や版画などの制作を意味したばかりでなく、それ自体で「理論」　　　と言うべきか、一般来場者の関心が高かったのは、デューラーの卓

や「知」といったものを指していた，、事実、第2次イタリア旅行（1505一　　　越した彫版技術であり、刷りが良質なメルボルンからのtl1，htl作品は

07年）から帰郷してのち、デューラーは『絵画論』と通称される未完　　　　もちろんのこと、国立西洋美術館が所蔵する《メレンコリア1》や《書

の芸術理論書を執筆し始める。本展が掲げた3つの鍵概念「宗教・　　　斎の聖ヒエロニムス》などの微細な線刻表現にも、改めて注目が集

肖像・自然」も、まさしくその著作の草稿に示されていたものにほか　　　　まることとなった。　　　　　　　　　　　　　　　（新藤淳）

ならない、、すなわち、デューラーは「芸術」が果たすべき使命、もしく

はそれがもつ意義について、次のように述べていたのである。　　　　　［カタログ］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監修：佐藤直樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集：佐藤直樹、新藤淳
　　「絵画芸術とは、教会に奉仕するものであり、それゆえキリストの　　　制作：大伸社

　　受難を描くものである。それはまた人間の姿を死後の世に伝え

るものである・大地・水面および星辰の1貝1定は緬によって提　1懸㌶忽慧’「艦’ヤマト゜ジスティクス

　　示されることで理解されやすくなる。」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　more　aw《u’いol　thc　p《｝wer　of　this　reproduction　media　that　anows

This　pxhibitioll　illtroduccd　tllc　graphk・works　of　Albrecht　D〔1rpr（147L　　　　　disp（・rsal　ol　al｜imag（・geographically　and　to　a　wider　audience，　and　to

1528）、the　great　Gerln《u】Renaissanc（・artist，　characterized　by　his川1ique　　　　convey　tll《）s（images　to　later　generatiolls．　How　did　DUrer　employ　this

phil《）sophy　th三）t　can　bc　cOtlSi（lcr　a’Lphi｜osol）hy　of　tl）e　artべTllrough　the　　　　　pril1【medillm　to　brcak　llew　g」　rot川（i　in　the　depiction　of　such　religious

wholch（artcd　co（）pc　ratioIl　of　the　National　Galk・ry　of　Vidori～L　　　　　sublects　as　thc・Passion　of　Christ？llow　did　he　use　the　portrait　genre　to

Melbollrnc，　this　exhibiti〔｝111（・ah．lred　a　cor（・group　ol　105　works　lent　by　　　　　conve｝・apers〈〕1ピs　physical　lorm　to　the　world　after　the　subjecピs　death？

the　NGV．　Sir　Tholnas　D．　Barlow（1883－19G4）asseml）le（’l　a　collectioll　ol　　　　At・t（1，　how　did　he　allalyz《and　visualize　the　facts　and　phenomena　of

l．川rur　pri川s（speciaUy（lurillg　th（interwar　period，　al“．1　thc　NGV　　　　　Ila川re’～This　exhil）itioi）expl（）1’（dthese　issues　through　its　I57　exhibits

l川r（’hasいd　th（、　elltir（groUl）ill　l｛）56．　The　high（ltialit）yr　of　the　NGV’s　D〔lrer　　　　　　arrallged　in　thr（ひse（・tions．

c〈川ection　is　recognized　worldwide．　This　exhibition　also　featured　three　　　　　　Or）cI　of　thd｜ighlights　ol　the　exhibiti（川was　the　Tr～umρhaム4rch　of

drawhlgs　lrom　the　Ktipferstichkabinett，　StaaUiche　Museen　zu　Berlin，　　　　1．1〃～ρ（・π♪ノ’M（i．x’〃1’↓〃〔～〃1，　created　ill　thc　m三lssive　size　of　340　cm　tall　from　a

which　added　a　drawillg　highlight　to　the　otherwis（soie］y　print　realnl　of　　　　　combirlation　of　49　woo（1（：uts．　This　work　boasts　the　largest　size　for　a

the　exhibition．　Thesc　borrowed　works　were　set　beside　the　entire　group　　　　smgle　work　ill　the　hlstory　of　Westerll　printmaking．　Not　only　was　it　a

of　49　D〔irer　prints　which　had　beell　collected　by　the　NMWA　up　through　　　　single－handed　work　by　DOrer，　it　also　was　a　major　monument　that

2010jn　a　three－1）art　structure　featuring　sections　on　Religi（）n，　Portraits　　　　combined　all　of　the　German　Renaissance　artisanal　ski！ls　and　knowledge

alld　Nature．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　established　ullder　Maximilian　rs　rule．　The　three　drawings　borrowed

　　D自rer　visited　ltaly　twice　during　his　lifetime　and　is　credited　with　　　　　from　the　Kupferstichkabinett，　Staatliche　Museen　zu　Berlin　were　featured

bril．lging　the　great　accomplishments　of　Italian　Renaissance　arts　back　to　　　　　at　the　beginning　of　each　of　the　three　sections．　Each　functioned　as　an

Germany．　lndeed，　his　name　ranks　in　an　especially　privileged　place　in　　　　effective　introduction　to　the　particular　theme　of　religion，　portraiture　or

the　history　of　German　art．　This　artist　transformed　the　situation　irl　　　　nature　The　general　visitor　to　the　exhibition　was　particularly　interested

Germany，　which　had　previously　contented　itself　with　its　role　as　a　　　　　in　DUrer’s　superb　printing　skills，　and　this　exhibition　refocused　attention

cultural　backwater，　and　brought　about　a　period　of　diverse　and　rich　and　　　　（）n　the　detailed　linear　carved　expression　of　the　NMWA’s　Melancho／～o

productive　cultural　activity．　For　DUrer，　art，　or　Kunst，　meant　not　only　the　　　　and∫’．〃ieronyrnus～ηhis　S’u（1y，　alollgside　the　superb　impressions　from

production　of　paintings　and　prints，　it　also　meant“theorジand　　　　the　NGVcollection．　　　　　　　　　　　　　　　（Atsushi　Shinfuli）
“ knowledge．”ln　fact，　after　returning　from　his　second　trip　to　Italy　in　l505－

07，DUrer　began　writing　a　treatise　on　art　theory　that　remains　unfinished　　　　　［Cata［09uel

and　i・c・mm・・ly　k・・w・asムeh・buch・d…Mar／・顧Manual・n　th・A・t・f　　Di・ect・d　by　N・・ki　S・t・

蒜繍蒜itl：1こ㌫濡、隠漂a：㌔＝　麟＝：器dAtsushiShinfuji

by　D芭・e・i・thi・t・xt　and　th・y　f・・m・d　the　c・・e・f　hi・a「ti・ti・phi［…phy・　　T・an・p・rt・ti・n・Qant・・Ai・w・y・，・J・p・・Ai・line・，　and　Y・m・t・L・gi・ti・・C・．，・Ltd．

　　DUrer　used　the　phrase“the　art　of　painting”in　his　thesis，　and　this　　　　　Installation　design：Tokyo　Studio

concept　can　be　actually　read　as“visual　arts．”This，　naturally，　includes

prints．　And　indeed　prints　can　be　said　to　have　occupied　a　greater　part　of

DUrer’s　arts　than　painting、　There　was　no　other　artist　of　his　day　who　was
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レンブラント光の探求闇の誘惑

Rembrandt：The　Quest　for　Chiaroscuro

会期：2011年3月12r］－6月12日（東H本大震災0）影響により、開幕を4Jj1211に延期）

主催．国立西洋美術館　日本テレビ放送網読・IL新聞社

入場者数’263，419人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

Duration：12March－12June，2011（［The　opening　was　postponed　until　l2ApriI，　because
of　the　Great　East　Japan　Earthquake，）

Number　of　Visiotrs：263，419

光と
闇と、

「レンブラント光の探求闇の誘惑」は、アムステルダムのレンブラン　　　ことが最大の理由であるが、やはり、絵画中心のこれまでの美術

トハイス美術館の協力のもと、レンブラントの版画に見られる幾つか　　　　史研究の体制や、たとえレンブラント版画展が開催されたとしても、

の根本的特質、すなわち、複数ステートの存在、異なる紙の使用、プ　　　レンブラントという大画家の名前に寄りかかった名品展で、その版

レートトーンの多用、未完成的表現などを、レンブラントの明暗表現　　　画の真の意味を問う機会がなかなか生まれなかったこれまでの展

という観点から総合的に再検討しようとしたものである。国立西洋美　　　　覧会のあり方にも原因はあったのかもしれない。

術館では、すでに、2003年に「レンブラントとレンブラン1・派：神話、聖　　　　この展覧会は、展覧会担当者（幸福輝）が学術振興会より得た科

書、物語」という展覧会を開催したが、これはレンブラントと同派を特　　　学研究費（海外学術調査）による研究を出発点としたものであった。

徴づける物語的主題の問題を、風景画、静物画、風俗画などの「非　　　　高度な専門性を追求する学術調査と、広く一般の方々へと発信され

物語画」が広く興隆した17世紀オランダ絵画全体の文脈において　　　る展覧会とは必ずしも重なり合うわけではないのだが、この展覧会

考察しようとしたものであった。主題の面からレンブラントを考察した　　　　はそのふたつがうまく結びついた稀なケースのひとつであったように

2003年のレンブラント展に対し、この度の展覧会は表現形式、あるい　　　思われる。

は、表現の特質という観点から考察したものであり、いわば、ふたつ　　　　なお、一般公開に先立つ本展の開会式のセレモニー当ll（3JJII

の展覧会は、全体として2部構成をなすものと考えることもできるだ　　　　日）、東日本大震災が発生した。そのため、2口後の13口に」定されて

ろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いた国際シンポジウムは中止され、また、その後、2週間にわたって

　展覧会は4つのセクションから構成された。最初のセクションの「黒　　　美術館は全面休館を余儀なくされた。災害が生じた際の美術館とし

い版画」では、レンブラントの夜景や暗い室内場面を描いた作品に　　　ての対応、新聞社やテレビ局という共催者の意向も考慮せざるを得

焦点をあて、当時の版画コレクターたちから「黒い版画」と称された　　　ない口本の展覧会事情などいろいろ考えさせられる局面もあった

レンブラントの黒い色調の版画の展開をたどった。ふたつ目のセク　　　が、大きな混乱もなく終えることができた，作品を貸し出し、また、災

ションは「淡い色の紙」で、そこではレンブラントの和紙刷り版画が多　　　　害発生以降も冷静な対応をしてくださった多くの美術館はじめ、多く

く展示され、レンブラントが異なる紙を使ったことの意味が探求され　　　の関係者のご理解とご努力に感謝したい。最後に、シンポジウムが

た。そして、次の「とても変わった技法」では、レンブラントの明暗表　　　巾止されたのは極めて残念なことだったが、その発表r定原稿をま

現の多様な表現が展示され、最後の「《3本の十字架》と《エッケ・ホ　　　とめた報告書が出版される予定であることを付、『しておきたい

モ（民衆に晒されるキリスト）》」では、このレンブラントの代表作2点　　　　（2012年3月刊行予定）v　　　　　　　　　　　　　（幸福輝）

の異なるヴァージョン（異なるステート、異なる紙）が合計9点出品さ

れ、一枚・枚がウニクム（単品）としての性格をもってもいたレンブラ　　　［カタログ］

ントの版画の意味が問・・直された・　　　　　霊：巖1㍊≡酬
　この展覧会の眼目は、なんといっても第ニセクションであり、そこ

ではレンブラントがその版画に使った和紙刷りの版画が多く展示　　　作品輸送・展・Jこ：目本通運

され、その美術史的意義が改めて検討され、文化交流的立場から　　　　会場設営凍京スタデオ⑭ξ示協力：紙舗1川

も大きな反響を呼んだ。従来、このテーマは和紙の研究者たちに

よって取り一Lげられることはあっても、日本のレンブラント研究者、あ

るいは、オランダ美術研究者の反応は鈍かった。なにより、国内に

レンブラントの和紙刷り版画作品がほとんど所蔵されていなかった
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　scholars　of　Rembrandt　and　Dutch　art　were［ess　interested　in　the　topic．

ThrOUgh　the　COOperatiOn　Of　the　RembralldthしliS　MUSeUm　in　AmSterdam，　　　　ThiS　diSinterest　ar（）Se　primari［y　beCaus．　e　Of　the　dearth　Of　Rembrandt

the　special　exhibition　Retn～）tてand’．’T／？e　Qu（～st／「or（］hi（コtて）s（’｛〃て）provided　　　　　　prints　on　JaPallese　paper　in　Japan．　Further，　the　painting．　－centric

an　opportunity　for　an　overall　re－examination　of　Rembrandビs　expression　　　　approach　of　art　historical　studies　meant　that　even　if　Rembrandt　print

of　light　and　shad（）w，　orchiaroscuro．　thr（）ugh　an　examinatioll　of　many　of　　　　exhibitions　were　held，　in　most　instances　they　simply　focused　on

the　ftiridainental　characteristics　of　the　Master’s　prints、　such　as　the　　　　　masterpiece　workss　rather　tha！コaspecific　theme。

existellcc（．）f　multiple　states、　the　use　of　ul．iusual　papers，　diversity　of　plate　　　　　　This　exhibition　began　with　a　research　grant　for　overseas　study　for　the

tolle　cm（．1　unfinig．　hed　expression．　The　NMWA　had　held　an　exhibiti（）n　il．l　　　　exhibition　cしlrator、　Akira　Kofuku、　h’om　the　Japan　S〔）ciety　for　the

2003c／｝ntitled　Rembralldt　and　the　R（1．nbralldt　Sch（）ol：The　BiL）le，　　　Promotion　of　Scielコce．　While　it　is　Ilot　always　the　case　that　highly

Mythology　and　Allcient　History、　which　explored　the　narrative　sllbjects　　　　specia｜ize（．l　scholarly　surveys　and　exhibitiolls　aimed　at　a　gel．ieral

depict（dby　Rembrandt　and　l】is　followers　in　the　Inidst　of　the“non－　　　　　audience　overlap，　th　Ls　exhibitioi）was　a　rare（：ase　that　provided　a

narrativピfocus　of　l　7th　century　Dutch　painting，　with　its　emphasis　oll　　　　　successfu川ink　bdween　tw（．）seemingly　disl）arate　aillns．

landscapes、　still－lifes　and　genre　scenes．　While　the　200：3　Rembran（．1t　　　　　The　ol）el1｜ing　ccremony　f（．）r　this　exhibitiol｜was　being　held　on　March

exhibition　was　theii）atic　ilコnature，　this　exhibiti（．）n　explored　his　depictioll　　　　llth　when　thc　Great　East　Japan　Earthquak〈struck．　As　a　result，　the

and　stylc．川other　words，　the　two　exhibitiol．）s　were　a　complementaly、　　　　intematiol．．ial　sylnp（．）sium　ol’igillally　schedしiled　for　March　l3th　was

two－part　explol’atiol．l　of　Rembral］dt　ill　his　entirety．　　　　　　　　　　　　　　　　callceled、　alld　the　exhibiti（：）ll　was　closed　for　two　weeks　as　part　of　the

　　This　exhibitioll　was　dMded　into　foursecti（）11s．　The　fil’st　section、“Thc　　　　　complete　cl（）sure　of　the　museum，　In　sl．）ite　of　the　issues　that　must　be

Black　Prints”，　focused　ol］Rembrandピs　night（．）r　dark　interior　scelles　　　　　　considered　regardiIlg　exhibition　condihons　ill　Japan，　such　as　the

kllown　by　c（．）］1ectors　of　the　day　as‘らblack　prillts”、　and　explored　the　　　　　resp（．）nse　of　museums　to　disasters　all（1　the　iptelltions　of　exhibition

developm（nt　of　his　expression　of　l：）lack　tones．　The　sec（．）lld　sectiol．1，　　　　0rganizers　such　as　Iコewspapers　and　l）roadcasters，　luckily　we　were　able

L‘ Half－t　i　1’）　t（C｝．　（／1　Paper”，　displayed　various　Rembrandt　prillts　made　or｜　　　　to　successfully　pl’esent　and　conclしide　this　exhibitiol〕without　any（．）ther

JaPallese　paper　and　considered　the　1コ’）eal）il’）90f　Rembrandt’s　use　ol　　　maj（．）r　disrupti（m．　We　would　like　to　express　our　gratitude　lor　the

unusual　palxlrs．　The　third　secti（：）n、“A　Most　Bizarre　Malmer”、　locused　on　　　　　understandillg　an（1　cooperation　pro、．・i（led　by　all　those　illV（・）｜vecl，

the　variety（）f　Rembrandゼs　expres　siot）of　light　and　shadow，　while　the　　　　　particularly　artwork　lenders　and　thc　many　lnuseums　and　others　who

final　sしcti《川“7’tt，o　Mastc）i’P｝イノlts，’7ソ～（・7ハlt’（1（・Cκノss（～s　atid　Cl～j’ist　Pi－（IS（J〃／（！d　　　　calmly　resPon（．1ed　to　the　emergellcy　situElti（）n．　Finally，　whne　it　is

’θ〃ie　1）e（／）1）1（・”、　presellted　a　total　of　nine　prillts　representing　differellt　　　　　extreme］yしII］fortul］｛lte　that　the　sYmp（）Sitlm　was　callceled，　the　various

states　alld　different　paper　tlg．　age　of　these　two　icom（・Reml）ralldt　prmts．　　　　papers　that　were　to　have　been　presel．1ted　at　that　symposium　are　being

This　preselltation　reconsidered　the　meanin9（）f　Rembralldピs　　　　　　collected　in　a　proceedillgs　v（．）lume　that　is　scheduled　f（）r　publication　in

ilnpressions　as　il．idis，sidual　works　of　art．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　March　2〔）12．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Akira　Kofuku）

　　The　true　highlight（．）f　this　exhibitiorl　was　the　secol．｜d　section’s　display

of　g．　evera］of　Rembrandt「s　l）rints　created　ol｜Japar｜ese　papel’and　the　re－　　　　　　［Cata｜09ue］

examinatioll　of　the　meaning　of　stlct）unusual　Pal）er　usage，　This　sublect　　　　　　Edited　by　Akira　Kofuku・NipPon　Television　Netw（）rk　CorPoration

。1，。r。、。n。t。d　g，e。tly　f，。m　th。　st。11c。。f　th。　c．ltur。1・i、t。，cha。9。　P「°（luced　by　ln）ex　Fine　A「t

betwec／ir］　Japar）　and　the　Nethe「lands・ln　the　past・　this　su　bject　has°111y　T，ansP。rt。・i、．）n、and　h。。dli。g、　Nipl、。n　E。pr，、，

bee・t・ke・・P　by・c｝1（）la・s・t・dyillg」・1・a・e・e　pape・・whil・Japane・e　　E・hibiti・n　d・・ign・T・ky・St・di・
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版画素描展示室
Prints　and　Drawings　Gallery

オノレ・ドーミエ版画展

　　　『カリカチュール』と初期の政治諏刺画

Honor6　Daumier：the　political　lithographs　from　La（］aricature

会期：2010年6月26n－9月511

主催：国立西洋美術館

Duration：26　June　一　5　September，2010

0rganizer：National　Museum　of　Western　Art

当館研究補助員であり宝塚大学大学院講師の大森弦史氏の企画　　　　With　the　assistance　of　Genji　Omori，　who　is　both　a　research　assistant　at

協力により、19世紀フランスを代表する諏刺版画家オノレ・ドーミエ　　　tle　NMWA　and　Iectu「e「at　Taka「；zuka　Unive「sity’．this　exhibition

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　displayed　401ithographs　by　Honore　Daumier，　the　ma〕or　lgth　century

のリトグラフ40点を展示した。七月王政期を代表する共和派系の新　　　　French　caricaturist．　La　Caricature，　a　Republican　illustrated　newspaper

聞「カリカチュール』では、．毎号に含まれる版画によって国王ルイ＝フ　　　durin9　the　Period　of　the　July　Monarchy，　published　prints　in　every　issue

イリップや政治家たちが執拗に調刺された。検閲の強化、それに伴　　　　that　we「e　a　bitin9§ati「e　of　the　kin9’Louis－PhiliPPg　and　the　Politicians

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　the　day．　Growlng　censorship　and　pumtive　flnes　mean杜hat　the

う罰金・裁判費用がかさみ、同誌はわずか5年で廃刊するが、デビ　　　publication　folded　after　only　five　years．　For　Daumier，　however，　who

ユー間もないドーミエにとっては、調刺画の大家としての地位を確立　　　aPPeared　in　the　PaPer　from　its　early　days，　it　was　a　splendid　platform　for

する酬の舞台となった・本展では・17・・点に及ぶ当館のドーミエ 　窯。膿ぽ：，忽託蕊，i蒜蒜蒜1：蒜濡1
のリトグラフ・コレクションより、『カリカチュール』に掲載された初期の　　　NMWA　collection，　focusing　on　the　political　caricature　from　his　early

政治覗刺画にi焦点をあて、作品を選択し紹介した。　　（大屋美那）　　　Period・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Mina　Oya）

オノレ・ドーミエ［1808－1879］　　　　　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

H…・re・・Daumi・・［18・8－1879］　　㍑㌫鷲糊；鑑　　　灘慧蕊蹴㌔、》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2000＿0060　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

《サ〈ト・ペラジーの思い川》　　　・・1・・il47（・／・）・T・b・・6　　　　1＝二膿惚語～＝＝

1834年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lith・g・aph
リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2000－0082

Mp∫ηo／y　o／∫re停／agie　　　　　　　　　　　　《1830年と1833年》　　　　　　　　　　　　　Delteil　86（i／i）；T°bu　1”24

1834　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『カリカチュール』145号、1833年8月1511

Lithograph　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

＝　1　ll…）・一・14　　　麗＝31＿球，183、，　　9説：蹴認1ら1ほら1’”おい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『カリカチュール』212号、1834年11月2711
2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2000－0066　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ

乃eM8／7rmロγe　　　　　　　　　　　　　　　　《過去一現在一未来》　　　　　　　　　　　　　Lith・graph
L・・Caricatttre，　n・．69．，23　F・b・uaiy　18：32　　　　　rカリカチュ→レ』166．号、1834イ1・ll」911　　　　　G・2000≡0094．

Lithograph　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Deltei］97（i／i）；Tobu　l’35

G．2000－0055

D。｜，。il・．41（i／i）、　T。b。1．3　　　　　　　乃・ρ9・τ批ρ陀…τ乃・血伽・・　　　　10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（：綴際n°’　166’　9　Janua　「y　1834　　　《ラフ。イエ。トはくたばった1…ざまあみろ》

3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．20000071　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『月1：IJリトグラフ協会』、1834年5月

《1831年の仮．面たち》　　　　　　　　　　　　　　　Delteil　76（i／ii？）；T・bu　l－15　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ

『≡チュール』71号・1832《1訓811　　　　　　　　　　　　　　　　D…軌L・卿・rr・∫肋ρρ・・／0／・1尺・〃・tv
リトクラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　’Assひ（’i（ltiOtl　Metisuet／e，　May　l　83．1

Mas々s　of　1831　　　　　　　　　　　　　　《中国のへんな人形（シャルル・フィリポン氏　　　　Lith。graph
LθC‘脈・‘1〃挺，no．71，　8　March　1832　　　　　　　　　　の収蔵品から）》　　　　　　　　　　　　　　　G・｜994＾0016

Lith。9，。Ph　　　　　　　　　　rカリカチュ＿，』199号、1、83til年8）」28H　　　　　Delteil　134
G．20〔〕0－0056　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトク“ラフ

Delteiレ12（i／i）；Tobu　I4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll

、　　　　㌔撒i聯㌶輌　跳瓢蕊1悉㌶おな
《ああ1ひい！…ああ1ひい1ああ1ひい1…》　　　　Lithograph　　　　　　　　　　　　　　　　　　『カリカチユール』67泓1832年211911
『カリカチュール』89号、1832年7月19日　　　　　　　　　　　G・2000－007g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Delteil　83（i／i）；Tobu｜－21

2・1
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G．2（M｝o－oo53

1　）〔｝11（・il　　1〔［　｛　i／ii　［：　「1■〔　）｜，l l　l・2

12

　シャラントン（‡llj神り丙院｝（ノ）内閣1政界（力狂

人たちのさまざまな偏狂ぶり］　li／・

カリカ・∫‘t－・ル　S：｛り『．18：S2“：5月3111

リトク・）一ノ、r・彩色

ルli，　iist（’t’i（t！Cんf∫’イ・〃’イ，〃，’1万〃1・1’（」〃／

〃〃川o〃’θ〃i（ts‘，／’ ρ（♪〃〃（’θ／〃κ／〔／lil（・〃

1，θ（シ〃∫ピθ’〃ハ・，no．8：｛．：llMayl832

Li川09raPh、hi川d－coiOrい《1

（；．2〔｝り〔レOO58

Dxh［teiト1・｜（ii川｝；T〔〕1）1］1－5

13

《ペトーEの宮廷》

．カリカチコー一ル］194U’、1832fド8月21311

リトグラフ、r：彩色

7ソ～ρCourt　o／－King　Pe　ta　ud

ノ’θ（’ari（’atut’（・，　Tlo．94，23　August｜8：12　　　　　　　　　　　　　　　＜Cele／）1’itie∫of　C〔lt’iC（1tt〃・（）＞t－P／tfR／，i．S’（　’IE　　　　　　　　　　　7》～（）〃（）riOtltls’‘）／「〃～（・Ii）（〃～〃，〔，o，i

Litho9「al）h・htmd－（：olorcrd　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　La（．ヒ〃イαノ〃〃p、　Il〈｝．127，　l　l　April　181S［3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L（l　C’（li’i（’clttlt’cj，　no．207，21S（■）ct‘〕ber　1834

G2°°°会゜061．　－　　　　　　　Lith・9・・Ph．h・1・1（t－〈”・1・red　　　　　　　Uth（）9・al・h
［）elk、il49（ii／iii｝；　Iobu　I－t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．200C）－Ol40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〕．2｛〕00－（）089

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　De／teil　51（i／i）：Tol」u　l－76　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Delteil92｛i／i）；T《）bu　L30

14

《［r’カリカチュアの名1：たち』：シャルル・ド・　　　　19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24

ラム…》　　　　　　　　　　　　　　　　　《『金で買えん議会』：アルレペール氏》　　　　　《勝利者》
1．カリカチュール」781」’、1832《ド4月26日　　　　　　　　　「カリカチュール」135り’、1833イド6月5日　　　　　　　　　『カリカチュール」215　U’、1834イ1二12月1811

リトグラフ、r一彩色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ

＜Ce／ebノゴties　of　Caxicature＞一一（］H．　DEムAM＿　　　　　　　　　＜The．　Uncon’uρte（∫Cノ～〔Jmわer＞一一ル7r　　　　　　　　　　　　　　The　Triumρ／1（！r

La　Cclt・iccl’どlt’cコ，　no．78，26　Aprn　l832　　　　　　　　　　　　　　　　　ARLERン1〃？E．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　La　CCIt’i（∫a’～〃’e，　llo．215，18De（：ember　l834

Lithograph，hand－colored　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lct　C（／〃（’atttl’e，1コo．135、5June　l833　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Uthograph

G2000－〔．｝1：36　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lith⊂）graph　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2000－〔〕096

Delteil　43（i／i）lTol）u　l－72　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．200（．）－Ol45　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Delteil　99〔ii／ii）：1’obu　L37

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Delteil　55（i／i）：T《）bu　l－80

15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25
《『カリカチュアの7，1；たち』：デュプ…》　　　　　20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《誘惑》
1［カリカチ：・．一ル、・851」・、1832fl：〔1）jl川　　　　　　　　　《ロワイエ＝コル…氏》　　　　　　　　　　　　rカリカチコ、一ルi217：」・、1835f卜1月lll

リトグラフ、r・彩色　　　　　　　　　　　　　　　　　　「カリカチュール［142り・」833年8112211　　　　　　　　　リトグラフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ
＜Ce／eわt’itiρs　ot’　Caxi（r（Itur（？＞t－DUP．．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Ten～ρtCltioノ’

1．a（w〃（’（ttLlt’（｝，　llo．85，1・1　June　l832　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルh’ノ？O　YER－COL．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　La　C〈7t－i（’（ltttt’（・，　Tlo，217、1」anuarv　1835

Lithograph．hand－co【ore〈l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　La　C（11－i（’（tttll’（・．　no，1・’12、22　August　1833　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph

G．2000－0137　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithog．　raph　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G20〔｝｛）－0099

Ddtciレ15〔i／i）：T（｝bu　I－73　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2000－OI57　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Deltei］101（i／ii）：T（）bu　l－139

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DelteilG8（i／i）；「lk）bu］－89

16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26
《「カリカチュアの名」：たち』：スー…》　　　　　　21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《首かせ》
『カリカチュール』86り・、1832年6112811　　　　　　　　　　《ケラトル氏》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「カリカチュール．ぼ19り・、1835年1月1511

リトグラフ、r一彩色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「カリカチュール11501」、183：3年9月19日　　　　　　　　　　　リトグラフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ
＜Cρ／ebrit／（～s　ot’　Cat’i（’o’ure＞：50U，，．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　η］e　lro／7ω〃（≦ω：

t，（i（V∫∬（’（tttlt’f・，　no．86，28　June　l832　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルfl’KE）［｛71TR．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　La　C（11－i（・clt，1rc’，　no．219、15Jal1Llar’N・1835

Lith《｝gl’aph、hand－co10red　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zえ1　C（1，’i（・（lt～〃℃．1］‘）．150、19Septernber　l833　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograpl〕

G，20（）O－Olll8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．200〔）－OlO5

Ddtcil　46（i／i｝：Tobu　l－74　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G20（）0・0159　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　De／teil　IO5〔i／i）：T‘）bu　1－li3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Delteil　70（iViii？）：Toi川1－91

17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27
《『カリカチュアの名1：たち』：ダルグ…》　　　　　22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《、Z法府の腹「1834年の金では買えん議会

「カリカチユール192り’・1832年811811　　　　　　　　　《ギズ…氏》　　　　　　　　　　　　　　　　　の、大臣席の眺め」》

リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘」』カリカチュール、1621膓’・1833年12111311　　　　　　　　　11　JJ　1：ilリトグラフ協会』、1834年1月

．C。／ebr’iti。s。f’、C。t’i。atut－e＞r　D　’ARG．．．　　　リトグラフ　　　　　　　　　リトグラ・

L・（；（it’i（’（tttlt’（・n・）・92・8A・gust　183L’ 　　　　　〈t／f，・．9L／／Z…　、　　　　　　　The　Legistative　Stoinach：　Vieω・fthe
l：ith°9「aPh　　　　　　　　　　Lf，（1「・1’i・’（ltul’C’・　1コ・・1〔IL’・　13　Decembe・18：33　　　　n？inisterial　bet7ches・〃ノ］e・unc・n’uρted
G．L）OOO－0139　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograpfii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Chamber　of　1834

De］tei］・18（i／i）：Tobしl　l－75　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・L？O〔HO・0161　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lン1sso（・iatiortルf（・iistl（・〃e，　Jdnuarv　l834

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D・lteil　7il　（i／b・”「ol・・1－Y3　　　　　　　　Lith・9・E・1・h　　　　〆

18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2000－0118

《『カリカチュアの名1：たち』：ペール＝シー　　　　23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Deltei］　131（i／i）；T°｝）u　1－5tt

（0）こぎり親父）》　　　　　　　　　　　　　　　《パンテオンの栄誉》
『カリカチュ＿ル』1　27　）J’、183：3年41」11H　　　　　　　　　『カリカチュール1207り・、183・4年101］2311　　　　　　　　　28

リトグラフ、彬色　　　　　　　　　　　　　　　リ1’グラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　《えっ！あんたプレス（新聞）を相手取ろうだ

25



って！！》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翫〃IC（）’s　s／tlt／lh（lt’　　　　　　　　　　　　　　　G．2000－〔111・l
rカリカチュールll52り・、1833fl・10113｜l　　　　　La　Cari・・aim…　no・　19f／）・　：）8　ALig，ust　181’，・1　　　　　De．lt（iil　1｜9（ii／ii）；T・b・1←52

リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Litho9「aph

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G20〔）．（1）’oo80，、　　　　　　　　　39

竺認＝㍗、忽忽6，6〃e∬∫／　　Delte．i1　8・’1（i／i）；　rl°bu　1－L）2　　　　《トラ・ス・ナン伽8…剛1511》

㌫蒜；9　　　　　　1・3　　　　　　　　［i1；㍑㌧グラフ協会「’　18i’‘1　fl　：．7）1
Delteil　71（i／i）：TobしI　I－13　　　　　　　　　　　　　《こいつは釈放してやってもいいだろう！もう　　　　　　　　　　．　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　危険はない》　　　　　　　　　　　　　　　　Rue　Ti’at？s〃ωκ∫〃’㌦5Aρぱ1，嚇1

i‡ず潟、f、L、次1＿オ、から涜腸》　・罐1　°1　’」’・　1813・，1　｛1：－9JJI1［1　繍㌘蹴〒Julyl831

rカ1」カチュ→レコ61り’、1833《1・121j51【　　　　　Tl～at　man　t／？ere・c・n・be・Set・fi’ee，／］e云sη・　　　D・lkil　l35（i／i）

リトグラフ、壬彩色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　longer　dangerous．
　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　La　C（ll・i（’cltltl’（，，　1’］o・201，11Septemb（r1834　　　　　　　　　　　　　　40

艦瓢蒜脚卿「ら鯉　　　忠；～識，　　　　　　《こli・Lじ品おれたちも殺されたか・・があ
La　Caricature，　Ti・．161、5December　l8：33　　　　　　　De　lteil　8r）（i／i）；Tobu　l－23　　　　　　　　　　　　　るってもんだ！》

Lithograph．　halコd－colored　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［1カリカチュール』251）」’、1835年8月2711

；忽漂、、T。b。、1」　　　　　・34　　　　　　　　リトグラフ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《現代のガリレオ「それでも彼女は進む」》　　　　It　was　indeed　Lvorth　the　troub／e（）f　having　us

ii，1，，川［＿に対する屹熔1乏酬》　㍑ユール・，1　2°9号’1834イ1三111」611　麗翫・・251，　27　August　1813tt

l「カリカチュール［193　U・、1834年71Jl7日　　　　　　　　　Modern　Ga／ilee：　And　so　she　goes　on。　　　　　　　G200〔｝－0117

リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　La　C〔〃永’σ々刀ぞ，　n（）．209，6November　1834　　　　　　　　　　Delten　l30（i／i）；Tobu　I－54

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph

”0ηesf　J’e（Tomρense／～）r（）bediei7t　e／ectors．　　　　　　　　G2000－0090

La（Jat’i（・（lttll’（’）、　no．　19ilt　17」llly　1834　　　　　　　　　　　　　　　　　De｜teil93（ii／ii）：T（）bu　l－31

Lithogrdph
（r］．2000－oo7（．i

Deltei］80（i／i）；Tobu　I．18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《アテナイの人々よ、フィリップに注意しなさ

31　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い！》
《鯉あ油る眠たち911｝jを行く》　　1緋；ユール』218…｝S－，　1835　・｛1：・　IJ］8［　1

：1カリカチ．－1－一ル［1197膓」’、1831年81Jl411

リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Athenians，　beωare　O／　Ph　iliρρe！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　La　C‘〃’ic’（7～正〃ぞ，1コo．218、8Januaiy　l835

・／・　tt　rn・ely・m・ng”1・・eager　p・ρ・1・ce　　　　Lith（）9，、ph　　　〆
La　C（1t－i（’（lttlt’（），　Tlo・197・14　August　1834　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G200（）－OIOO

Litll・graPl）　　　　　　　　　　　　D。lt。i1102（ii／ii）；T。bu　lqo
G2000－0078
De］teil82（i／i）；T（）bu　l－20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36

32　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《君の家来の卑しきチビさんから受けたま
《フランスの休息》　　　　　　　　　　　　　　え・君の誕生Uにふたつのささやかな花束
ヵ1」ヵチ．－1．＿ル1199　U・、183、1年81J2811　　　　　　　　をその忠誠がきっと君を飾ってくれるだろ

リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　うお気に召すこと請け合い全部フランス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人民の川費だもの》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カリカチュール．；　234　）」’、1835f卜・lll30日

リトグラフ

肋1ηyo川コ醐わle〃ttle　sqL〃ts／Receiθe，
θノ～yO‘Ir　bil－tノ？0「av，　／　TLVO　4’pes　O／’わ（）U（］uet　／

♪bγ’カeoρ（～η～ng　O∫　tvhicノ？ρreρal＜e　younse／f，／

η～eγω～〃ρ／（～ase　yOU，わecause〃le　i「｝てench

ρ（～Oρle／∠llone　have／7？et　a〃t／le　eXI）enses．

La（：’ari（てコtur（？，　no．234、30　APril　l835

Lithograph

G．2000－0111

L）elteil　I　14（ii／ii）；Tobu　1“19

：37

《被告人の発言する番です釈明しなさい
自由なのですから！》

カリカチコ．一）レ：236’〆、1835｛「5月14日

リトグラフ

＿γ1川ノiat）e　the　ffo〔）’：ぴρ／〔加yα〃se／tl　you

ar？f笛ee　tθdo　SO／

1，（1Cθri（て～’｛〃’e、　no．2：36，14　May　1835

Lithograph

G2000－0112
1）elteil　ll6（i／j）：Tobu　l－50

38

《けしからん！なんて忌ま忌ましい光景なんだ》

「カリカチコー一ル12411；’、｜835年Glll8日

リトグラフ

ル！yGod！What　a（ガ∫91∫∫7∬留（ノiSl）　t（IY．

La　C’Clri〈’（ltllrc），　rlo．241、18」Une　18i35

LithograPh

26



19川：紀フランス版画の闇と）t

Lightand　Dark1｜ess　in　lgth　Ck・intUtT．Y　Frellch　Prints

∫ミIUj：201｛｝イ「9Jj1811．－11月2811

日㍑：iiC［、’晒1’ぱ術館

DUra！ioll：18SCI）telnber－28　Novembet’2010
0rgallizいr：National　Mllscmn　ofWcstcl‘11　Art

’li角’i所蔵（ノ）19111：紀フランス版lllliから、シャルル・メリヨン、ロドルフ・　　　　Thisいxhibilioll　leahlrcd　forty　19th　c（i］1tury　French　prints　frorn　the

ブレダンを・1・，C、として、フェリ・，クス・ブラ。クモン、オディ・ン・ル1・ン　NMW．A　cL°］lecti°IL，1（lcusin9°n　Ctia「kes　Mery°n　and　R°d°lphe　B「esdin・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　in〈；ltt（litlg　l♪（！1ix　Bl’ac（luelllolld　alld⊂）di］on　Redon．　Meryor）

の作1｜lltlを含め、40点を展示したメリヨンは、急速に近代化されてい　　　　persistelltly　sollght　ollt（1［1（i　depicted　tl）（，　ancient　neighborhoo（is，　Seine

くバリにあって、lliきよき街の姿をセーヌ河111’liや路地に見出し、執拗　　　　riverbanks　an（l　fo〔｝tpaths　of　Paris、　a　rapidly　moclermzing　city　during　that

に描いていくその作品は詩人で批評家0）ボードレールのHに留　　　　Pe「iod’Hls　wo「ks　caughUhe　ey〔（）f　the　Poet≡；「itic　Baudelai「e　aild　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　painters　like　Bracquemond，　who　sollght　to　revlve　the　etching　inedium．

まり、またブラックモンなどエッチングの復興を目指す［llii家たちによ　　　　Bres、din　create（1　densely　worked　spaces　of　woods　and　inarshes　peopled

って高い評fllliを得た、、またブレダンは、森や沼地にうごめく人や動　　　　with　figures，　aniinals，　insects　and　more．　Redoll，　the　Symbolist　I）ainter，

物、昆虫などを濃密な空間に描いた．深い黒を用い、幻想i’1〈jな版　　　　c「9ated　l『yste「i°us　P「iJ）ts　iP　da「k　black　t°licis’having　o「iginally　stu〔lie（l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　prlntmakmg　un（ler　Bresdin，　The　e．xhibitioii　it］ti“oduced　viewers　to　a

plliを制作した象徴1三義の画家ルドンは、ブレダンから版画技法を　　　mysterious　world　frolT｜the　lgth　celltury、　cxpressed　in　the　finely

学んでいる4人の版画を通じて、闇と光の表現が織りなす19・Ill：紀　　　　intelw（）ven　dai’kness　an（I　Ught．　made　p（・ssiblc　by　the　prillt　lnedium．

の幻想lll：界を紹介した、、　　　　　　　　　　　　　（大屋※那）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Mil’la　OyEl）

シャルル・メリヨン［1821－1868］　　　　　　　　　　エッチング　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　《ノートル＝ダム、日完の1；i［廊》

「パ1励ll鵬，ili』　　　　　　　24，7×13Cm　qlllN’）　　　　　　　185・　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Toure／／e　Rue（de　la　Tixe’rcinderie　　　　　　　　　　エッチン久エングレーヴtング
Charles　Meryon［1821－1868］　　　　　　　　　　　　c．1852　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27．5×16．2　cm（1由卜1，）；28．3×175　cm（版、j．）

《吸1flL！AL》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21・・）×1（・・2　crn（im・g・）：28・3×17・：・cm（platc〕

麗、久，ラ，ポ，。，≡イ。久薄、納）　5　　　　　　＝》1；1）1・m・・…一）2・（・v・V・

紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《サン＝テティエンヌ＝デュ＝モン》
L）O．2×132cm（片反・jつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1852イドヒ頁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

1昆轡　　　　　蒜㌫瓢；；ント’シン’コレ　　㌫総
Etchil19，（hyPoil］t　alld　brOWIl　ink　on　S」reei］ish　Pal）er　　　　Saint－Etient～e．（／～1．Mor7t　　　　　　　　　　　　　　エッチン久ドライホイント

20．2×li3．2（一’1］）（pl三lte）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c．1852　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16．7×16．3　cm〔［［1｜i・」’｝

；諾　㍑1°

　　　　繍烈1當1…11t3　　㌫濫1・／
・　　　　　　　　・elt・・・…S・hne・d－・・25・・V・VII・　　　㌣；1；｝！、ll、烈1搭、’ll；1，

《ル・プティ・ボン》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2009－OOIO
l850年　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　Delt・il　3：｛1S・hn・id・rmil・ISO（＞ll／XD
エッチング、エングレーヴィン久薄緑色θ）紙　　　　　　　　《ノートルニダムの揚水機》

2G．2×18．9c｜n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1852f卜↓ソ」：壬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

1s，s　（？tit　p（．’　　　　；1《；㍍・・rl・、174・253・・uv・　・1’・　1、㍍bレ＝刷院U’後陣》

；ぽ㍑烈ng・9…sh　pape「　　　樵㌃；忽・保Dσm・　　　　認二㍍㌶：㌶1，了1蒜1
；；　　㌫一一12・）（・V・・X・　　！i：il㌶　1忽17－一・）1・te・　㌫・’de　de　N（’）tt？－D・〃・・

3　　　　　　　　D…“・1・S・hne・der－2・（・Hl／X・　　　『㍑翼〕ぎll書liill愁1言：烈，．9、。（P，。，。，

《ILS川塔》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・200～）1）Ol1　　－
1852年以降　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Delteil38；Sclmいi〔h［’man’li，（lv／IX）

エッチン久エングレーヴィン久シン・コレ　　　　　　　　《ボン・ノートル＝ダムのアーチ》
24．7×18．5cm（lt“卜」’）1262×18．6　cln【汁反・」’）　　　　　　　　　　　　　　1853《卜膓り、1；爺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll

繍1，駕！⌒　　　　㌫《；濡：㍑：．1・195…・劇　　㌶，市σ繊
Et・hi・9、　e・9…i・9J　and　chine　c；・116　　　　　　L・・Arche　du　Poiit　IVottJe－Dame　　　　　　エッチンク
2L7×18．tt　cm（ima9し）：2〔i．2　x　18．｛S　cm（plate）　　　　　　　　　　　　1853　and　later　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1：3・8×112cm（1川1・j’）

蒜撚h・e・d…一・2・・VI／X・　　漂、1贈　㌫，1．ltt．1。1，．5c。，pl、t．）　鴛・ミ・・ψ・〃（1・ies　d・／・W／…〃富

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・2（）09’OOO8　　　　　　　　　　　Et、r、i・9

4　　　　　　　　　　　　　D・lt・il　25・Sd1・d・lc）rma・28（IV／VID　　　　　　13．8・112・m（im・9・つ

《テ・クセラ・ドリ街の小塔》　　　　　　　　　　　　　6＝1）、li。hn。、d。，、ll。ll、、（IV、V，

2一



12

シャルル・メリヨン

《エコール・ド・メドシヌ街22番地の小塔》

1861年以降

エッチン久ドライポイント、シン・コレ

17．9×10．2cm（画寸）；21．2×13．2　cm（版・」’）

Charles　Meryon
Toure〃e，　Rue　de　1　’Eco／（～duル7εdec加e，22

1861and　later
Etching，　d巧’point　ar｜d　chine　c（）11C－

17．9×102cm（image）；212×132　cm（plate）
G．2009－00ユ8

Delteil　41；Schneiderman　72（XIV／XIV）

13

シャルル・メリヨン

《アンリ4世校、あるいはナポレオン高等学

校》

1863－64｛王

エッチング

22．9×41．8cm（1両・」つ；29．8×48．4　cm（Ilsc・」つ

Charles　Meryon
C（，II∂ge　Henri　IV　ou∠wc（三e〈laρole’on　　　　　　　　　　　　　I867イト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21

1863：64　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロドルフ・ブレダン
；設1、、。m（imag，）、2，．、。48．、，。，pl。t。）　　57・1・44…m・・1・i・S’）　　　　　《森のなかの小川》

G，2009－0021　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rodolphe　Bresdin　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l880年

Delteil43；Schneiderman　91（X／XID　　　　　　　　　　　Le　BOn　SOmarit（ln　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1867　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18×25cmq山ト」つ

1，4。ル・レ・メリヨン　　　霞：淵：ξ…mage・　　　麗麗1蒜。is

《海軍省》　　　　　　　　　　　　Va。　G。lder　100　　　　　　　　　　　1880
1865イトtJ’i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Et（：hiT］g

エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18×25Cm（image）
14・・1・・mq・1・i・J’・・1・・9・14・・…版・J・・ 　　皆ドルフ．ブレダン　　　　9㍑忽5（1／D
Charles　Meryon　　　　　　　　　　　　　　《蝶と沼》
Loルfin　istre（ゴe　10ルfと7riη（ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1868イド

c’18G5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ、シン・コレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22

Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l8×ILICnハqllll寸｝　　　　　　　　　　　　　　　ロドルフ・ブレダン
14．3×111cm（image）116、9×14．7　cm（plate）

G．2・・9－・・22　　　　　　　　R。d，）lph，　B・e，di・　　　　　　　《枝》
D・1t・il45・S・hrl・i・］・rrnari　94（VIVII）　　　　　L・PCIρi〃・n　et　Z・M・・e　　　　　　　エッチ1．7’Lシン1コレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1868　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．5×6．9cm（1川い」っ

言ド・レフ・ブ・ダ・［1822．1885｜　　憲㌶畷ご　　　；2＝「esdin
《イポリッド・ド・ティエリー＝ファルタン作「寓　　　　Vai’］　Gelder　124（1川1）　　　　　　　　　　　　　Etching　tn1（l　chille　coll6

話と物語」のための扉絵》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105×6’9cm（image）
　＿　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2009－0027

11・i：1；li・・　　　　　；ドルフ．ブレダン　　　　Va・G・ld・・146・／1）
24×19．7Cln
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《沼地の背後の村々》　　　　　　　　　　　　23

Rodolphe　Bresdin［1822－1885］　　　　　　　　1878年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フェリックス・ブラックモン［1833＿1914］

儒㍑㍑㍑頑伽αノ17「es＞de　l；ト1忽蒜；（，　　　　《も⑰
1871S　tt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18541「

Lithograpll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rodolphe　Bresdin　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

24・19．7・m　　　　　　　　　L・・Vi〃・∫D・屹…／・吻ゼ・・8・　　　　　26・9×19・8・m（版’］つ

ぽ）1｛：；lllll22　　　　　Li，Z￥、9，aphand。hme、。IIC）　　　　F61i・B・acquem・・d［18・33－1914］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19」・15．6Cm（imag。）　　　　　　　竺伽ρ・S

皆ドルフ．ブ、ダン　　　罐㌫・A・・1／111）　　　欝1＿＿）

《死の・～・劇》　　　　　　　2。　　　　　　　　　G2〔1°：3－°°2°

ll鵬〔3馴　　　　　　 ・ドルフ・ブレダン　　　　　24
21．8×　15．2　cm　（［山卜］・）　　　　　　　　　　　　　　《魔法の家》　　　　　　　　　　　　　　　　　フェリックス・ブラックモン

R。d。lphe　B，e、di，　　　　　lll夢1；。、、。．コレ　　　　　《かもめ》
L・（’・rne’die　de　la　M・r’t　　　　　　　l7．2。24．3。m　q，・li、j’）　　　　　　　　エッチング
1861　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45，3×27，1c【n

i1》灘｝：罪・lm・ge・　　‡聯蒜任　　；罐農・m・・d

…ier84 　　　襯㍉惣ll6　　繍　㍗
17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Var］Gelder　l35（1／1）

ロドルフ・ブレダン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25～30

《善きサマリア人》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フェリックス・ブラックモン

28



ll’ラ・フ・a．ンテーヌの寓lil㌃．1　　　　　　　　　　　　　　の1偶、兵隊（ノ）姿、後ろ足で、’ノ1っ　：頭（ノ）1’1い　　　　　Et　t（）llt（・s　sot’t（，．s（／（，　i）（3t（．s　e伽（）yabies

l8H6年出版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬に曳かれた戦ili：》　　　　　　　　　　　　　　s〃卿ssρ〃’

。・一・吋ンク　　　　　　　　　　　　29，1・2｛）．SCtn　　　　　　　　　　　：1｜2×22・4Cl・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．lf）9P－O〔｝｜6

f：（’lixBrEtc（lttc・m《｝nd　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一一．〔Wfノ／，or（／ttll（・〃〔1（／tl（・〈／’（？（lu，（・〃Sllit’（，　llri（・　　　　　　　　）vki11（’riogl

＜∫”ahl（Js　（／（・L（，ノ・’（）tltaill（）＞　　　　　　　　1）1’・Stitt’e’（・，　／（・（’（）i〃（／‘t〃1／（・t〃1）／（・，　tl〃（J／ぼ∫〃x・ζ1ρ

P・1・li・lwd　in　ISS“　　　　　　　　　　so／・／1’t・　tt〃・’ノllll・・（tt・1）（’1／・’tl・x’・’／～・’1・’（ltl・Y／，／lm（1s　　isg

Et（’liitLg 　　　　　　　忽㍑（㍗・　　　　　　姪る所にII・’1／／tが燃えさかる》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G，1999．oo〔19　　　　　　　　　　　　　　　2（）．・1×15、8　cm
25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mdlいri《）8．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

《猿と猫・ギ・…一ヴ・モ・－u・原・恥　　　　　　　　　　　；『；’黒㍑ρ〃酬ρ∫〆励゜tent．

3・・1×2・・4・mqlh卜川　　　　　　　　　32　　　　　　　　　　　　G．1999，0017
1，（・凡旭（・（・〃（・（．’ll（lt　（〔ノ’（∫ρt’i）s（G’ttstat）e　　　　　　　《それは：つの翼のドにしつの大罪を抱え　　　　　Mdk‘「i°92

Moreatt）　　　　　　　　　　　　　　　　　　た悪魔である》
iSO’1×2｛｝’4　cln〔i：11dgu）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2L）　，5×20　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40

1、1°°1’°e°2　　　議㍑；聯一一撫｜㌫蒜5　に’イエ

繍㍑）　スターヴ’モ゜91＝；　　　灘罐＝ε鯉
ム・IS・nge・f’un〃al）itant　du　Mug・／・（d’・P・es　　3：3　　　　　　　　　　G・lggr°°Ls
Gtistoveルfo　reau）　　　　　　　　　　　　　　　《…そして空から舞い降りてきた・A羽の．大き　　　　Melle「1°93

27・6×2L7Cin（imagtt　）　　　　　　　　　　　　　な鳥が、彼女の髪の頂きに襲いかかる…》
G，L）OOI－OOOII　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19×16cm

27　　　　　　　蒜ζ識㌫認蒜㌃雲；d乏1de／
《恋するライオン（ギュスターヴ・モローの原　　　　chevelure．．．

1山D》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19×16cm

26．9×19．8Cmq由トj’）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G1999－001｜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mellerio　86

Le　Lion　AmoureUX　（d　’aρres　Gustave

㍑恕、m、、。。g，）　　　　34
G．2001－0004　　　　　　　　　　　　　　　　《彼は青ilillの壼を持ち上げる》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27．4×19．6cm

28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃hausse／e　vase〔ゴ・airain．

《不和の女神（ギュスターヴ・モローの原　　　　　27．4×19．6cm

l由D》　　　　　　　　　　　　　G・1999－OO12
26．2・21，m（1由ト」・）　　　　　　　　　M・11・・i・87

La∠）iscorde（d’aρr巳s　Gustaveルた）reau）　　　　　　　　　　　35

㍑；蒜（image）　　　　　　《そ7、か漁の体に人間の頭を持った奇妙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なものが現れる》

29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27．5×17cm

《、1・1運の女神を追う男と寝て待つ男（ギュス　　　　Ensuite　parait　un　e－tre　singui／ier，　ayant　utie

ターヴ・モローの原画）》　　　　　　　　　　　te“te　d’homme　sue　un　corps　de　poisson・

31．9。20．2　ct。（1111い1つ　　　　　　　　　27・5×17・m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1999－0013

ム’HOtnme　Qui　Court　aρres／o　Fortune　et　　　　　　　　Mellerio　88

Ceんli　Qu〃’A’tend　dans　SOノ～〃t（と∫’aρr｝S

Gustaveル10reaLり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36

≧蒜，；：m（image）　　　　　《それは鰍の冠を被った死の頭部である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それは真珠貝の白さを持つ女の胴体に君臨

30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　している》

《蛇の頭と尾（ギュスターヴ・モ・一の原　　29・6×21・3cm

lll｛D》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C’（ヲst　une’e～εdeη〕0〃，　ooec　une　cOα〃）ηノ～e

29．4・20、、。（画O　　　　　　　　　　de・roses．　Eile　domine　un　torse　de　femme
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d’une　blancheur　nacre’e．

La　7菅’e　et　ia　Queue　du　Serpent↓とf’aρres　　　　　　　　　　29．6×21．3　cm

Gtist（1θ（≡～／レf（）re（7uj）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〕」999－0014

29．4×20Cm（image）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mellerio　89

G，2001－OOO7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37

31～40　　　　　　　　　　　　　　　　　《…緑色の目をしたキマイラが回転し、II包吼
オディロン・ルドン［1840－1916］　　　　　　　　　する》

『聖アントワーヌの誘惑』第1集　　　　　　　　　27．5×16　cm

l888年
リトグラフ、シン．コレ　　　　　　　　　…1・Chime’re　aux　yeux　verts　t・urn・ie，・aboie・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27．5×16Cm

Odilon　Redon［1840－1916］　　　　　　　　　　　　　　　　　G・1999－OO15

＜Tent・tion　de　S・～η幽η’・ine＞（ISt・S6ries）　　　M・］1・・i°90

1888

Lithograph　and　chine　colk…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《そして、あらゆる種’類の恐ろしい動物達が

31　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現れる》
《…まず最初に水溜まり、次いで娼婦、神殿　　　　31．2×22．4cm

29



アウトサイダーズ

Outsiders

会期：2010年12月7ロー2011年2月13U

主催：国立西洋美術館

Duration：7December，2010－13　February，2011
0rganizer：National　Museum　of　Western　Art

本展覧会では、かつての西洋人たちがよそ者（アウトサイダー）に注　　　　This　exhibition　of　prints　from　the　NMWA　collecti（）ll　f・ctlsed《）1）the

いだ眼差しを感じさせる、当館の所蔵版画を展示した。16世紀から　　　“outside「s”in　Weste「n　society’The　exhibition　featu「ed　w°「ks　f「（）m　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l7th　century　amidst　its　overall　range　spanning　the　16th　through　19ti】

19世紀までにまたがる作品のうち、中心となったのは、17世紀の版　　　　centuries．　This　period　witnessed　the　West　advancing　into　the　New

画である。この時代の西洋は新大陸や東洋に進出して、それまで見　　　World　and　Asia，　and　the　West’s　discovery　of　previouslyしmenc（，しmtered

たことのなかった多くの「よそ者たち」を発見したが、同時に、西洋に　　　　“outside「s’”At　the　same　time’new　nation　states　we「e　eme「9ing　in　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　West　and　new　social　hierarchies　were　born．　There　also　arose　a　greater

近代国家が生成し、社会のヒエラルキーが確立することによって、内　　　variety　and　number　of　internal　・outsiders．・Amidst、these．trends，　starvilコg

部の「よそ者たち」が以前にも増して顕在化していった。こうした動　　　　vagrants　and　executioners，　for　examp［e，　were　some　of　th・e　odd　and

きの中で、放浪を続ける人々や乞食、死刑執行人といった、都市の　　　unusual　tyPes　who　became　the　focus　of　attention　and　cu「iosity’　These

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　then　became　subjects　for　prints．　Farmers　and　peasants　divorced　lrom

大多数の人々の日には異質に映る人々が好奇の眼差しで見られ、　　　urban　life　also　became　the　subjects　of　droll　ridicule．　In　particular　the

版画の主題となっていく。また、農民は都市の人々とは隔絶された存　　　French　Printmaker　Jacques　Callot　used　his　acute・observation　skills　to

在であったがゆえに、しばしば滑稽な姿で描かれた。特にフランス　　　P「ese弓t　vivid　dePictions　of　thes『disenf「anchised　membe「s　of　society’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Later　ln　the　l9th　century　Daumier’s　works　focused　on　the　people　of

の版画家ジャック・カロは、鋭い観察眼によって彼らを生き生きと描き　　　distant　lands，　such　as　Africans　and　Asians，　as　part　of　the　satire　by　the

出している。時代は下り19世紀のドーミエの作品は、遠い異国の　　　French　of　the　day　and　their　fascination　with　these　exotic　peoples．　This

人々（アフリカ人やアジア人など）を目にして戸惑い、興味を露わに　　　exhibition　aimed　to　convey　one「a「ely　conside「ed　asPect　of　the　Weste「n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gaze・

する当時のフランス人たちの姿を滑稽に伝えている。本展覧会は、　　　　While　the　majority　of　small－scale　print　exhibitions　at　the　NMWA　have

西洋の人々の眼差しの一’面を伝えることを目指したものであった。　　　　focused　on　the　works　of　a　single　artist　or　school，　as　the　collection　has

　　当館の版画小企画展はこれまで、ひとりの作者やひとつの画派に　　　matu「ed　and　9「own’　the「e　is　9「owin9　Potential　fo「this　tyPe　of　thematic

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　exhibition．　We　hope　that　various　different　types　of　unique　and　novel

焦点を当てたものが多かったが、コレクションの充実に伴い、本展　　　　exhibitions　will　become　possible　as　the　museum，s　collecting　activities

のようなテーマ展示も可能になってきた。今後も収集を進め、さまざ　　　　continue・　　　　　　　　　　　　　　　（Shinsuke　Watanabe）

まな性格の展示が可能になればと思う。　　　　　　（渡辺晋輔）

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching　and　engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴイング’

フセーペ・デ・リベーラ［1591＿1652］　　　　　　　42・6×52・2cm　　　　　　　　　　　　　　　　　3．6×5．2　cm
《グ・テスクな小さな頭・　≦》　　　　劉611；：｛、、L。bee，89、GH、hr、、，218、”rhe　New　　Han，S，b、1d　B。h。m

IG22年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hollstein（BrugelfOrenstein）A67　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　F（）01　and　the　FemOle　F（）ol

エッチング’ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engraving
14．5×ll．lcm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．6×52cm

㍑ぽ霊耀1－1652］　　認レ墓』；；ブルーマールト［16°3－1（184］　i㌶：・・u・u・dH・・1…i・215・（…II）・

1622　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング

Et・hing　　　　　　　　　　　　17．4・12．4・cm　　　　　　　　　　　l6
蒜、！，｝61＞m　　　　　　　c。，neli，　Bl。emae，，［16・3．1684］　　　ハンス・ゼーバ・レ1・・ベーハム

Bartsch　XX，　p．82，　n．8－1；川ustrated　Bartsch，　XLIV，　p，276．　　pOulterer　With　baSkets　　　　　　　　　　　　《ノ」・さな道化》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1542イト

2～ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17・4×12・4　Cln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング

ハ・ス・ゼーバルト・ベーハム［15・・－155・］　㌶恕；。　　　　　　　・・・…m
「農民の祝祭（12σ）1」）』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hans　Sebald　Beham
1546－47〈i：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 アアhe　Little　Buff（）on

エングレーヴイング　　　　　　　　　　　　　　　　ジョヴァンニ・ブリット［1530－1550活動］　　　　　　1542

Han・S・b・ld・B・h・m［15・・－155・］　　　《乳搾りの女のいる1重因》　　　　；票瓢：
・匹乃…nt・F・ast　ahe　TLvelve”Months）・　　1525∠噸　　　　　　　　　　G．200、ハー。102
蹴。g　　　　　　霊53．，。m　　　　　　・ar・sch23・・P・・ll・un・H・1｜・・c・…4　1・（・一｜1）

G．1999－0038－－0047

Pauli　177～186；Bartsch　l54～163　　　　　　　　　　　　　　　　　　Giovanni　Britto［fL　l530－1550］　　　　　　　　　　　　　　　17～37

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Landscaρe　toith　a　Mi／kmaid　　　　　　　　　　　　　ジャック・カロ［1592－ICi35］

12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c・1525　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「小さな道化たち』
ルカス・フ・ルステルマン（父）［1595－1675］　搬㌫t，m　　　　　　　l7・エ・・チ・グ：18－37・エ・チ・久工・グ・一ヴ・ン・

《農民の喧嚇　　　　　　　　G．2・・6．・・18　　　　　　　　　Jacque・C・ll・t［1592－1635］
エッチン久エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜T／？eGobbi＞
42・6×52．2cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17：Etchil）9；18－－37：Etching　alld　cngravillg

Lucas　V・・s…rPan，・h・Eld・・［1595－1675］　・・ンス・ゼーバルト・ベー・・ム　　　　麟；llx；㍑、

Peosants　Fighting　over　a（〕ame　of　Cards　　　　　《男女の道化》　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

50



38

ステーフーt’ノ・デッラ・ベッラ…1610－166・1

、プノ，レt」・プノント，‘ノ　・

｜tl．16fl－1

．Lttヅ．ンク’ 一．1一ンク． レー・，‘1イン〃

2・1〔；’　1り（’II）

Stいltlll《）Dい1｜a　B（・］］u［1610－166・1］

（セ〃・／（）（ン，〃ttiピ（1／／〔ノ‘！〃Bu〃t，／イ，

IG．lf］

1・：lc’｜1　iI 19　：tl　｜（ 1　 （、1　｜9’｝ ，X『il　｜｝4

21．札t　lリピ｜］）

G．2〔　｛川一｛［（）｛［5

1）いVいSmい：｛e

39
プフ『，’ルツ公ルプ．レヒト［1619－1682｜

t／洗礼者ヨハネの首を持っ死斤1」執行人
1658｛1’・

メゾティント

｛1・1．2×i・1．7cm

R・pr；・ht，　P・il）z・v・・p　d・・P・・1・［1（i19－1682］　忽頭部習作　　　　　‖》繁㍑；”聯糊竺儒鮒1　蹴／°

輸…〃’一…砲㎜’加㌫1－・版・；1－1－・細・　憲：㌫㍗岬……庶
Mいzzotint　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stefano　Della　Bella　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26．2×22．8　cm

6，1．2×1・1．7Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜／　Princiρi　de／Disegn（，＞t－（23）A∫〃∫4v　of’a　　　　　　　（1．200017il（l

G．　1　981S－〔｝00・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／71Clノブ～ノiρod　tL）ith　O「tlj・1）an　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Delteil　3198（iii〈・｝；Tobu　M＿161

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16・11
40～63　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchin9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　74

ジャック・カロ　　　　　　　　　　　　　　　　12・9×．】6・1Cm（plate）：19×29・1Cm　q）aPu「）　　　　　　オノレ・ドーミエ

［㌘盟．　　　　　　瓢灘，、　　　　　　《「できごと川・D「ああ！…あなた…あの人
｜〔i22－231卜頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たちってこわいのよね！…」「だからこうよ、や
エッチング 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つらは底意地が悪いのさ…やつらは女を叩

Jacques　Callot　　　　　　　　　　　　　　ステーファノ・デッラ・ベッラ　　　　　　　　　　いて、あざだらけにするんだ1…」》
＜77鷺Bζ9801S＞　　　　　　　　　　　　　　　　　《ポーランドの騎兵》　　　　　　　　　　　　　　　185g年
c・　1622－23 　　　　　　　　　　16．4苦5。イ1噸　　　　　　　　　　リトグラフ
昌i；㍑）128’u。151　　　　　　エ・チ・グ　　　　　　　24・・・・・・…
Lieure　480　一一503　　　　　　　　　　　　　　　　　　18・t5×19・1cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HonorC・　Daumier

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stefano　Della　Bella　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜／Vetvs＞：（101－）－Oh！．．．　m．y　dear．．．，1’m

64～67　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P（）／isノ～Rider　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　frig／7tene∫　（）〃／70se　peoρle　there！＿一∫o　you

ジャック・カロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　c．1648．50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　shOU／dわe，〃～O・ピt）ρW｛）∫（’iOus＿the．y／beat

「ジプシニ」v．　　　　1；灘，1。n　　　　　　㌫e1～θ輌σ々e”σ「た∫‘飾れ
エッチンク・エ）9レーヴf／グ　　　　　　　G．2〔）08．6042　　　　　　　　　　Lith。9，、lph
Jacques　Callot　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　De　Vesm（’－Massと1r275／1］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24・8×23・3　cm

＜777〔？Boh（？Mi（JllS＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．20〔｝o－1737

Etchingand　englraving．S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Delteil　3199｛ii／vi？）：Tol）Li川一・16L）

罐㌫゜3 　　　㍑・i㌫漂認、つと見℃なん三る：ご1ドーミエ
；ヘルテ．ア．ボルスヴエ，レト［158、頃．1659］；ll灘慧㌶㌶㌶駕llT；！願鮒；⊆，1、92，1、9．1、t）　’r　i

《ll本でのイエズス会1；の殉教》　　　　　　　途中に牛たちを楽しませてるんだろうな…」》　　　リトグラフ

エング・一ヴ・ング　　　　　　　185亘　　　　　　　　　　H、、n。rCi　D。umi。，
・113・2（L8　cin　　　　　　　　　リトクフフ、　　　　　　　　　＜ノ0θ醐γ70α醐．
S、hel，。　a　B。1、w。，，［，．1586．1659］　　　21層4×2‘1（）cm．　　　　　　・5・18・113：　7“－91・1844・92・1・15

T／ie　Martyrdom（，f〃ie　．／esLiits　in　．laρar？　　　　　　　H〔）nore　Daumier［1808－1879］　　　　　　　　　　Lithograph
E，g・。・i，g“ 　　　　　　　　　　＜THE　EXHIBITIO／V　OI7A〈tlMALS＞：　（の一〇／～　　G200〔川52～14（；9．
13・L・（i．8cm　　　　　　　　　　　10・冷，ω／～〔／ぬηηyωωノierds＿～／7eW　d榔sed　iη　　D・｜t・il　1189－－1L）〔）’1・　12e7・　1219・Tobし1｜ll－187－20・l

G，1971－ooO4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（］∫ti’angρtp（IY．－Theγ　’ve　prob（ib（y　putθη

llollstein　43；L2G8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C（ru71iθ（’1／C（）sttlM（～s　to　disttてa（rt　their　oni　7ials　al（）膓～．g

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ttlC）U．）（IV＿

69　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜85G

ステーファノ・デッラ・ベッラ［1610－1664］　　　　　LithogtaPh

《r矧iの馴」・（21）ターバンをかぶった男　；！1蒜ぽ

性の頭部習作》　　　　　　　　［〕。1t。il・28111S（ii／ii）、・rob、　ll［．407

16・11年

エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　73
11・8×1i）・1｛　cm　（版・j’｝；19×29・｜CI11〔紙’」’）　　　　　　　オノレ・ドーミエ

Stefano　Della　Bella［1610－16641　　　　　　　　《1できごと．il：（100）ポタール夫人「勇敢なアル

＜1　Pi’iri（プρ’de／Disegtio＞：　（21）　A　Stttdy　ot’a　　　　ジェリア人の軽歩兵さん、おまえさんはアフリカ

”！｛ifi　’S／～eodω肋（1々∬わ‘1η　　　　　　　　　　　女よりフランス女のノ∫がお好みってθ）は本当な

㌫，g　　　　　　　のかい？」ポ・一ル⊥肌一っ！…なんてことt・・，・1’
1｜．8×li）．13　cm　（plate）：｜g×29，lCm（1）；．lper）　　　　　　　いやがる…真っ赤になっちゃったじゃないか！

G2006－0041　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　」》

De　Ves｜丁）e　384　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1859イ1：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ
70　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26．2×22．8cm

ステーファノ’デッラ’ベッラ　　　　　　　　　　Honor6　Daumier
《「素描の法則』：（23）ターバンをかぶった男　　　　＜NeLvs＞：　（10のMηe．　POT4R［），－ISti　’t　it　true，

ヨ1



奇想の自然　　レンブラント以前の北．方版Iltsi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・一・11・・一二、N＿二・N　P＿B・，。、，1・1、1、、＿1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　へ　tl，

Fantastic　Nature’Northern　Prints　before　Rembrandt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・　．　　E、
　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　’

翼麟≧元6月’2日（東11本大震災の影響により’1罐4111211に延‖Vj）　　　　　L懸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　“　　・“

D・・ati・・：12・M・・ch－12Jun・，2011〔rh・・pe・i・g　w・・p・stp・）ned　until　l2Ap・i1，　becau・e・f　the　　　　　・i．’』＼＿難一／

Great　East　Japan　Earthquake．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　d　　　　琴，　　、．：．

Organizer：National　Museum　of　Western　Art　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－．、プ答「、’．　占：

　　　奇想

　　　　　の

　　　自然

レンブラント以前の北方版画
　　10T1迂ltl12；1　「　　　6「i12n　i∠

　　　脈tt2M盾由爾檎肩ny、t

　　　　Pt“■廿問●目●●

本展は、同時期の特別展「レンブラント光の探求闇の誘惑」に合　　　This　exhibition，　organized　in　conjunction　with　the　concurrent　special

わせて開催された所蔵版画による小企画展であり、副題が示してい　　　exhibition　Rem；「andt：The　Quest　fo「Chia「oscu「o・was　d「awn　f「om□e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　museum　collection　and　featured　Northern　European　prints　created　prlor

るように、おおむね「レンブラント以前」の北方版画を扱ったものであ　　　to　Rembrandt．　The　opening　of　the　exhibition　was　delayed　for

る（なお、’東日本大震災の影響による閉館にともない、予定より1カ月　　　aPProximately　one　month　due　to　the　museum　closing　following　the

遅れて開幕することとなった）。　　　　　　　　　　　　　　　　　G「eat　East　JaPan　Ea「thquake’　．　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1n　general，　the　pre－modern　palnters　active　ln　Flanders，　Germany　and

　　一般に、フランドルやドイツなど、アルプス以北の地域で活動した　　　　other　parts　of　Europe　located　north　of　the　Alps，　turned　their　attention　t。

近世のlli可家たちは、自然の外観を捉え、それらを忠実に再現するこ　　　external　views　of　nature，　and　became　particularly　adept　at　realistic

とに長けていたと．言われる。実際、人体表現を基礎に据えたイタリ　　　「『P「esentation」n　f；ct’comPa「ed　to　the　lt『lian　aHs　that　take　the　hum乏m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　flgure　as　their　basls，　Northern　artists　qulck［y　excelled　at　landscape

ア・美術に対し、北方の芸術家は早くから風景表現を発達させ、細や　　　expression　and　the　depiction　of　carefully　observed　images　of　nature．

かな［1然の対象を丹念に描写していたと言える。ただし、彼らが描　　　　However，　the　images　that　they　created　were　not　solely　images　of　the

き出したイメージは、ただ目に映る自然を写しとったものではなかっ　　　visual　Wo「ld　of　nalu「e’many　of　the　wo「ks　included　a　sense　of　va「ious

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fantastic　and　imaginary　realms．

たであろう。その多くはむしろ、さまざまなファンタジーに満ちた想　　　　For　example　we　might　quote　the　worldviews　of　l5th　and　16th　century

像的なlt堺でもあったはずなのである。　　　　　　　　　　　　　　German　painters　who　longed　for　a　primitive　undeveloped　landscape、　or

　　たとえば、未開の原始的風景への憧れを思わせる15、16’IH：紀のド　　　Ihe　Flemish　“）Nro「ld　landscaPes”　which　encomPass　the　enti「e　wo「ld　ilユ『n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lmage　that　far　surpasses　the　human－scale　world．　As　seen　in　this

イツ人画家たちの世界観。あるいは人間的なスケールを遥かに超　　　exhibition，　the　print　media　from　this　period　must　not　be　forgotten　f（，r　its

え、llt界0）あらゆる要素を包括してしまうかのように構成されたフラ　　　　reflection　of　the　desires　of　the　general　PoPulace，　nlore　so　than　th・se

ンドルの「世界風景」。そして、本展で扱った版画というメディアが、　　　se『n　in　Pai垣ngs　and　scu1Ptu「e’ln　P「e≡mode「n　No「th『「n　EuloPean

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　prlnts，　there　Is　both　a　humorous　satire　of　human　lust　ar｝d　iconic　lmages

そもそも絵画や彫刻に比べて大衆的な欲望を反映しやすかったこ　　　of　the・mis．matched　couple，・　along　with　allegorical　images　with　their

とも忘れてはならないだろう。近世の北方版画には、人間の愛欲を　　　moralistic　dePictiong．　of　the　meanings　of　death　and　sin．　Even　i・1’）the

ユーモアある風刺とともに図像化した「不釣り合いなカップル」や、死　　　na「「ative　scenes　that　aPPea「at　fi「st　91ance　t（）be　natu「alistic　del）icti°1）s’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　many　of　these　scenes　reflect　the　somewhat　comic　images　of　the　acts

や罪への意識を教訓的に表わした寓意画が盛んに描かれたので　　　and　expressions　of　the　figures　appearing　in　the　c（）mpositiolls．　This

ある．．さらに、一一見したところ自然・i義的に描写されている物語場面　　　exhibition　thus　explores　this　intersection　of　the　fantastic　with　the

においても、登場人物たちの行為や表情が、どこか戯画的に．表現さ　　　natu「al’　as　uniqyely　exP「essed　by　No「the「n　Eu「oPean　P「illtsjnt「°ducing

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46works　by　artlsts　such　as　Lucas　Cranach　the　Elder、　Albrecht　Altdorfet’，

れているように映る場合が少なくない。本展は、そのように「奇想」と　　　Hans　Baldung　Grien　and　Pieter　Bruegel　the　Elder．　This　selection　is、　in

「自然」が．交叉する北方版画に特有のイメージを、ルカス・クラーナ　　　essence，　a　recaPitulation　of　European　print　history　pre－Rernbrandt．

ハ（父）、アルブレヒト・アルトドルファー、ハンス・バルドゥング・グリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（AtsUshishinfuji）

一 ン、ピーテル・ブリューゲル（父）らの作品46点によって紹介しな

がら、「レンブラント以前」の近世版画史をたどるものであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新藤淳）
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1

ルカス・ク；］　一ナノ、（父）．1472－155：ポ

，中アントニ1’ノスソ）護㍑惑，．

15〔｝G｛1’．

イ・版

1川．7　’・27SCI11

LuCas　Cralla（’h　thc　Eldcr【1472－1553】

7’h（・t／？7〃ρ／a’iott　o／．．∨．ハ〃〃～‘）tlv

｜5｛16

y～’（，《）tlぺ｜1t

IO、7’－t27．8Clll

G．21｝O｛｝－1759

2

ルカス・クラーナハ（父）

・；「」㌍ヨハ才・ス・クリコーソストムスび）’r毎ll9委ゴ；；・

15〔19年

．Lングレー一ヴfンク’

25．・1＞（19．9c［11

LuCaS　Crama（．・h　the　Elder

7アle　P（～1κ∫ノ’（’ρθ／’5f∫↓〃五ノo／7il　Cノ’lrySOStO〃～

1509
E｜［grllVillk」

25．4×19．9cln

G．2｛｝0｜－OOO　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13

3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《荒野の聖ヒエロニムス》　　　　　　　　　　　《森に川まれた地区》
ハンス・ラウテンザック［1520頃＿1564／6（1］　　　　　32・7×4L）　．9　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　l322×42・3　Cm

《風景》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　St．　Jet’（）tnρin〃］e　Mfii／／ρt7？ess　　　　　　　　　　　　　W（）oden　Re．g」ion

l554イド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32．7×42．9cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32．2×．12．3　um

エ・ソチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G，2010－0｛｝03　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2〔）10．0010

16．6×11．8Cm

Hanns　La．ten、ack［，．1520－1564／66］　　　7　　　　　　　　　　14
A　Natura／　Arch　　　　　　　　　　　　　　　《悔↑麦するマグダラのマリア》　　　　　　　　　《休息する兵1：たち》
155／1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32．4×42．7cn1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　322×42，1Cln

l漂〕i1，8。1，　　　　　　　乃・酬・・it・M・gdctlene　　　　　ぷ・／伽・tR・S・
G20｛｝6“00113　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32・4　x　42・7　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　322×42・1cln

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2010－ooo，，；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2010－OOll

4

アウグスティン．ヒルシュフオーゲル［150：バー　　8　　　　　　　　　　15
1553］　　　　　　　　　《アルプスの1蝦》　　　　　　《田舎の・1∫》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32．5x42．9Cl1〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32×42．・↑Cln

《？Mlに挟まれた川のある風景》
1546年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Alρine　Lands（て1ρe　toith　o　Z）（」C）ρレ0〃ey　　　　　　　　　　　尺usticルf〈〃☆ρ’

エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32．5×・12．9Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ISL）×42．・1　um
l3，9×16．8　cn）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2010－（）005　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2010．ool2

A・gusti・Hi・schv・9・1［1503－1553］　　　9　　　　　　　　　　16
；謬ω～卿…”IR°柵蜘∫～d　鴎fい迎い》　　　　　《エジプトへ・・逃避＞
1546　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32．9×42，3Cln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3L5×42．4　c［．n

腎㍑、8C、，　　　　　　　Tl？・c・atly　BitJd－Catchet’　　　　　The　Elight　i・・1・Eg．yρt

G．2008－O（）07　　　　　　　　　　　32∫9×42・3Cm　　　　　　　　　　　31・5×42・il　c’m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2010－000（i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〕．2010－0013

5～16
㌶；：1一およびリユカス・フ・　｝％レギー・、1・｜｝　　　膓ヤ・ク・ド・ヘイ・（2・1…（？・［1565－162・］

rノ・順・il・i　－1（ピーテ・レ・ブリューゲルのド絵　32い2’8C川　　　　　磐㌘ある順：》

鴎，，、　　　　　、召瓢／甜世9°ノ］　　　　2・2…7一
エッチン久エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　G’2010－OOO7・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　de　Gheyn　ll（？）［1r）65－1629］

；；＝・・tecumandLucasv・rl　　ll　　　　　≧ご戊”7”7ρ輌1　ε
．η，ρ卿加，，d，c。ρ。∫．（。〃。，1・？ic）tet’　　《1り園・・憂慮》　　　　　　誉；ii蒜，i＞m
Bi・u（？9（？／tノ～（？Eldet’）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IS2・〔’×，liS・lcn｜

；∴｝1蕊1－1・　　　麗i、・；ii《1’　　　　8。．ボト［1618t」［i－1652］

5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《モッレ橋》

！テ・ヴ・リ蝋観》　　　　　12　　　　　　　言て㌫，酬，
32刈2Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　《エマオへの道》
Vi。、、、s。f　th、？．Tiber　　　　　　　32．6・42．9・m　　　　　　　　　Jan　B・th［・・1618－1652］

蒜品、　　　　　撫口輌一・　　　　蕊゜’le　B噂
“

　　　　　　　　　　　　　32・6×42・9Cm　　　　　　　　　　　l9．7・27．8・m（P・pe・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2010－0009　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1974－0005
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19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1507年

イスラエル・ファン・メッケネム［1445頃一1503］　　　《（24）荊冠を受けるキリスト》　　　　　　　　　エングレーヴィング

罐受けるキリスト》　　＝；ξ・・ω…9・一・〃・・　　：llll：∴。yde。［1＿15、，J

エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tlie尺ρ∫τ～ηて・什↓oノ～o∫　La：，（it’t　ts

20×14．5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1507

1，・ah。lvan　Meck，nem［。．1445－15・3］　k61，．の1、i家（ニコラウス．ホーゲ。ベルク）　；；…・霊，ll、

㌘蒜゜ω〃‘〃9痂刀7ぴ　　　　《継のリJ・l／・1・．と殿の戦い》　　　・・199（）一…1・

E。g，avi。9　　　　　　　　　　1522年
20×14．5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 イt　liJt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33

G．2001－001g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l48×2f）・（i　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルカス・ファン・レイデン［1489／94－15331

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Master　N．　H．（Nikolaus　Hogenberg）　　　　　　　《サウロの改宗》

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Battle　of／Vakedルfen　o∫？d／Deasonts　　　　　　　　　　　1509イド

マルティン・ショーンガウアー［1430／50頃一　　　　　1522　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴイング

1491］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodcut　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28・6×41cm

《「受難伝』・（4）キリストの鞭打ち》　　　蒜識二m　　　　　　　Luca，　van　L。yden［1489／94．1533］

1475年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Conversion　O∫SOU／

エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1509
16・11．3、m　　　　　　　　　27　　　、　　　　　　　E・g・avi・g
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハンス・バルドゥング・グリーン［1484／85－　　　　　　28．6×41cm

Martin　Schongauer［c・1430／50－1491］　　　　　　　1545］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Glgf）o－oo39

欝ざ゜〃掴川e糠／価゜n　　　《闘う聯》
漂ll；三m　　　　　當　　　　　　llカス．フ。ン．レイデ。［1489／9、－153，］
G2006－0006　　　　　　　　　　　　　　　　　21・4×：32，2　cm　　　　　　　　　　　　　　　　《サウルの前で竪琴を弾くダヴィデ》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hans　Baldung　Grien［1484／85－1545］　　　　　　　　1508年頃

21　　　　　　　　　　Fighting〃Horses　　　　　　　　烹グレτヴィング
ハンス・バルドゥング・グリーン［1484／85－　　　　　1534　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25’3×18’3crn

認》　　　　　　　　　㍑蕊ξ・　　　　　　　　昆篇腸㍑腸麟㍑二鷲｝，
1505／07｛ドヒ頁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（：．15〔）8

木版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engravii）g
2：う．7×16．3（：ln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28～31　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25・3×18・3　cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハンス・ゼーバルト・ベーハム［1500－1550］　　　　G．201（）－ooOl

Hans　Baldung　Grien［1484／85－1545］　　　　　　『ヘラクレスの十二功業』
T／一～eC「ucifixion　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　543年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35

W，1㍗：7　　　　　　　エ・グ・一ヴ・ング　　　　　　ブイiJ・プ・ハレ［1537－1612］
213・7×16・3cm　　　　　　　　　　　　　　　Hans　Sebald　Beham［1500－1550］　　　　　　　《キリスト復活（ピーテル’ブリューゲルのド
G・200：3－0119　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜The　Labours　ofHeracules＞　　　　　　　　　　　絵による）》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1543　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1562《1三ヒ頁

召房レヒト．アルトドルフ。一［148。頃．　E…avi・・　　　　　　㌶、；㍍ング

麟…卵キリストのtk・J．1／LE　・｝t；t・・難によi㌧タウ。スと戦うヘラクレス》　；；・麟ぽ悶（＿。，。r

るそ0）救済』　　　　　　　　　　　　　　　5×7．8．C　iTI　　　　　　　　　　　　　　　　　Bruegel　the　E／der；）
151：3イト4t’i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c．1562

木版　　　　　　　　　　　　　　仇γω1es砲ノiting　the　Centaurs　　　　　　E・9・・vi・9
7．2×、1．7c；m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5×7，8　cnl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47．7×34．8　cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2003－0092　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2007－0014

Albrecht　Altdorfer［c．1480－1538］

㍑罐㍑㌫灘㌫惚々m∂伽゜ugh　29　　　　　　　36　　　、　，
c．1513　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ネメアのライオンを殺すヘラクレス》　　　　　　イスラエル・ファン・メッケ不ム［1445頃一1503」

W（）odCILt　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・6×7・8　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　《不釣合いなカップル》
7・2×4・7Cm 　　　　　　　　H。，cul。、、Killin8　the　IVemean　Li。。　　　1…6イll頃、tt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．6×7．8cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィ／ク

22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2003－0093　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16・1×10・8　crn

《（21）カヤバの前のキリスト（衣を引き裂く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Israhel　van　Meckenem［c．1445－150：1］

カヤバ）》　　　　　　　　　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　ll／－Matched　Couρ／e

＝＝膿’輌輌力・s　蕊㌘退治するヘラクレス》　　鮮i；：慧。m
G・2°°°一｛）°22 　　　　　　　　　〃・・CU／e・・S／・yi・g・th・・Hyd・a　　　　　G，2（）・8…27
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．2×7．5Cln

23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・20013－0094　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：37

《（22）ピラトの前のキリスト》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MZの画家（おそらくマテウス・ツァジンガー）

忽）（忽わ・一・　　　；bイア人と戦うヘラクレス》　　㌫鷺蒜醐］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．5×8ぐm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I5｛｝o年頃

1｛23）むち打ち》　　　＝醐〃9卿∫「”醐　　；㌶㌘
　　　　　　　　　　　，　　　　　　　G・2°°：3－°°95　　　　　　　　　Mei・t・・MZ（P・・b・bly　M・ttl・aus　Z・si・9・・）
（23）7丁7（？1η08e”at～oη　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［active　c．1500］

G2°°（）一゜°24 　　　　　　　　　32　　　　　　　　　　Co　uρ／e，）fL。。醐7γ，閲，め，。αリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルカス・ファン・レイデン［1489／94－1533］　　　　　　　　c．1500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ラザロの復活》　　　　　　　　　　　　　Etig「avil19
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川．㍗に2・m　　　　　　　　　　　　　（ル∫／η‘川α〃て・ss〃’9θア6’〃’μW〃〃θ〃　　　　　1）hilipsGalle
G，2008－OOOII　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c・｜5：se　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”1’he　1㌔arab／e（ノ〆協1～e　and　F（）olish　Virgins

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cl・i・msCu「°w・’°d（・・｜　　　　　　　　　ω〃ρ〃’i（）tei’　Bruege1〃］e　E／detり

：㌦ヒト．アルトPレフ．一［14，。ぼ←　1・ll　　　lll“　　　｝liili；ii。・

1538・　　　　　　　　　　42　　　　　　　　　　　G，lf），g・1－・・1｝（1
・1森のiltu）恋人たち》　　　　　　　　　　　　　ハンス・ホルバイン（∫・）［1497／98＿154：3）

1溺．、．川ング　　　　　《イ岬剛乍［i・ピの像蝋刷り・死・・梱
lls．5。lo。m　　　　　　　　　　　　　　　　　盾》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1525・2〔；f卜
Albrecht　A］tdorfcr［c，1480－15：う8］　　　　　　　　　　　　　　　木1｝反

／そ1〃’（，f’1，θθ（ノtls　i〃／／’（・ノ’bi’est　　　　　　　　　　　　　　　　　6．r）×－1．9　Cm

li）11

EIIgravillg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hans　Holbeill　the　Younger［1497／98－1543］

11S、r｝×川Cll）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜∠二）ie　Bi／dρr　dρs　Tode∫＞t－Coat　O／’Arms　of

G．2008・O｛｝06　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Z）《3σ〃～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1525－2G

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodcut
39　　　　　　　　　　　　　6．5。4，9Cm
ハンス・ゼーバルト・ベーハム　　　　　　　　　G200〔｝－0051

《バグパイプ奏者と恋人》

1520fド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43

エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　ヤン・サーンレダム［1565頃一1607］
｜1・7×7・3Cm 　　　　　　　　《r憾』：視覚（ヘンドリク・ホルツイウスの
Hans　Sebald　Beham　　　　　　　　　　　　　　　　原画による）》

Bagρip〔～－P／ayei’　arid　HZs　Mistt”ess　　　　　　　　　エングレーヴィング

｜52〔｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17．5×12．4crn

Etc．｝〕i｜19

1L7×7．3　clll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jan　Saenredam［c．1565－1607］

G・200i3－0097　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜777e　Five　Senses＞：Sight　Cafter　Hendriた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　601tzius）

40　　　　　　　　　　　　　E・g・avi・9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17．t）×12．4　cm
ハンス・ゼーバルト・ベーハム　　　　　　　　　G．1gg2－0025

《老人と若い婦人》

1530年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44

雲。、、。。m　　　　　　ヤン・サーンレダム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《「7つの惑星の神々』：愛の王国を支配す
Hans　Sebald　Beham　　　　　　　　　　　　るウェヌス（ヘンドリク・ホルツイウスの原画
Old　Man　Caressing　o　Y（）ung　W（）man　　　　　　　　による）》

・・1530　　　　　　　　　　　1596年
凱繊i3　cn、　　　　　　　エ・グ・一ヴ・ング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25．4×17．8clnG」994－001，g

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jan　Saenredam

41　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜Seven　PlanetOB／Gods＞：Venus　Presidin8

ハンス・ゼーバルト・ベーハム　　　　　　　　　over　the　Realm　of　Love　（bfler　Hendrik

《老人と若い婦人》　　　　　鷲劇
蝉腸一。桃　　　　　　　　謡・二㍑、，m
24．6×2tl．：う（：m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1992－OO16

Hans　Sebald　Beham
　　　　　　　　45

　　　　　　　　ウィレム・ファン・スワーネンブルフ［1581－

－　　　　　1612］
嘩轡　《剛欄産の烈」1、ついての寓意』，袋に

　　　　　　　　金をつめ、．希望の像をそのヒに置く男と悪

　　　　　　　　魔i》

　　　　　　　　エングレーヴィング

　　　　　　　　21．8×15，9crn

姪灘

Willem　van　Swanenburgh［1581－1612］
ぐ4／／egotγ　of　theルfisuse　O〆M）rld！y

Proρoerty＞．’ルlan　and　Devil」Fi／／ing　Sackωith

ルfoneiソand　Setting　UρOStatue　of〃Oρe

（after〃HEEMSKERCK）
Eng　ravin9

21．8×15．9cm
（二3，1992－0035

46
ブイリップ・ハレ

《賢い処女と愚かな処女のたとえ（ピーテ

ル・ブリューゲルの下絵による）》

1560－61イド

エングレーヴィング

22．3×29cm

5S



修≡復言己金乗

Restoration　Record

［絵画］　　　　　　　　　　　　　　　　エミール・ベルナール　　　　　　　　　　　対し、固着、充填整形、補彩による復元処置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《吟遊詩人に扮した自画像》　　　　　　　　　を実施した。特に表面白色部は人念洗浄実
ジョルジュ・ブラック　　　　　　　　　　　　　　　油彩・カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　施。
《静物》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6㌦蒜品㌫　　　　　　　　　　　　　　　　　　額装改良：

油彩・カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　保存状態：額縁各所に剥落および亀裂が顕　　　Lドロアシ～裏板の改良・作品固定T’了：金
33・3×24・1　cm 　　　　　　　　　　　　　　　著で、さらには占い裏打ちの剥離が見られ、　　　具増設・刃先フェルト・スペーサー新設

；；耀購入作蹴搬　　㌶警；鷹麟灘曝硲2糎　（保存処置：岡ll　｛f純生）
嬬㌧嚥丁からステンレスネジへ當㌫轍一式、各鱗撮影モーリス．ドニ

　父換・画面と裏面のホコリ払い実施　　　　　　（通常光、斜光、蘂外線、赤外線等）　’　　　　　《ロスマパモン》

2・額縁修理　、　　　　　．　　　　　　　　作品修復：彩色層の目立った亀裂浮上り部　　　油彩、カルトン

竃繍ウアス　　　藷曇罐　　　　㌶㌫嬬2纏8を混合し諭
耀鶏馴灘雛露躍簑1’㌫偏麟纏㌶舞騨新規額装（額製作：テラ）
が観察され、貸出に当たり固定処置および　　　　ト・スペーサー新設　　　　　　　　　　　アンリ＝ジャン．ギヨ＿ム．マルタン

埃払い処置を行ない、額装を改良した。　　　　2・額装　　　　　　　　　　　　　　　　　《カオール橋》

作品修復：支持体補強（木枠改良）とキャン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油彩、カンヴァス
バス張替え（ルースライニング法）を行ない、　　　クロード・モネ　　　　　　　　　　　　　　　85・7×64・ξcm

篭瓢㌫」麟㍑；㌶聾㌫顎朝》　　　㌶㌶にt・F一う作撤
ゾル伽）を実施、mi洗浄はドライ洗浄（ド　ζ1；認、87　　　　　　　　　。一

禦＝・灘入れ…1≧藤固一フエルー繍1伴＿＿甫彩

5繊　　　　　　6麟　　　　　　フセペ．デ．リベーラ
　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　クロード・モネ　　　　　　　　　　　　　　《哲学者クラテース》

召ヒ㌻躍蒜ζ一ヌ河》　　　《しゃくやくの花園》　　　　撫忽ス

鮮㌶・ス　　　　竃㌶ス　　　　；1㌶（、伴う作噸、幽ll彩

難作一額…一欝灘1諜ll一㌫㌶・・イスダール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　額縁修復：全体に見られる傷、亀裂、剥落に　　　　P2001〔0002
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作品貸出に伴うf’1：品点杉ミ、絵画層浮1’．り1，iil　　　マックス・クリンガー　　　　　　　　　　　　　　　保存状態：焼け、汚れ、縁や角に沿って損傷、

定、川額縁の浮Lり1占1定処置　　　　　　　　　　、オウイディウス11変身Ill川の犠牲者の救　　　　　フ秒シング、111ヒンジ白1∫販テープ）および接

修復処置：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　済：ナルキッソスヒエコー1’〉　　　　　　　　　　　着剤の残留

L絵1川層の浮1：り固定処置（チ三1ウザメ膠　　　G・11），g2’〔）007　　　　　　　　　　　　　　　処置内容：ドライクリーニング、旧ヒンジの除
　5％水溶ll如　　　　　　　　　　　　　　　保存状態：lllヒンジと接着剤の残留、lll；分的　　　去、中竹紙マットへのマウント

2，額縁浮Lり固定処置q、‘jL）　　　　　　　　　な染み

1噺朋漢鱒21・防よび額装：洞・木1コ　処置内育：ドライクリーニング・・II［ヒンジの除　ソートJレ・ダ時院の1iil）J’［・li》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　去一ll性紙マットヘマウント　　　　　　　　G．川｝細川

㌘騰一ンの近　㌃㌶㌫r－一ト・・ク　1購鰐瀦1蝋
60日。7：Sc川　　　　　　　　　　　　　G」…）68－o川　　　　　　　　　　　　　の損傷
1’・lt）i，川56　　　　　　　　　　　　　　　保イ∫：状態：染み、台紙の宮しい劣化　　　　　　処置内容：ドライクリーニング、　ll｜ヒンジの除
作品貸出に伴う作llll点検・額縁《1ぱ多　　　　　　処置内容：台紙0）除去、中性紙マットヘマウ　　　2ミ、損傷箇所の補修および補強、中性紙マ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ント　　　　　　　　　　　　　　ットへのマウン1・
15川紀フランドル派

悲しみの聖母》　　　　　　　　　　　　　　オノレ．ド＿ミエ　　　　　　　　　　　　　　　《ボン＝ヌフ

織㍗　　　　i㌃ル゜一のii｛肋腋のモルテ・エ1；1；㍑・岨∫ぽ色した旧ヒンジの

鞭ぽ作噸・絵1・i鰍り固㌶〔ll躍、変色、フ。クシ＿ヒンジおよ糎㌶竪二川ヒンジの除

倣処置、　　　　　　　び接榊J・・残留　　　　　　去沖酬マットへのマウント
1瓢忽ヒり固櫛（チ・ウザメ膠ξIW㌫《に謙ll｜ヒンジの除蒜ll・ダム酬》

2．額装　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保存状態：焼け、フォクシング、汚れ、折れや

　　　　　　　　　　噺処置・眞鍋T’絵）ジ㍍憶蒜、小屋》　　紗｛等・；幽‖1ヒンジお酬妾榊］の残

．一．i

　　　　　㌫雌、汚れ澗♪∬継み謝剛1～置！鷲ド戸イ7リー二烈1ヒンジの除
［版lllll’素描］　　　⊆認1，慧狸甦IJ；鶴の1り，耀饗禦1｜蹴び《甫強’ll酬マ

㌫㌫1瀦叉レ。ト』による」坐作、テ　尉性紙マ・トへのマウント　　　《・・リt　li　o）　＊：bz　t；’；i》

忽，欝　　　　　ジヤ・ク・カ・　　A　　灘鍵蹴フ。クシ。嫌やf・Jに沿っ
1賄状態，劇欝汚れの儲、角に折れ等　《「懸㌘タリア風劇：水車》　　　て矧i醐れ等の鵬、”iヒンジ（剛テー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　去、ll州1紙マットへのマウント
ウジェーヌ・ドラクロワ

㌶［11ファウスト』による連作よりストとヴァレンティンの決闘》　蹴｝i疏、，　　蕊㌫ユーラー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ットへのマウント

繍のフ。ウスト》　　　　認蕊ランドリ街のノ」’塔》　　　　一．　一

ジ。ウ。ンニ．バッテ，スタ．ピラネージ　（芸㍍テ・エン・・デユ・モン》　墾∫臓漂㌫㌘イ苧の除

《『牢獄』（第2版）：（3）円形の塔》　　　　　　保存状態：汚れ、フオクシング、旧補修跡、旧　　　　　。　　　　－
G．1987－〔｝・125　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒンジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルフレヒlr’デユーフー

1賄状態・劇欝汚れa・備、染み、焼け、　処置1・寸容、ドライクリ＿二。グ、ll［ヒンジの除　！ゲ：・セマ不の祈り》

1ξ騰㌫認㌣した接一；lll補修跡の補llゑ噸マツトへのマウ竃騰；㌧≡禦劉陽，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ノートル・ダムの捌磯》　　　　　去・lll性紙マ・トへのマウント

ヘンドリク・ホルツィウス　　　　　　　　　　　G．2009－OOO7
《ベルヴェデーレのアポロン》　　　　　　　　保存状態：汚れ、スキニング、染み　　　　　　　アルブレヒト・デューラー
G200：s－oo｜6　　　　　　　　　　　　　　　　処置1ノ寸容：ドライクリーニング、中性紙マット　　　『大受難f却よ！，

保存状態：塵埃等汚れの付着、スキニング、　　へのマウント　　　　　　　　　　　　　　　《（3）ゲッセマ不の祈り》

擦れ、染み、折れ、旧補修跡、II　1ヒンジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・197（LOOO3
処置内容ニドライクリーニング川ヒンジの除去、　　　《ボン・ノートルニダムのアーチ》　　　　　　　　保存状態：焼け・染み・フォクシング・llLl辺に

損傷箇所の補強、lli性紙マットヘマウント　　　　G200～ト〔〕008　　　　　　　　　　　　　　　　沿って破れ等0）損傷・IH補修跡・スキニング
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処置内容：ドライクリーニング、紙片の除去、　　の残留、汚れ　　　　　　　　　　　　　　　保存状態：焼け、黒ずみ
損傷箇所の補修および補強、中性紙マット　　　処置内容：ドライクリーニング、旧ヒンジの除　　　処置1人Jt／i：ドライクリーニシグ、　Ili性紙マット

へのマウント　　　　　　　　　　　　　　　去、中性紙マットへのマウント　　　　　　　　へのマウント

《（4）キリストの捕縛》　　　　　　　　　　　　アルフレ＿ト．レーテル　　　　　　　　　　　　《燃ゆる大いなる星天より阻ちきたり》

綴撫㌶灘撒騨そξ霧へ》　　灘鰐芸。＿紅（マ，、

ll麟繭㌫驚灘」欝璽1：隠1こ㌫濾を＿て》
マウント 　　　　　　へのマウント　　　　　灘㌶、焼1烈ずみ、部分r鵬‖、破オτ
《（5）むち打ち》　　　　　　　　　　　　　　《（6）勝利者としての死》　　　　　　　　　　処置内容：ドライクリーニング・損傷箇所の補

G・1970’0005　　　　　　　　　　　　　　　　　G．200：3．0031　　　　　　　　　　　　　　　　修、中性紙マットへのマウント

《（6）この人を見よ》　　　　　　　　　　　　　一　　　　。一　　　　　　　　　　　　へのマウント
G．197（），oooc）　　　　　　　　　　　　　　　　スァーファノ’テッフ’ベッラ

保存状態二焼け、部分的な染み、汚れ、旧ヒ　　　《「死」：（1）トランペットをもち馬に乗る死》　　　　《我また御座に坐し給ふ者の右の壬に巻物

㌶霧細補修跡・1’LI辺に沿つて破れlll㌶9・1写れ、染み喘物、フ・クシン久㌶‡曇㌫曝に焔り7つの

処置内容：ドライクリーニング、テープの除去、　　　部分的な変色　　　　　　　　　　　　　　　G」995．0028

損傷箇所の補修および補強、中性紙マット　　　処置内容：ドライクリーニング・付着物の除去・　　保存状態：焼け、黒ずみ

へのマウント　　　　　　　　　　　　　　　中性紙マットへのマウント　　　　　　　　　　処置内容：ドライクリーニング、中性紙マット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へのマウント
《（7）卜字架を担うキリスト》　　　　　　　　　オディロン・ルドン

G1970－ooo7　　　　　　　　　　　　　　　　『ヨハネ黙示録』より　　　　　　　　　　　　《その右のf一に7つの星を持ちその1はり両
保存状態：焼け・汚れ・部分的な変色と波打　　　《これらの事を聞き、かつ見し者は我ヨハネ　　　刃の利き剣いで》

ち・lli販テープの残留・破れ等の損傷・旧補　　　なり》　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・1995－0027

修跡、穿孔　　　　　　　　　　　　　　　　G．1gg5－0038　　　　　　　　　　　　　　　　保イr状態：焼け、黒ずみ

処置内容：ドライクリーニング、市販テープの　　　　保存状態：焼け、テープの残留、欠損　　　　　　　処置内容：ドライクリーニング、中性紙マット

除去・損傷箇所の補修および補強・中性紙　　　処置内容：ドライクリーニング、中性紙マット　　　へのマウント

マットへのマウント　　　　　　　　　　　　へのマウント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《表題紙》
《（8）傑刑》　　　　　　　　　　　　　　　《我また聖なる都、新しきエルサレムの神の　　　G」99与oo26

G．197e－OOO8　　　　　　　　　　　　　　　　μ「をいで天より降るを見たり》　　　　　　　　保存状態：焼け、級、四辺と角に破れ等の損
保イ∫：状態：焼け、フォクシング、汚れの付着、　　　G」gg5－OOI37　　　　　　　　　　　　　　　　　傷、汚れ、1「1補ll多跡、部分的な歪み、スキニ

部分的な変色・旧ヒンジの残留・部分的なス　　　保存状態：全体に黒ずんだ汚れ　　　　　　　　ング

キニング　　　　　　　　　　　　　　　　処置内容：ドライクリーニング、中性紙マット　　　処置1ノ寸容：ドライクリーニング、フラットニング、

処置内容ニドライクリーニング、テープの除去・　　へのマウント　　　　　　　　　　　　　　損傷箇所の補1修および補強
lli性紙マットへのマウント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《彼らを惑わしたる悪魔は火と硫黄との池に　　　ジャック・ヵロ
　（9）哀悼》　　　　　　　　　　　　　　　　投げ入れられたり、ここは獣も偽預言者もま　　　《バトモス鳥の聖ヨハネ》

Gl970⌒O〔｝09　　　　　　　　　　　　　　　　　た」，・1一る所にして》　　　　　　　　　　　　　　G．1987－Ol83
保仔状態：焼け・部分的な染み・四辺に破れ　　　G．1995－｛〕036　　　　　　　　　　　　　　　保存：1尺態：部分1’1〈Jな盃み、紙片や接着剤の

等の損傷・市販テープと接着剤の残留・スキ　　　保存状態：汚れ、テープの残留、欠損　　　　　　残留、スキニング、汚れ

ニング　　　　　　　　　　　　　　　　　処置内容：ドライクリーニング、テープの除去、　　処置内容：紙片と接着剤0）除去、中性紙マ
処置内容：ドライクリーニング・市販テープの　　　中性紙マットへのマウント　　　　　　　　　　ットへのマウント
除去、lll性紙マットへのマウント

迦・埋葬》　　　　！≧款年のあひだつなぎおき》　琳ア；1鷲，エiJ．一。フ。ルタ。梛ls

㌫1繊け煕♪的な酬拗、四雀罐：：㍑㍑㌫、州紙マ。ト罐鞠のための扉絵》

㍊り禦；蓼劇∫販　フと接着剤の　一のマウント　　　　　齢・1犬態塾フ・クシ・久繊テープの

蜘罐㍊馴テープ等鑑㌶鷲織㌫1繍；議㌫繍麟こ
《ql酬への降ド》　　　　㌶1濃鮒に黒ずんだ湖、　　へのマウント

響燃舗1雛霊㌫㌫竺9獣ライクリーニンク’ll酬マソト㌫フレダ・

翻謬㌃ニン久テープの1除去、蕊、書の御鰍酬より》　㌫i騰・Z・㌘シ・久・b販テープ欄

損酬の補修および‡，肱帷紙マ・トへ　僻、1犬態・全体に黒ずんだ油　　　
斉1」°

1轡ぷ三♪的な染み　、．、
のマゥント 　　　　歎蘇㌘一二・ク・・噸マ・ト麟舗認二瓢と馴
《（12）そ夏i舌》

㌶繊ぱみ、1日ヒンジ（市販テープ）㍊蕊たる女あ｝）て》　　　㌫顕㌶㍍

寸s



G21川・OO　L）　1　　　　　　　　　　　　　　　処ii，’il内容：ドライクリーニング、紙片〔テーフ）　　保存状態：ヒンジの紛失、汚れ、フォクシン久

保存状態：フけシン久市販テーフ．の残留、　　　と接着・剤の除去、中性紙マットへのマウント　　　紙片と変色した接着剤の残留

汚れ・破れ等の損傷・スキニング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処置内容：ドライクリーニング、紙片と接着剤

処置内容：ドライクリーニン久紙片の除去、　　シャ戊レル・メリヨン　　　　　　　　　　　　　の除去、ll，性紙マットへのマウント

損傷箇所の補ll参および補強・中性紙マツ1・　　　il784年頃のホンート・シャンジコー｛ニコル

へのマウント　　　　　　　　　　　　　　　の原Vlliに基づく）　　　　　　　　　　　　　《（2）沼の化、悲しげな人間の顔》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2｛）C｝！）．OOll；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GL）（OO｝　）－O（　｝2！　）

ロドルフ・ゾレダン　　　　　　　　　　　　　　保存状態：焼け、フィクシング、染み、スキニ　　　保存状態：ヒンジの紛失、汚れ、四辺に破れ

魔法の家　　　　　　　　　　　　　　　　ング、付着物、テーフと変色した接着剤の残　　　等の損傷、スキニング、1］1ヒンジの残留

G20川肥5　　　　　　　　　　　　　　　留、欠損等による損傷　　　　　　　　　　　処；i’（内容：ドライクリーニング、旧ヒンジの除
保存状態：焼け、iりれ、フー・1クシング、市販テ　　　処ii’i：内容：ドライクリーニング、紙片と接着剤　　　去、損傷筒所θ）補修、中性紙マットへのマウ

ーヲの残留　　　　　　　　　　　　　　　　の除去、ilt性紙マットへのマrソント　　　　　　　ント

処置内容：ドライクリーニング、紙片の除去、

lli性紙マットへのマ・」ノント　　　　　　　　　　シャルル．メリヨン　　　　　　　　　　　　　　《（3）陰雀な風景の中の狂人》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《1621年の火災後のホン・ト・シャンジュ　　　　G’L）009’oo30　　　　　　　．
ロドルフ・ブレダン　　　　　　　　　　　　　（デツラ・ベッラθ）原画に基づく）》　　　　　　　保存状態1ヒンジの紛失・汚れ・川ヒンジや

z森のなかの小川》　　　　　　　　　　　　　　　G．L）009－OO17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紙片の残留、角に損傷、フォクシング

（1．L・009－OOL）（l　　　　　　　　　　　　　　　Wミ存状態：汚れ、フォクシン久水染みを含む　　　処置内容：ドライクリーニング・紙片の除去・

保存状態：汚れ、旧補修跡、部分的な級や　　　染み、四辺に沿って折れ等の損傷、接着剤　　　損傷箇所ぴ）補修、中性紙マットへのマウント

歪み、市販テープの残留　　　　　　　　　　　の残留、スキニング
処置内容：ドライクリーニング、紙片の除去、　　処置内容：ドライクリーニング、接着剤の除去、　　　《（4）胎児のごとき存在もあった》

中酬マ・トへのマウント 　　　1’an2i　t；tt－i所の補修・中性紙マ・トへのマウ・ト　㌫濃，ヒンジの微、肋、四辺輔｛こ

保存状態：汚れ、フォクシング、焼け、市販テ　　　保存状態：汚れ、スキニング、焼け、ll∫販ヒン

ー
プの残留　　　　　　　　　　　　　　　　ジテープの残留、フォクシング　　　　　　　　　《（5）奇妙な軽業師》

処置内容：ドライクリーニング、紙片の除去、　　処置内容：ドライクリーニング、テープの除去、　　G20酬｝032
111性紙マットへのマウント　　　　　　　　　　中性紙マットへのマウント　　　　　　　　　　保存状態：ヒンジの紛失・汚れ・フォクシング・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角に折れ等による損傷、旧ヒンジや紙片の残

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y・JJ
フェリックス・ブラックモン　　　　　　　　　　　シャルル・メリヨン　　　　　　　　　　　　　　川
《「ラ・フォンテーヌの寓話』：猿と猫》　　　　　《アルマン・ゲローの肖像のための縁の構　　　処置内容：ドライクリーニング・紙片の除去・

G．2001－OOO2　　　　　　　　　　　　　　　　想》　　　　　　　　　　　　　　　　　　損傷箇所の補修および補強・中性紙マット
保存状態：汚れ、焼け、染み　　　　　　　　　G．2009－OO　19　　　　　　　　　　　　　　　へのマウント

禦欝ライクリーニン久州紙マット甥莞謝催…場㌶禦三　《（6噸めたとき、私はきびしく無情な横顔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ、破れ　　　　　　　　　　　　　　　　　をした叡智の女神を見た》

搬1ご；の＿集、：：．Y．．．t，、織聯蒜㍍繋灘㍑㌘㌶瓢㌶
初に水溜り・次いで娼婦ご孝申殿の限・兵隊　　、　　　　　　　　　　イ儲

総舗‥頭剛’岨か乙㍑彬ヤルポニェ1岬、アカ・ア》當麟講；㌫誌㌶鷲
㌫耀蹴黒ずみ　　　㌶《』｝，フ，クシン久儲物拗1噸、一のマウント

竺麟ライクIJ－＝ン　マツト 纐三㌘；；1〈久テー去・曇薦ぎ

シャルル’メリヨン　　　　　　　　　．　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保存状態：汚れ、フォクシング、市販ヒンジテ

囎毎の撒ち（ゼーマンの原1山iに基㌶11・㍊るいはナポレ酬等学　認怒蕩㌶こ。グ綱除去、

㌫1躍、汚れ調と㌶榊酬、フ蕊。。21　　　　　・1轍マー1トーのマウント”
オクシング　　　　　　　　　　　　　　　　　保存状態：焼け、フォクシング、縁や角に破れ　　　　　　．

禦㍍トドライクリー二・グ・中性紙マ・ト蹴端傷・1寸着物・lllヒンシの残留・爆乙㌫㌶㌶；蒜イン

シャルル．、リ。ン　　筆1；撚言㌶高r㌶漂騰・禦ξ夕り・部分噸み・紙

鰻と2⑭げ（フ・ン・デ・フェルデの　ノト　　　　　　　処置崎、1・ライクリー二以細一の除2：・、
瓢i議つく）》　　　　　シャル，レ．、リヨン　　　　中酬マ・トへのマウント

傷嚇二蹴水染み瀦斉1］の酬フ≦1蕊i　　　　　　　　（処置・内田酬
処置内容：ドライクリーニング、中性紙マット　　　保イf：状態：焼け・汚れ・染み、フォクシング、

へのマウント　　　　　　　　　　　　　　孔、紙片と変色した接着剤の残留
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処置内容：ドライクリーニング、紙片の除去、

シャルル．メリヨン　　　　　　　　　　　　　中性紙マットへのマウント

《マドモワゼル翼とルーヴルの一部（ゼー
マンの原画に基づく）》　　　　　　　　　　　オディロン・ルドン
G2〔｝09百0015　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ゴ’ヤーkJkl』　より

保存状態：焼け、汚れ、部分的な雛、旧ピン　　　《（1）夢の中で私は空に神秘の顔を見た》

ジやテープの残留、変色した接着剤の残留　　　　G・2009－0028

うり



保存科学に関わる活動報告
Report　on　Conservation　Science　Activities

展示室や収蔵庫の環境管理、館内への生物侵人・4：息状況の調　　　　震ピット内の床では117galだが、免震基台や彫刻の1品1；では

査、貸出作品の管理などのルーチンワーク以外に、おもに以下の作　　　　40ga1程度であった。

業を行なった。また、2011年3月に発生した東北地ノ∫太平洋沖地震　　　．地震直後から、美術館内や敷地内における放射線1，1：を、電離箱

による被害と対応について、簡単に記しておく。　　　　　　　　　　　　式サーベイメーターにより継続的に測定している、この装置は低

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線量率では精確な数値を検川することはできないが、線1，1：率の

1．国際シンポジウム報告書の刊行　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおよその変化を把握することは可能である。

2009年7月に本美術館にて開催した、JP．ゲッティ美術館国立西洋　　　　．放射線については、海外の美術館、所蔵家等の関心が高く、特

美術館共催国際シンポジウムの報告書『美術館・博物館コレクショ　　　　別の防護と説明が強く求められている。海外から作品を借川す

ンの地震対策』（日本語一英語のバイリンガル）を、2011年3月に刊行　　　　　ることが多い西洋美術館では、貸し手が安心できるような放射線

した。報告書の編集および校正は、高嶋と河口が行なった。　　　　　　　　対策を示すことができるよう、地震直後から東京文化財研究所と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連携し、情報の共有に努めている。

2．薬占6管理

化学実験室および絵画修復室の薬品庫や冷蔵庫内の薬品を整理　　　　5．作品調査

し、全薬品名とその保管量をエクセルのファイルとしてまとめた。　　　カミーユ・ピサロ作《収穫》（P．1984－0003、カンヴァス）の展色材は、

劇・毒物の使川を記録するノートを作成し、また廃液の捨て方の　　　　乾性油なのか、卵なのか、もしくはアラビアゴムや膠なのかが不明で

ルールを作成して、これまで以、一ヒに薬品が安全に管理できるように　　　　あった。そこでメディウムを調査するために、ゲッティ保存研究所

した，、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（GCI）にごく微量の試料を持参し、GC／MS法とエライザ法による分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を依頼した。その結果、地塗り層も彩色層も、展色材は膠であること

3．《地獄の門》の計測機器や免震装置のメンテナンス　　　　　　　　　が判明した。西洋美術館では、地塗り層や彩色層の顔料の同定を

3次元加速度計および風向風速計の定期点検と、免震装置の定期　　　　行なった，、　　　　　　　　　　　　　　　　　（高1鳴）ミ穂）

点検を、2011年2川こ行なった，免震装置の定期点検では円弧ロー

ラー支承のピニオン（歯il・1）部に錆が発生していたため、錆を除き亜

鉛ペイントにて補修を行なった。

4宋北地駄榊噸lk噸害と対応　　　　蕊ll蒜r㍍忽蒜隠二蕊蒜ll：1ヨ蕊㍑
．本館、新館、企llhi展示館ともに、停電や照明器具の落’ド、空調の　　　　alld　storage　areas，　pest　management　in　all　museum　fa（二ilities、　aiid　loan

　不調など、作品にダメージを与えるような被害はなかった。レトロフ　　　facilities　management・The　DePa「tment　also「esPonded　to　damage

イ。ト［1法で触してある本館と、而樹髄である新館のあいだ　caused　by　the　G「eat　East　Japan　Ea「thquake　that　st「uckin　Ma「ch　2°ll・

　のつなぎ廊ドσ）床材が浮き上がり天井材が剥落したが、もともと　　　　1．publication　of　lnternational　Symposium　proceedings

　この部分は免震装置が働いたときに崩れるように設計してあり、　　　In　July　2009，　the　NMWA　c（）’o「9anized　a　symPosium，　together　with　the　J．

地震後すぐに補修した・　　　　　　；lll、1訳1議蒜跳隠蒜1；：ll忽；1蒜1蒜
．新館や企画展示館に展示してあった作品には被害はなかった。　　　Takashima　and　Kawaguchi　edited　the　proceedings，

　本館に展示してあった作lllllは、作品そのものには被害がなく、額

の小さな欠継作品と額とのあいだにスペ＋として挟まっ　《漂認el蕊蕊s、。，he　chem、cal　m、，。，、、1、．c．binets　and

　ていたコルク片の落ドや、額の裏側下部に付けていたスポンジ　　　　refrigerators　of　the　science　laboratory　and　painting　conservati（川stiidio，

　の落ドが認められた。スポンジが落下した作品（ワイヤー吊り）で　　　c「eatin9　an　Excel　sP「eadsheet　listing　all　chemicals　and　medicines　and

は・綱まわりの壁にこすれた痕力・あり・地震時・作品力嚇に　：隠蕊跳蕊蕊1：三ll蒜蕊1潔lll蒜：㌔

　揺れたことが明らかであった．、地震後の数日間に、本館に展示し　　　substances，　and　rules　were　estab］ished　for　the　disl）。sal（、f　chemical

　てあるすべての作品の裏にウレタン製のスポンジを装着して、余　　　waste　liquid・

震によるさらなる継：を防いだ・　　　　　　　3．　M。、。，enance。f，h。　Mea、u，、。g　l。，，，ume。t、　and　S。、，m、，1、。1。t、（）11

●　《地獄の門》の免震システムは、5基の免震装置（liJ弧ローラー　　　Devices　on　Tfie　Gates　ofHeU

　支承）と2基の粘性体ダンパーから成り．、ltl　・）ており、免震システム　　　In　February　2011，　periodic　maintell（111ce　was　carrie（1　out　oi）【hdhre（し

により明らかに膿動が小さくなったことが蹴された・繊され　ll蕊1㍑ぽ霊1：ぎ1ぽ1蒜蕊、llばi憲㍑：

　た最大加速度はX方向（彫刻に向かって左右方向）において、免　　　　seislnic　is。lation　device　testing　revealed　that　c。rr。sion　had。ccurr（’d～at

Io



thc　SUrf；lc－（v　ol　thいpilliOIIS《）f　ll1いcirCUI三ll’rO｜k，r－bearing　e（ltliPl11（・lll．’rhis

c・rr・sion　WaS　r（・m‘）ved　alld　illlti－corr（　．）s　iol）paint　applied　t《l　allいck・（1

i｝r（、EIS，

4．Damage　Caus（・d　by　the　GreaU・last　JaPan　Earthquake　and　Oし1r　ResP《）Ils（－

1畑r川gthいe（IT’ihquak（s，川いMain　Buil（lin9、　Nいw　Willg　lmd　SPe（’ial

Exhibi｛ioll　V～ノillg　did　l）ot　cxPcl’iいncc　elcctl’i（’al　bla℃kouts．　co［lapscd

lightilll，　equiPll）｛・llt　atld　c｜i｜n《lte　cOIltrol　sysk・m　irreguk’iritic、s　that　（’ould

callsいdamagse　l《｝art　works，　ThいMain　Btiil（’1ing　was　seisllli〔’ally　isolatcd

with　a　BasいIso］ation　Retrofit，　wllildhe　New　Wing　llas　earthcluake－

rPsislant　col）strllctiol1，　Parl　of　thc　flo〔｝rillg　in　the　pass乏19e　conllectil｜9

tlK・’se　tw《）1川ildillgs　liftいd．　and　sectiolls　of　ccimlg　materi《ユls　felL　l　lowever

this　area　was　GllcUlat（・（l　to　collapse　whell　the　seismiC　mitigation

cqUiPmellt　a（・tivated　and　it　w三ls　proml）tly　rePaired　immediately　after　the

c、art1｜〔1tltlk（、．

　　The｝’e　was　llo（lainage　to　the　art　works　on　display　in　the　New　Wing　or

the　Sl）ecial　Exhil）itiolls　Wing，　ln　the　Main　Building、　while　the　art　works

oll　display　themselves　were　not　damaged，　there　was　solne　slight

damage　to　frames，　the　cork　sections　used　as　spacers　between　painting

alld　fralve　droPped　out，　and　the　sponges　used　as　cushioning　on　the

back　ol　the　lower　sections　of　the　fralnes　felL　The　wire－suspended　works

whose　sponges　fell，　scratched　the　wall　surfaces　surrounding　the　art

works，　and　clearly　the　art　w（．）rks　had　swung　to　right　and　left　during　the

earthquake　itself，　Several　days　after　the　earthquake，　urethane　sponge

was　fitted　to　the　backs　of　all　works　displayed　in　the　Main　Building　to

prevent　damage　from　any　resulting　aftershocks．

　　The　seismic　mitigati（）n　system　for　Tlie　Gates　of〃e〃consists　of　five

circular　roller－bearing　fittings　and　two　viscose　dampers．　In　this

earthquake，　clearly　the　seismic　mitigation　system　Iessened　the　seismic

rnotion　of　the　sculpture．　The　maximum　measured　acceleration　in　the　X

direction（to　the　right　and　left　of　the　sculpture）was　l　l7gals　in　the

seismic　isolation　pit，　while　the　isolation　base　and　upper　section　of　the

sculpture　itself　was　about　40　gals．

　　From　immediately　after　the　earthquake，　the　amounts　of

environmental　radiation　in　the　museum　itself　and　the　museum　premises

have　been　continuously　measured　using　an　ionization　chamber　type

survey　meter．　This　equipment　cannot　produce　accurate　measurements

of　low　dose　radiation，　but　it　can　rePort　daily　changes　in　radiation　rates．

The　heightened　concern　about　radiation　voiced　by　overseas　museums

and　art　work　lenders　meant　that　we　must　take　special　precautions　and

strengthen　our　explaIlatory　process．　Given　that　the　NMWA　borrows　a

large　number　of　works　from　c）verseas，　we　have　been　seeking　to　reassure

overseas　lenders　ab（）ut　our　anti－radiation　measures．　Immediately　after

the　earthquake，　we　coordinated　with　the　National　Research　Institute　for

Cultural　Properties，　Tokyo，　to　share　reports　and　information．

5．Scientific　Examination　of　Art　Works

It　was　unclear　whether　the　binding　medium　of　Camille　Pissarro’s　7ソle

Harvest（P．19840003，　painting　on　canvas）was　drying　oil，　egg，　gum

arabic　or　glue．　To　answer　this　question，　we　asked　the　Getty

Conservation　Institしlte　to　analyze　small　samp［es　from　the　painting、　using

the　GC／MS　and　ELISA　methods　in　their　analysis．　Their　results　showed

that　the　binding　mediuln　on　both　ground　layer　and　painting　layer　is　a

glue．　The　identification　of　pigments　of　the　ground　layer　and　paintillg

layer　were　conducted　in　the　NMWA．　　　　　　　（Miho　Takashima）

41



研究資料センター

The　Research　Library

研究資料センターは西洋美術史や関連諸学に関する資料を収集　　　　伴い新たに必要となった遡及人力については、インターン生2名が

し、当館職員の職務の遂行に資すること、および外部の美術館学芸　　　　実際の作業にあたり、その結果、カタログ・レゾネ約650冊の，li：誌レ

員、大学研究者等の調査研究に資することを活動の柱としている。　　　コードが更新された。

この図書館としての活動に加えて、さらに、収蔵作品情報の公開、美　　　　研究資料センターは例年どおり週2「1（火・金曜川、外部利川者向

術館ウェブサイトの運用などの業務も行なっている。以下、順を追　　　　けに開室した。計187日間の開室日に美術館学芸員、大学院生、両

って本年度の活動について報告する。　　　　　　　　　　　　　　廊スタッフ等の計509人の利用があった。

図」－1・資料の収集については、前年度同様、中LHrから20世紀前半ま　　　　収蔵作品情報の公開については、前年度に続いて’F成22年度科

での西洋美術を収集対象とする方針に従い、図書および逐次刊行　　　　学研究費補助金研究成果公開促進費（研究成果データベース）を

物の収集、電子ジャーナルの継続契約などに努めた。これまで当館　　　　獲得し、収蔵作品管理システム「Artize　MA」において次のとおりコ

で契約してきた美術書誌『Bibliography　of　History　of　Art（BHA）』オ　　　　ンテンツ登録作業を行なった。すなわち、1）新収作品登録、2）「国

ンライン版がゲティからプロクエスト社に売却され、新たに　　　　立西洋美術館総目録絵画篇』（1979年）、「国立西洋美術館新収蔵

『lnternational　Bibliography　of　Art（［BA）』として生まれ変わったの　　　絵画目録昭和54年一平成元年』（1990年）掲載の来歴データの登

を契機に、9月よりIBAおよび『ARTbibliographies　Modern（ABM）』　　　録、3）『国立西洋美術館年報』（1967－2007年）掲載の作品貸出歴デ

の利川契約を開始した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一タの登録である。このほか、ウェブサイトに掲載するため、画像の

　ソム資料交換事業の一環として例年実施している相手機関ヘ　　　　トリミング・変換作業も実施した。

の当館1：ll行物の発送については、発送を準備していた時期に東日　　　　独立行政法人国立美術館所蔵作品総合目録検索システムに対

本大震災が発生したため、郵便事情その他への影響に配慮して計　　　　しては、新収作品データ等20件を提供した。また昨年度、国立情報

1呵を一IL休1ヒすることとし、次年度に先送りした。　　　　　　　　　　　学研究所との共同により試験的に実施した国立美術館版「想一

　図ll｝：資料の整理｛こ関しては、2000年度末より使用してきた図書館　　　　IMAGINE」との自動連携について、本番公開に移行させた。

システム「LVZ」がソフトウェアの開発終了、ハードウェアの老朽化に

より継続使川が困難になっていたため、新システム「NeoCilius」に入　　　　美術館ウェブサイトについては、広く海外へも情報を発信するため、

れ替えてハードウェア・ソフトウェアを一新し、あわせてデータの移行　　　　前年度と同様に展覧会情報（常設展、特別展）やイベント（講演会・

作業も行なった、‘新システムに移行・登録された書誌レコード件数　　　　シンポジウム等）、教育プログラムなどの日英2力国語による情報提

は年度末時点の累計で図書44，620件、雑誌2，723タイトルである、，　　　　供に努めたほか、開館時から現在までの展覧会の基本情報を英訳

　このほか図1！｝：整理に関連し、当館は従来から独自の件名付与作　　　　し災語版サイトで公開した。

業を行なって、作家名や美術館名などの主題内容による検索を支　　　　　ウェブサイトで公開している収蔵作品データベースについては、

援してきたが、今年度、カタログ・レゾネの検索を容易にするため、件　　　　従来より作品の基礎データだけではなく、より専門的な来歴・展覧会

名作料こ関するローカル・ルールを一一部改正した。こうして作家名　　　歴・文献歴等の情報も日英2力国語で入力し、国際化、情報化の要

と、「カタログ・レゾネ」という語を欧文で入力することで、求める作　　　求に応えるよう努めてきたが、今年度、米国の主要な美術劇“1誌

家のレゾネを容易に検索することができるようになっている。これに　　　　『Master　Drawings』（vol．48，　no。3，　2010）収録のオンライン・リソース
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収蔵作1」｜ilデータベース　表示機能改良前　　　　　　　　　　　　　　　　　改良後、作｜llll冷図の拡大表示が可能になった
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集で、アジアから唯・、Xi・術館収蔵1／hllll｜データベースとして掲載され　　　　1）os！poll（’dish『ibution　until　the　f（）110w’ing　fiscal　year．

たことは、こうした取り組み、が国際1’1〈Jに認y）られっっあることを示し　　　　　］tl　te「ms°f（’alalogllil19　chilllges　occu「「ed（1ue　to　the　fact　that　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LVZ　softwi）rv、　which　wいhavc　usいd　since　the　end　of　fisca12000，　ceased

ている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll¶w　devdol）lnel｜1、　and　oL1　t’11ardwar（had　aged　to　the　point　where

　　また、教育現場などでのll｜ii像θ）利活川に資するため、同データベ　　　　col）ti：）u（．：（hls（・was　becommg　tmtcnal）ke．　As　a　result　we　replaced　both

一
スのllhi像の表示機能を改良し、作it　lllの全1叉1の拡人表示を行なえ　　　　hardwa「c　iltld　s°ftWilt’e　with　ll　l“’w　system　called　NeoCILIUS，　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lrallsl（・rrいd（）v（rall　OUrdatil，

るようにしたこれをきっかけにホームページび）サイトポリシーを見直　　　　　［］1　t．elati（）11　to　otlKcl’ca｛i．110gtlitllf　lllaners，　in　the　past　the　NMWA　has

し、｜↓（ら教でfllI’1（Jで不1」川す、る場合に限り（♪1：1交（ノ）」受業、）こ術館（ノ）満　　　　　（’iurried（川t　its〔）wll　lllliqlle　subjc・d　headings　assigmnent　and　has

演会など）、lllli像を許諾なく不1」川できるようルールを改Sl］iした．川請　　　　stl｜）P°「k’d　sea「c］｜es　by　st．rch　kcyw（）「（｜s　as　a「tist　name　a「）d　museum

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llame．　This　fisualycarwc　revisud　ourlocal　ntles　regarding　assignment　of

が不要になり実態を統計的に把握することは難しくなったが・’11館に　　　　sllblect　headings　in　order　to　sil1｜plify　search（s（）f　catalogues　raisonm6s．

電∫・メールでもたらされた米ボストン）こ術館の講演会での使川事例　　　　This　n（．）cessitatcd　reh’osl）ectiv〔data（・11hy　revisions　which　were　carried

などからは、ねらい通り教育普及活動支援に結びついていることが　　　out　by　two　illte「11s’As　a「esul卜the「c’co「ds　fo「aPP「（，ximately　650

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cataiogues　raisonn6s　have　beei’）llPdated．　This　means　that　now　the　user

窺える　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川1｜雅．f）　　　　can　pull　uP　Eund　sear（：h　the　catal（）glle　raisonnでs（）f　the　desired　artist　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ent　cコ　ri　ng　in　a　Western　Iallgua9（）the　artisゼs　Ilal‘ne　alユd　the　term

［新規契約IE∫・リソース］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘catalogues「aisonn6s’・

1・tem・ti・na1　Bibli・9・aphy・f　A・t（IBA）　　　　　　　　As　usual，　the　Lib「a「y　was°pell　tw・days　a　w・・k（Tuesdays　and

ARTbibli・9・aphi・・M・d・・n（ABM）　　　　　　　　F「idays）t°exte「nal　us．　e「s・　This　meaiit　a　t°tal°f　92　day．s°pen　during　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　year．　A　total　of　509　art　museum　cur〔）tors、　gf　ra（tuate　students　and　gallery

「研究資料センター公開］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　staff　membe「s　us『；the　hb「alies°1）　th°se・°Pell　d『ys’　　，　　　’

　＝｛人（新規74人、更新57人）　　⊇繍鷲1ジ…1：1照粥灘
閲覧者数：509人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Results　from　the　Japan　Society　for　the　promotion　of　Science　and　were

出納：1・024件・2，966点　　　　　　　　　　　。bl。　t。　ent。，・he　f。11。wl。9　c（川te。・，　i。t（＿c。11，。ti。＿anag。m。，・

複写：1，444件（18，717枚）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　system（Artize　MA）：1）entry。f　newly　ac（luired　w・rks；2）entry　of

撮影：85件（508枚）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　provenance　data　published　in　thc　NMWA．Catal。gue　of　Paintings（lg7g）；

レファレンス：13件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　NMWA　Catalogue〔）f　Painting　Acquisitions（1979－1989）（1990）；and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　entry　of　art　work　loan　history　data　fr（〕m　the　Annual　Bulletins　of　the

［ウェブサイト］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NMWA（1967－2007）．　ln　additi（m、　we　als（）carried　out　image　preparation

アクセス件数：7，789ρ85ページビュー（所蔵作品データベースへの　　　such　as　trimmin9　and　file　conversion　for　publication　on　the　museum

アクセス1，506，090件を含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　website・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Regarding　the　Union　Catalog　of　the　Collections　of　the　National　Art

［国立西洋美術館所蔵作品データベース］　　　　　　　　　　　　　Museums・JaPan・we　suPl）lied　data　on　twenty「lewly　acqui「ed　a「t　wo「ks・

公開データ数：テキストデータ4，389件、lllli像データ4，142件　　　　　　　　Fu「the「，「ega「ding　the　autoinati（）n　of　the　“．SO’lmagine”・ameta　catal（）9ue

アクセス件数：1506，090ページビュー　　　　　　　enginr　f°「electi’°11ic「e；°u「ces°f　the　Nilti°nal　A「t　MuseulnO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　collections　databases　project　condしicted　joillt1YT　from　the　precedlng

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fiscal　year　with　the　National　Institute　of　lnformatics，　was　opened　to　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　public．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　In　order　to　further　disseminate　illformatioll　to　overseas　users，　we

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　continued　efforts　fr〔，m　the　preceding　fiscal　year　t（）make　the　NMWA

The　Research　Library　collects．　materials　re］ated　to　the　history　of　Western　　　　website　Inore　completely　bilingual　and　internatioiitally乏iccessible・with

art　and　its　ancillary　discip］ines，　provides　materia［s　for　the　advancel－nent　　　　exhibition　inf（）rmatioll（permanellt　collection　gallei’ies　and　special

of　work　by　museum　staff　members，　and　aids　in　survey　research　done　by　　　　　exhibitions）and　event　illlormation（such　as　iectures　and　symposia）・

curators　and　scholai’s　from　other　institutions．　In　addition　to　its　　　　a1（）ng　with　educational　pr〔）grams　illformati（）ll，　now　made　fully　available

management　of　books　and　journals　in　the　NMWA　holdings，　the　　　　in　both　En91ishandJapanese・

Research　Library　a［so　manages　information　on　the　works　in　the　　　　　　Fu　「ther，　in　orderto　provide　images　for　use　in　educational　settings，　we

collection　and　admiiiisters　the　NMWA　official　website．　The　following　is　　　　improved　the　display　function　of　ima．ges　in　this　database・and　created　a

areporton　theactivitiesofthepastfiscal　year、　　　　　　　　　　　　　　　　means　of　enlarging　entire　work　images．　On　this　occasion，　we

　　In　terms　of　materials　collection、　we　continued　to　collect　books，　　　　reconsidered　the　NMWA　website’s　site　Poli〔：ies　a1〕d　revised　the　rules　so

periodicals　and　electr（）nic　media　in　line　with　the　collection　policy，　　　　that　images　can　now　be　used　with（，ut　seeking　lomal　I）erlnission，　in　the

focusing　on　Western　art　from　the　medieval　period　through　the　first　half　　　　case　of　particular　use　f（）r　educational　purp（）ses（school　education・

of　the　20th　century，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　museum　lectures　and　similar　situations）・Foll（）wing　removal　of　the

　　The　Library　has　had　a　contract　to　purchase　the　Bibliography　of　　　　apl）licati（m　process・it　is　yet　difficult　to　gauge　the　tota｜Ilumbers　of　uses

History　of　Art（BHA）but　in　2010　the　Getty　Research　Institute　handed　　　　　of　these　images，　but　given　the　instances　detai｜ed　in　e－lnails　received　by

over　production　of　this　resource　to　ProQuest　who　will　now　publish　this　　　　the　Library・these　images　have　been　used，　for　example，　in　lectures　given

online　database　as　the　new　International　Bibliography　of　Art（IBA）．　　　　as　far　away　as　the　Museum　of　Fine　Arts・Bostol1・Thus　clearly　the

Given　this，　as　of　September　2（）10，　the　Library　began　new　usage　contracts　　　　targeted　educational　use　of　these　materials　is　being　realize（1・

for　the　IBA，　as　well　as　the　ARTbibliographieg．　Modern（ABM）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Masako　Kawaguchi）

　　Earlier　this　year　while　we　were　preparing　to　dispatch　our　annual

group　of　NMWA　publications　to　the　corresponding　instituti（）ns、　in　line

with　our　ongoing　materials　exchange　program，　the　Great　East　Japan

Earthquake　struck　Given　the　resultant　postal　system　disruptions　and

other　ensuing　issues，　we　were　forced　to　temporarily　halt　this　plan　and
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［New　Electronic　Resource　Contracts］

Intemational　Bibliography　of　Art（IBA）

ARTbibliographies　Modern（ABM）

［Public　Use　of　the　Research　Library］

Days　open：92　days

Registered　users：131（74　newly　registered，57　renewals）

Number　of　visitors：509

Number　of　items　requested：1，024，　for　a　total　of　2，9660bjects

Number　of　photocopies　made：1，444　requests　for　a　total　of　l8，717pages

copied

Photographs　requested：85　requests　for　a　total　of　508　photographs

Reference　requests：13

［Website　Statistics］

Hits：7，789，085　page　views（including　1，506，090　hits　for　the　collection

database）

［NMWA　Collections　Database］

Publicly　accessible　data：4，389　items　of　text　data，4，142　iterns　of　image

data

Hits：1，506ρ90　page　views



教育普及に関わる活動報告
RePort　on　Educati（m　Progralns

1）常設展関連プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　・講演会
’I

G館の所蔵作品および’、；1『設展示に関連して実施されるプログラム　　　　　時川・場所：14：0（）－15：30　講堂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料
■〕庭秤∫トーク

所蔵作品5～7点をじっくり鑑賞していく・ボランティア・スタッフによ　　　　｜フランク・ブラングィン展］

る般向けギャラリートーク開館している第1・311曜1｜とIllliilliに　　　4J」1711（E）

実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「挿絵本から壁1川iまで　　川：紀末の美的生活空r｝tiとブラングィン」

2010｛1渡：642名（54件）　　　　　　　　　　　河村錠一郎（・橋大学，丁謝1二会O「究科㌢，誉教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：83名
■建’築ツアー

ル’コルビュジエ設計の本館や前庭を巡る・ボランティア’スタッフに　　　5月22U（－1：）

よる’般ll・jけ建築ツアー・酬iしている第2’41コ曜Hに実施（当1－1　「フランク・ブラングィン労働、男性性、　硬画」

f約制）°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ティム・バリンジャー（エール人学教授）　＊同時通訳つき

2010年度：199名（19件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：51名

参賭、167名　　　　　　　　　　「イタリア’バ゜ック麟への招竺」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金山弘昌（慶雁義塾大学准孝対受）

「クリスマスの物語」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：131名

クリスマスの物語を聞いた後、展示室でクリスマスに関連のある作
品を鑑賞した，作品ごとにツリーの形をしたカードを1枚ずつ集め、　　　［デューラー展］

最後にそのカードを色々な模様のスタンプで飾った。　　　　　　　　　10月26日（火）　13：00－14：30

11時：12月18日（十）、19．　II（lD　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ヴィクトリア美術館のデューラー・コレクションについて」

　　　各U，i）9：45～　［．2、10：15～　：3・10：45～　④13：45～　　　　　　　　キャシー’レイ（メルボルン国立ヴィクトリアX’：一術館版llki素tlVi室長）

　　，1．5A4：15～　・6‘14：45～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊同時通訳つき

場所：本館1階ロビ＿、常設展示室　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：63名

参加費：常設展観覧料
参加者：78名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll月14日（］D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「デューラー研究家前川誠郎」

「クリスマスキャロル・コンサート」　　　　　　　　　　　　　　　　　勝國興（同志社大学名誉教授）

クリスマスに教会で歌われる賛美歌などを特集したア・カペラのコ　　　参加者：75名

ンサー1＼、

蒜こう㌃鴛ス．バージ。ン）　　　　［カポデイモンテ美術酬
クリスマスやキリストi、1髄するイ乍　，1を・1、N、、常設展力・ら1点を取　7　J－」241｜（－1・）　　　　、

1㌫蒜る惣トークしt・・　　認㌶蕊謙＝重｛）
　　　各日①14、00．14、1。（．2）14、3。．14、40③15、00－15、10　　参加者：139名

場所：本館常設展示室

参加費，常設鰍覧料　　　　　　　　　8H14日（土）

llll］…：12月18n（［1）、19Fl（FD

　　　各ll，1’ll：40－12：20　　｛2／15：40－16：20

場所：本館1階ロビー（入日付近）

企画：清水・徹

演奏：板倉まなみ（ソプラノ）、木野内遥（アルト）、市川泰明（テノー

　　　ル）、目黒矢ll史（バス）

参加費：無料

参加者：440名

2）特別展関連プログラム

年3回開催される特別展に関連して実施される、講i演会、シンポジ

ウム、スライドトーク、ギャラリートーク、コンサートなど、

15



11月28日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）ファミリープログラム

「デューラーの版画芸術　黙示録木版1｝k「と3大銅版画」　　　　　　　6～10歳のf一どもと同伴の大人を対象にしたファミリープログラム

越宏一（東京藝術大学名誉教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　は、常設展示室で利川する家族向けの鑑賞川教材「びじゅつ一る」

参加者：126名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の無料貸出と、コレクションの鑑賞と創作などの体験がセットになっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た「どようびじゅつ」があり、いずれも教育普及室とボランティア・ス

12月12日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タッフによって運営、実施されている。

「デューラーの遍歴時代」

青山愛香（猫協大学准教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　・びじゅつ一る

参加者：117名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美術館は初めて、あるいは美術のことはよく知らない、という家族を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象に作られた鑑賞用補助教材で、常設展の絵や彫刻を、色々な

2011年1月9日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　視点から楽しむための道具やゲームなどがセットになっている・

「デューラーにおける名声のメカニズム」　　　　　　　　　　　　　　貸出日：4月10日（土）、4月24日（土）、5月8日（ヒ）、5月22日（D、

秋山聰（東京大学准教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9月ll日（土）、9月25日（土）、10月23日（土）、11月13日（ヒ）、

参加者：117名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月27日（土）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間：11：00－17：00（随時・受付は16：00まで）

・スライドトーク・ギャラリートーク　　　　　　　　　　　　　　　　　利用者：計442名

時間・場所：18：00－18：40　講堂あるいは展示室

参加費：無料ただし展覧会観覧券が必要　　　　　　　　　　　　　　゜どようびじゆつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常設展示室の作品鑑賞とそれに関連する創作や体験がセットにな

［フランク・ブラングィン展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った予約制プログラム。

スライドトーク：小熊佐智子（国立西洋美術館客員研究員）

4月91i（金）、4月23口（金）、5月14日（金）　　　　　　　　　　　　　　「ハッと発見！」

参加者：計109名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絵の中の人物が頭につけている物　　帽子や冠・髪飾りなど　に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注目したプログラム。グループごとに展示室で数点絵を見た後、さ

［カポディモンテ美術館展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まざまな材料を使って・各自厚紙から帽子や冠を制作した（内容は

スライドトーク：市川佳世子（慶雁義塾大学大学院）　　　　　　　　　　8回とも同じ）。

7月2日（金）、7月23日（金）、8月6日（金）、8月20　EI（金）、9月10日（金）　　　　　口時：7月10日（土）・7月24日（土）・8月14日（土）・8月28［1（上）

参加者：計390名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各日①10：00－12：00②14：00－16：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計127名

［デューラー展］

ギャラリ＿ト＿ク：新藤淳（国立西洋美術館研究員）、佐藤直樹（東　　　　「色のフシギ」

京藝術大学准教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色をテーマに・ドーナツ状の紙に自由に色つけしてコマに乗せ・回

ll月5日（金）、ll月19日（金）、12月3日（金）、12月17日（金）　　　　　　　して遊んだ。色の種類・分量・パターンによる・コマを回した際の色

参hll　K－：計130名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の変化を楽しんだ後は・展示室に行き・さまざまな色使いの絵をグ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ループごとに数点観賞した（内容は8回とも同じ）。

．コンサ＿ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ時：2011年1月8日（土）・1月22日（土）・2月12日（土）・2月26日（→：）

「絵iltliから聞こえてくる音楽」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各日①10：00～12：00②14：00～16：00

カポディモンテ美術館展に出品されている絵画作品をスクリーンに　　　参加者：計ll4名

映しながら、同じ主題の歌曲を演奏した。また、ファルネーゼ家を

はじめとするイタリア・ルネサンスおよびバロック期における貴族の

音楽趣味や食卓のメニューやマナーの話も紹介した。

日時：2010年7月14（水）　18：00－20：00（17：30開場）

場所：企画展示ロビー（地下2階）

企画・トーク：瀧井敬子（東京藝術大学客員教授）

照明：海藤事務所

演奏：彌勒忠史（カウンターテナー）、シルヴィア・ランバルディ（チェ

ンバロ）

協力：株式会社ギタルラ社

参JJII費：1500円

参加X：100名

・障がい者のためのプログラム

「カポディモンテ美術館展特別鑑賞会」

カポディモンテ美術館展の作品について、15分程度の概要説明の

レクチャーを講堂で行なった後、参加者が自由鑑賞するプログラ

ム，

lll時：7JJ31日（」二）　18：00－20：00

共同実施：三菱商事株式会社（三菱社員ボランティア27名）

参IJII者：186名（レクチャーあり112名、なし74名）

1（〕



4）学校関連プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）ボランティア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティア・スタッフは、ファミリープログラムとスクール・ギャラリー

・スクール・ギャラリートーク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トークを中心に活動を行なっているまた、活動に必要な知識や技

当館の常設展・」こ作1’lt’1について・ボランテでア・スタッフか中心となつ　　　　術を身につけるため、年間を通じて随llJ研修にも参加している，，

て実施している〕孫り制のフログラム

2010fl…1斐：2，125季！∫（90f牛｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■∬㌃重力1ノ、rブX

lこ就学児；i］：・42名［2f’D、小学生一1297名（32件）、中”」‘：生・580名　　　　1スクール・ギャラリートーク（学校関連プログラム欄参照）

（37件1、高校ノIJソ、1i・506名q9件）　　　　　　　　　　　　　　　　　2ファミリーフログラム（ファミリープログラム欄参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3k・術トーク（常㍑左£関連プログラム欄参照）

■オリエンテーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1建築ッァー（常設展関連プログラム欄参照）

人人数の団体を対象に、講堂で行なう’ilC・設展あるいは特別展につ　　　　5その他

いてのj孫り制の1『F説教で譜及室が実施　　　　　　　　　　　　　　・「クリスマス・プログラム」（常設展関連プログラム欄参照）

2010イド1隻：：3461iノ｜（8f牛）

ノ」・”iζソヒ＝78名qf牛）、llltj：：ノ1：＝190名（4f牛）、高↑交生£」、ヒ＝78名（3　　　　　i　fiJf　“参と£ミ合

件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16月17日（木）　どようびじゅつ「ハッと発見！」トライアル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28月8H（日）　美術トーク・建築ツアー担当のミーティング

゜職場訪問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「38月26日（木）研修：fども向けトークの振り返り

おもに・lli学生による美術館の仕tptこ関する訪問インタビュー教　　　r4．9月17「｜（金）tiJf修：絵画の技法～絵具練り体験と技法史の流れ

育普及室で対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．5．）9月18日（Il）同ヒ

2010年度：79名（17イノb　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　611J130H（火）どようびじゅつ「色のフシギ」トライアル

lP学生＝72名（14件）・1～訪校生以ヒ・7名（3件）　　　　　　　　　　　712JMII（Il）研修：東」；〔国iltl近代k一術館にてトーク見学および

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティアの交流会
・lkけ美術館アートカード・セット

独1’ノ：行政法人国、Z※術館所蔵作lll11を使川した鑑賞用教材アート

カードの貸し出し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）インターンシップ

2010年度：97セット（13件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当館では、西洋｝iCl術に関心をもつ人材の育成と、当館の活動をよ

小学生・61セット（7件）・中学生・36セット（6イ4：）　　　　　　　　　　　り広く理解してもらうことを目的として、大学院生以一ヒを対象とした

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インターンシップを実施している当館職貝の指導のもと、研修生
゜先生のための鑑賞プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　は所蔵作品の調査、展覧会や教育プログラムの企画補助など、そ

特別展ごとに小’中学校・高校の教員を対象に・無料観覧q6：00一　　　れそれが希望する専門分野に分かれてさまざまな業務に実際に

20：00）を行なうと同時に・展覧会の趣旨やおもな作品について展覧　　　携わる．

会担’11者’が講堂でレクチャー（18：00－18：40）を行なう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［教育普及室］
［カポディモンテ；i［2術館展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インターン：岡澤有希

日時：7月91｜（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期llU：5月1日一10Sj3111

講師：渡辺晋ll甫（国、Z西洋美術館1三任研究員）　　　　　　　　　　　指導：寺島洋子

参hll　K－：41名（レクチャーあり29名・なし12名）　　　　　　　　　　　内容：新規びじゅつ一る制作

［デューラー展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［絵画・彫刻・版画素描室］

lll侍：10月2911（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インターン：山nl拓

講師：新藤淳（国立1酉洋美術館研究員）　　　　　　　　　　　　　　期間：10月1日一2011年3月281｜

参加者：35名（すべてギャラリートーク）　　　　　　　　　　　　　指導：幸福輝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容：レンブラント展の準備、カタログ編集業務などの補佐
■夏期教貝研修

東京都図llll川1作fiJf究会゜東京国、lll近代k術館・東京都現代k術　　　　［情報資料］

館’匡位西洋）3術負官合同教員研修会　　　　　　　　　　　　　　　　インターン：岩崎真実、高品もなみ

Hil，Vt’場所：8」j2011（金）10・00－17・00鯨1玉け近代※術館　　期間：5川1－8月31日

　　　　　9Jj　211（木）14・30－17・00東」；洞立近代燭f館　　　指導：川H雅r

　　　　　　2111（火）　14：00－17：00　東京1玉位近代美術館　　　　　内容：文献資料の整理、書誌に関する知識の習得

参hll　g・：約124名（・延べ人数）

東京都中学校k・術教育研究会・東京国、ヒ近代美術館・国、ン：西洋美　　　7）他組織との連携

術館合1司研fl参会

日時・場所：8J」2311（Jj）10：00－17：00　兜；（国立近代Xl一術館　　　　　・上野高校「奉仕」課外授業への協力

参加者：42名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H時：7JJ8H（水）、12月10日（金）13日（月）17L－1（金）18口（－1：）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19日（日）　合計24時間

その他に区やiliの教員研究会に対して実施した研修　　　　　　　　　内容：「クリスマス・プログラム」の補助作業．，

参加者：計77名（3件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：5名



・東京大学大学院人文社会系研究科文化資源学研究専攻の教
育・研究における連携・協力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）Programs　Related　to　the　Permanent　Collection

期間：2010年4月1日一2011年3JJ311’1
内容：文化資源学研究専攻の一・層の充実と、’iG該研究科の］：生の　　　　゜A「1．Taiks　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，、　　　　　　　　　　　　　　Art　ra｜ks　are　designe（1　to　helP　adult　visitors　ellj・y　our　P〔・rlllanい11t
資質向上を図り、相互の教育・研究0）交流を促進した、　　　　　　　　collecti。n．　The　v。lunteer　staff　conduc：ts　Art　Talks　ev（｝tx；　Sui）dav　al）d　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　first　and　the　third　Satし1rday　whell　the　museum　is（）pen、　alld　th（yfocus

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　on　five　to　seven　ai’t　works　oi）display．

8）出版物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total　Participants：642（54　talks）

・展覧会カタログ（＊展覧会の欄参照）　　　　　　　　　　　　　　　°Architectural　Tours
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　program　is　designed　to　help　adult　visitors　enj〔｝y　the　mllseum

・展覧会作品リスト　　　　　　　　1＝；，ee，s，。ff、。。duc，、A，ch、，ec，、，al．To。，s。、，h。、。＿d。nd，he

展覧会の概要と出品作品リストを含む無料配布の作品リス1・　　　　　　fourth　Sunday　when　the　museum　is　open，　and　they　focug．。n　thc　Main

［カポディモンテ美術館展］　B4　C．二つ折り）　　　　　　　　　　　　　Building　and　Forecourt　Garden，　which　were　designed　by　tl’ie　French

［アルブレヒト・デューラー展］　B4（二つ折り）　　　　　　　　　　　　　　a「chitect　Le　Co「busie「・

［レンブラント展］　B4　C－1つ折り）　　　　　　　　　　　　　　　　Total　Pa「ticiPants：199（］9tou「s）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Christmas　Programs

■ジュニア・パスポート

展覧会の入場券を．兼ねた小・中学生を対象とした展覧会ガイド　　　　　“10－minute　Talks－Christmas・Edition”

［カポディモンテ美術館展］　9．5×76cm（七つ折り）　　　　　　　　　　Membe「s　of　the　Voluntee「staff　P「esented　lO’minute　talks　on　one　wo「k

［アルブレヒト・デューラー展］A4（二つ折り）　　　　膿蒜「惣謡㌫1：I　Galle「ies，　f°cusing（）n　w°「ks「e］at（．｝d　t（）

［レンブラント展］　A3（四つ折り）　　　　　　　　　　　　　　　　　14　December　CI・ue．）．17December（Fri．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14：0014：10　14：30－14：40　15：00－15：10

■ゼフユロス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participation　fee：Permanent　Collection　Galleries　ticket

’iG館の展覧会や教育プログラムなどの活動を広報する季刊（年4　　　Participants：167

pTI）のニュースレター・　　　　　　　　　　・Ch，i，，m。、　S，。，y・
2010年度：Nos・43－46　A5（8頁）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants　heard　the　Christmas　story　and　talks　on　the　paintings　related

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　to　Christmas　in　the　galleries，　They　were　given　Christmas　trctc－shaped

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（寺島洋子・横山佐紀・藁谷祐子）　　　ca「ds　at　each　talk，　and　they　decorated　them　with　Christmas　design

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　stamps　after　the　talks．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18－19December（Sat．＆Sun．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）9：45－2）10：15－　3）10：45－　4）13：45－　5）14：15－　6）14：45－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Location：Main　Building，　First　Floor　Lobby　and　Permanent　Collectior1

スタッフ・リスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　galleries，

［教鰍室］　　　　　．　　離膿；；e：Pe「manentC°11ecti°11Galle「ies　t‘cket
、］三島洋∫・、横山佐紀、菟8谷祐子、前園茂宏、佐藤厚子（客員研究

員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Christmas　Car・ls”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　From　carois　sung　in　churches　during　the　Christmas　season　to　popular

［ボランテ・ア・スタ・フ］　　　　　　　；；1盤1霊i漂㌫1漂1蒜霊霊㌫ngsシ
新月：智f、安藤まりえ、石川佐知子、磯i田暉子、伊藤敬子、井上直　　　　Location：Main　Building，　Entrance　Lobby

r・、小川滋、小竿真紀、栗盛苑了・、里広江、澤野1贋．一、柴田若菜、　　　Organizer：lttetsu　Shimizu

rl川詠子、鈴．木由紀、谷川武教、寺嶋直子、．長井靖．子、中野恵子、　　　Musicians：Manami　Itakura（sop・）・Haruka　Kinouclli（alt・）・　Yasuaki

中村宏）ξ、橋本典．f・、畑1｜1たまき、浜田明美、檜谷錦子、平賀恵美、　　　Ichikawa（ten’），　Tomofumi　Megu「o（b・）

福良恵は屋棚・別・所獣・前田疏三好美智子・森保端　臨臨鷹、。
川本一1津江、横｜1；llミサコ、　IIゴ田文’∫・

2）Programs　Related　to　Special　Exhibitions

■Lectures
All　14：00－15：30，　auditorium，　free＜）f　charge

Aseries　of　lectures　related　to　the　exhibition“Frank　Brangwyバ

17April（Sat．）

“ From　Illustrated　Books　to　Murals：Fill　de　Siecle　Aes．　thetic　Livillg　Sl）a（les

and　Brangwylゴ

hg



（hl　I・11191iSli、WilhS川川lldn〔・oUs川1いrprいtatiol｜）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pいr｜ol’IHいd，　LいdUrいS　Wいt’いdlSo　Pr（・Sい1“いd　regardillg　the　InUSiCal　taSte　Of

Parlicipdl）ls：51　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｛alian　noble　f～lmiliいs，　illchlding　thu　l・’arllesやfamily，　during　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Reniiis　samc’い川1（l　Bar《）qlle　Pel’iτ）ds、　al《）11g　with　their　cuisille　alld　table

Aseries　of　k・ctures　rclated　to　th（・cxhibitiolビ‘Mし1seo　di　　　　　　　　　　　m輌川｜い1’s，

CaP《）dimont（・” 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14」ll｜y（Wい（1．）18：｛｝o－2【｝：oo
21」tily　lSal．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LoCatil川：Lol）1）y　of　thいSPecial　Exhibiti《）llG三川ety（B2F）

「）ail｜ling　illR（）incb　nnd　Nal）les（ltlring，，lhe　Bal’｛）qllc　Pいriod” 　　　　　　　　　　　　　　（）rgalliz¶r　and　l．（・chlrer：Keiko　Takii（Gllest　l）rolessor、　Tokyo　UIliversity

Shil］stikい、Vat輌lllabe｛C’MlltOt’、　NMW’A｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《）いhe　Arts）

Parti（’iPallls：1191）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lighling　Desig｜1：Kait〔｝（）ffice

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mllsi℃ii川s：Tξldashi　Mh’《）ku　（（’o田llertい［10t・），　Silvia　Rarnbaldi

LlAug，fust（SIIt，）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dIarpsic’hoi’（い

“ All　l｜1x’itilti｛川l　to　ltalian　Bam〔luいAl’chik・dllrビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Collabo｝’at¶d　by：Casa〔1いla　Guitarra

日it’olllits；A　K三II］ilY；111｜a（AssocialいPr《｝fいss《〕r，　Keio　Ul｜iversity）　　　　　　　　　　　　　　　　　’rickいts：1、500　y（・n

l，；1rti〔・il）i）1｜ts：　1　：1　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Parti（’il）tll｜ts：　　1　（）〔）

Aseries〔，f　lectures　related　to　the　exhil）ition　“DUrer” 　　　　　　　　　　　■Pr（）gram　for　the　Disabled

26　October（Tしlc・）13：00－1il：30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Special　Viewing　Session　for　the　exhibition　L‘Museo　di
“ The　D（1rel’c（）］lec　t’ion　at　thc・コ　National　GalleilyJ　of　Victoria” 　　　　　　　　　　Capodimonte”
C・thy　L・・hy（S・‘・i・r　Cur・t・r・Pri・t・・md　D・awi・8」・・N・ti…IG・ll・ry・f　Aft・・al5－lnin。t。　gene，al　explanati。ll。f　th。　w。rk，　i。　th。　C。p、，dim。。t。

Victoria）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　exhibition，　visitors　were　allowed　to　freely　enjoy　the　exhibition，

d・IE・gli・h・　“，ith　sii・・lt・lle・us　illt・・pret・ti・・）　　　　　　　　31、J・ly（S・t．）18・00－20・（）O

Parti・ipal）t・・613　　　　　　　　　　　　　　With　S・PP・rt・f・・n・・Mits・bi・hi　C・・P（）r・ti・ns，　1・c，（with　27　Mits・bi・hi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v（．）1Ui’）teerS）

1’・1　N°・emb・「（Sun・）　　　　　　　　　　　　　P・・ti・ipa・t・・186（with　lecture　112，　exhibiti・n　vi・wi・9・・ly・74）
’L D（ht・er　Rese（lrcher：Seiiて）Maekawa”

Ktmioki　Katsu（Professor　Emeritlls，　D（．）shisha　University）

Pa「tiΦants：75 　　　　　　　　　　　3）F。mily、P，。9，am，

ll㌫1；㌫　9…D　・・AP・calyp・・a…heT・・ee　G・ea・…　ll：、瓢芸惣㌔；惣ぽ蒜㍑1㍑。慧㍑

燃1、i｛；；・feSS・rEm・・…s，T・ky・Ull・・e・S・・y…h・A…）　塁隠・1蹴　＝蒜・㍑　ctedbymemberS°fthe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Bijutoo1

12December（SUn．）
・
DU，e，、，　T，avel　P。，i，）d・　　　　　　　　　　　　Bij・t・・l　is　a　P・rt・ble　educati・nal　kit　f・r　f・mili…　fi・st－time　vi・it・rs・a・d

Aik。A。yan］a（Ass（）ci。t。　P，。f。、s。r、　D。kky。　U、i。e，si・y）　　　　　th°seし1nfamilia：with　a「t　t？e聖y　paintings　and　sculptu「；s．；t　the

Pa，，idP；。t、、　l　l7　　　　　　　　　　　　竺useum・Each　Bllut°°l　c（）ntalns　dlff；「ent　t（）°ls・games・and；ctlvltles　f°「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dlfferent　artworks．　It　encourages　children　alld　adults　to　en］oy　artworks

gJamu。ry（Slm」，2・ll　　　　　　　　　　　t°gethg「・　　．
・
The　M。。hanism。f　Fam。　in　DU，。，・、　W。rk、・　　　　　　　　10Aprll（S・t・）・・24　April（S・t）・8M・y（S・し），22　M・y（S・t・）・llS・pt・mb・・

鴛㍑　；；ASS°Ciate　Pr°fess°⑭University）　　議ぎber（S“t．）’23°ct°ber（Sat’）’13N°vember（Sat’）’27

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total　bOi’rowe｝’s：t，142

■Slide　Talks＆Gallery　Talks　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

All　l8：（．）0－18：40．　audit（．）rium（．）r　galleries、　free　of　charge

R，1。t，d　t。　th。。xhibiti。n・F・ank　B・a・gwy・・　　　　　　’D°y°Bij・t・u（S・tu「d・y・・t　w・・k・h・P）

Slid。　T、lk，、　Sachil、。　Og。ma（Gue，t　R・・ea，ch。・、　NMWA）　　　　　This　p「°9「am　c°nsists°f　a「t・1’preci・ti・・i・l　the　M・・eum　C・11ecti°n

9April（F，i．）、、23　AI）ri1（F，i．），14M。y（F・i．）　　　　　　　　Galle「ies　and　c「eative・「expe「ime・t・l　acti・itie・i・th・w・rk・h・P…m・

Participants：1（）9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Whaピs　on　Their　Heads？”

R，1。t，d　t。　th。・exhibiti。n・M。，e。　di　C。p・dim・nt・・　　　　　　Thi・pr・9・am　f・cu・ed・n　a　va・i・ty・f　h・・dwea・w・・n　by　p・・pl・

Slid・Talks・K・y・）k・1・hik・w・（G・adし1・t・・t・de・t、　K・i・・U・i…sity）　　　d・pi・t・d　i・P・il’・ti・g・・Aft・・1・・ki・9・t　・irt・・「・rk・th・t　i・d・d・p・・pl・

2J・ly（F・i，）、23　J・ly（F・i．），6A・g・st（F・i．）．20　A・gust（F・i．），10　　wea「i”9　hats，　c「・wns・　veil・，　and　hai「・mamel）t・・f・milies　c「eat・d　th・i「

S・pt・mb・・（Fri．）　　　　　　　　　　　　　　（’w”　headwea「ill　ca「dlx）a「d　a・d・th・・mate・i・1・・（Thi・p・・9・am　was

Parti，iPa・t・・3｛）0　　　　　　　　　　　　　　「epeated　8　times・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10July（Sat．）、24　July（Sat．），14　August（Sat．），28　August（Sat．）

Related　to　the　exhibition“DUrer”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）10：〔）O－12：002）14：00－16：00

Gallery　Talks：Atsしishi　Shinfuji（Cur～1tor，　NMWA）ar）d　Naoki　Sato　　　　Pa「ticipants：127

（Associate　Profess（）r、　Tokyo　University　of　the　Arts）

5N。vC｝1。b。，（F，i，），19　N。vel。be・（F・i．），3　Decembe・（F・i．），・17D・・emb・・　　“Th・My・t・ry・f　C・1・rs”

（Fri．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants　explored　coloring　paper－made　tops　and　enjoyed　spinning

Parti・ipant・・13（）　　　　　　　　　　　　　　th・m　t・see　h・w　diff・・ent　p・tt・m・，・m・し1・t・・and　va・i・ti…f・・1・・s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　affect　their　colored　tops　and　trick　their　eyes．　With　this　experience　in

．C。nce，t　　　　　　　　　　　　　　　mind・　the　familie・went　t・th・g・11・・i・・t・1・・k・t　p・i・ti・9・with　diff・・ent
R。1。t，d　t。　th。・exhibiti。。・M。、e。　di　C。P。dim。。t。・　　　　　types°f　c°1°「s・

・
Th。　M。、i。　C。mi。g　f，。m　th。　P。i。ti。g，・　　　　　　　8　January（Sat・）・　22　Ja［）uary（Sat・），12Feb「uary（Sat・），26　Feb「uary（Sat・）

The　w。，k、　di、pl。y。d　i。・h。　C。P。dim。。t。・exhibi・i。n　w。，e　pr。j。、・。d。。　1）1°：0°“12：°°2）14：°0－16：0°

。，c，ee，　whil。，。。9、。n・h。、am。・hem。，　a，　th，　p、i。ti。9、　w。，e　Pa「ticipants：ll4

｝9



4）School　Programs　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’元∫1　　．、，，’／1’i，一　　　’一“IE，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ヨ、．、、．．’：‘　　　　v

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

This　reservation－only　prograrn　involved　gr（川p

tours　of　the　Museum　Collection　Galleries，　led

primarily　by　Volunteer　staff　members．

Participants：

Under　age　of　6：42（2　groups）

Primary　School（ages　7　to　l2）：1，297（32　groups）

」unior　High　School（ages　l3　to　l5）：580（37

groups）

Over　the　age　of　l6：506（19groups）

Total　participants：2，425（90　groups）

■School　Slide　Talk

This　reservation－only　program　involved

Education　Department　staff　members　presenting

lectures　explaining　the　works　on　display　in　the

Museum　Collection　Gatleries　or　special
exhibitions．　These　talks　were　aimed　at　large－

scale　audiences　and　he［d　in　the　auditorium，

Participants：

P「i「pa「￥．Sc．h°°1（aged　7　t°12）：78（19「°up）　　　　　　　P。，，i、il、a，，、，124

Junlor　Hlgh　School（aged　l3to　15）：190（4　groups）

Ove「the ；gr°f　l6：78（39「°ups）　　　　　　　　　23　A。g。，t（M。n．）10、00．17，・0。t　th。　N、ti。nal　M。、eum。f　M。rdem　A，，，

Total　participants：346（8　groups）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Organized　with　Tochubi　and　the　National　Museum　of　Modern　Art，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo

’M・・eum　ViSii・！・「Ext「a・pmcula「Activity　　　．　P。，・i，ip。。・、、42
These　group　vlslts　involved　mlddle　school　and　hlgh　school　students　ln

coordination　with　their　Integrated　Courses　at　school．　The　Education　　　　　Otherseminars

staff　m・mbe「s　g・ided　these　g「°ups，　and　P「°vided　i”f°「mati°n「ega「di”g　P。・ti，ipant，、77（39，。up，）

acuratoピs　job，　art　works，　and　the　art　museum　itself．

Participants：

Jしmi°「High　Sch°°1（ages　13t°15）：72（149「°ups）　　　　　5）V。luntee，　A。ti。iti，、
Over　the　age　of　l6：7（3　grouPs）

T°tal　pa「ticipants：79（179「°ups）　　　　　　　　　Th。　V。lun・ee，　s・。ff・、　a、・i。i・ies　ce。・。，ed。。　F。mily　P，。9，＿nd　S。h。，）1

・A・・C・・d．S・・．　　　　　　　蕊瓢、lv蒜’、閲ごぽ、㌫㌶：麗lls∴蒜二
The　Educatl°n　sectl（）n　l°ans　A「t　Ca「d　Sets　t°sch°°ls　f°「class「°°m　use・　nece，sary　f。，　th。i，actMti。，，

Each　set　includes　an　instruction　booklet　and　65　cards　with　images　of　art

works　from　the　collections　of　the　National　Museums　of　Art
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　■Activities

Bg「「°we「s：　　　　　　　　　　　　　F。mny　P，。9，am，［See・3）F。mily　P，。9，am、・］
P「imary　Sch°°1：7（61sets）　　　　　　　　　　S，h。。I　G。ll。ry、T。lk，［See・・4）S，h。。1　P，。9，am，・］

Juni°「High　Sch°°1：6（36　sets）　　　　　　　　　A，t　T。lk，　a。d　A，chit。，・ur。I　T。urs［Seピ1）Pr。9，。m，　R。1。ted，。　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Permanent　Collection”］

■Teachers’Programs
This　program　has　been　designed　for　elementary，　middle　school，　and　　　　Other：

high　sch°°［teache「s　and°the「educati°nal　staff　membe「s・The　p「°g「am 　　－C。nduct。d・・10－minut。　T。lk、・d。，i。g　the　NMWA，，　Ch，i，t、nas　P，。9，al。

includes　a　brief　overview　of　the　exhibition’s　contents，　discussion　of　a　　　　Week

few　w・「ks・n　dis・　play　f「°m　l8：00　t°18：40　and　f「ee・entry　t°the　exhibiti°n　－　Assi，t。d　with　facilit。ti。g　th。　d，。P－i。　Christrnas　Pr。9，。m

from　l6：00　to　20：00．

All　lectures　at　auditorium，　free　of　charge

野1蒜・h・・Xh・b・t・・n・“M・・e・d・C・p・d・m…e” 　　1『蒜1；dMee竃　・D・y・Blj・ts・pr・g・am　“Wha－・…

Shinsuke　Watanabe（Cu「at°「・NMWA）　　　　　　　　8A。gus・（Sun．）　V。lu。t。。，・s　meeti。g
Pa「ticipants：41（with　lectu「es　29，　exhibiti°n　viewing°nly　l2）　　　26　Augtis・（Th。．）Revi。w　meeti。9，。g。，di，g　gLlid，・d・。11r。　f。r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　children

麗蕊欝hibiti°n“DU「e「” 　　　　17S・p・embe・（F・i〕：＝蕊；㍑：1；lllliques”）1・y　Chl・

Ats；s与i　Shinfuji（Cu「a！°「・NMWA）　　　　　　　　　18、S。ptemt，e，（S。t．）R，pea，。f　17、．S，i　pt．pr。9，am

Pa「t［clpants：35（all　with　gallery　talks）　　　　　　　　3・N，、vembe，（T。，．）P，ac・i，。　D。y。　Bij。・s、　pr。9，、mいTh。　My，，e，y。f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Colors”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llDecember（Sat．）　Visit　to　the　Nati｛／mal　Museuin　of　M〈）dern　Art，

’Teache「s’ 『umme「Semina「s　　　　　　　　　　　　　T。ky。・。　p、，ti，il）。・。　in　a　g。11。riv’　t。lk、川d　get
20A・g・・t（F「’・）10：00→17：00・2Septem？e「（Thu・）14：30’17：00　and　21　　　　　　…1。。ill・・d　wi・h　thei，V。lu、・。e，、t、lff

September　Crue．）14：00－17：00　at　the　National　Museum　of　M（）rdern　Art，

Tokyo

Organized　with　Tozuken，　the　National　Museum　of　Modern　Art，　Tokyo

and　the　Museum　of　Contemporary　Art，　Tokyo．

¶



6）IIIterllships　　　　　　　　　　　　　　　［S｛・lf　Li・t｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・；（ltl（，三1ti《）｜〕　1　）（、｜）itt°tl1｜《、llt：

As　part　of　iLs　missi（）1110　dいvdop　htlma川’いsom’（・いs川1｝rulls　l－eLlk・d｛o　　　　Yoko　T（・mshilna、Saki　Y（｝koyama．Shig（・hiro　Maezono，　Yuko　Waragai

Wいste川al・t　all（1　alSo　lls　il　Wav　to加1・th（’r　gat・ner　and　bl’oadい1｜　　　　AtSttko　Sato（GIK，st　R（’s“archいr）

Undersral1《li｜19　0f　thい　n｜useUl｜ゴS　a℃tivitiいS，　th¶　nUISいU｜n　illviteS　！hい

］）ilrticiPtltiOll　of　ilIlems　at　th（・gl・adllalいstu（le川　levcl　alI（川1igher・Undい1’　　　　　　　V（）luIItいいrSいff　G｜rrallgいd川Jlll）anesc　syllabary　order）：

the　directioti（）f　a　stilff　tllいmb（・r、　thいsc　illtいrlls　hclp　with　surv（Lys　of　　　　T〔〕moko　At’三｜i．　M三lrie　Ando．　Sacliiko　lshikawa，　Kiiko　Isoda，Takako　Ito

II旧s（nlm　ar｛works　i川d　assist　with　the　pl“miing，　of〔：xhil）ition－relilled　aiid　　　　　Naokユ）Inoue，　Sllige川Og～lwa、　Maki　Ozao、　Ellko　Kurimori，　Hiroe　Sato，

eclticatiolLal　l）r《）grdllls、　withいach　intいrl｜taking　part　ill　h三川ds．on　w〔｝rk　in　　　　Koi℃hi　Sawallo、　WakanEi　S］’ii｜）ata、　F．iko　Shirota，　Yuki　Suzuki，　Takenori

their｛｝wllspecilic　arいa　olspc（・ializiltion．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TalliguchL　Naok《｝Terilshilna．　Yasuk（）Nagai，　Keiko　Nakano，　Hiromi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nakamura，　Noriko　Hashim（）to、　Tamaki　Hatanaka，　Akemi　Hamada，

［Edu・・ti・・］　　　　　　　　　　　　　　　　Kanek・Ilin・t・11i・M・」gllmi　Hi・・ga・　K・ik・F・kura・N・b・・Bunya・　Hi・ay・

lnterl1：Yuki　Okl）zawa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B（・ssh《）、　Naoya　Maeda、　Michiko　Miyoshi，　Hiroe　Moriyasu，　Mitsue

Term：1May－lll　Octol）er　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yamamoto、　Misako　Yokohata、　Ayako　Yoshida

SllPerviso｜’：Yoko　Terashim（｜

Trainillg　Progl’am：Plalming　and　making　Bijut（．）ol・

［Pailllillg／SC川1）加re／Drawillg］

lllterll：Takll　Yamada

Term：1（．）CtOl）er－28　MarCh，2011

SllpeMsor：Akira　Kofuku

Training　Program：Assisted　with　assembling　resource　materials　related

to　works　ill　the　exhibiti（．）n“Rembralldt”and　its　catalogue　compilation．

［Research　Library］

Interns：Mami　Iwasaki，　Monami　Takashina

Term：lMay－31August
Supervisor二Masak（）Kawaguchi

Training　Program：Assisted　with　assembling　resource　materials　of　the

Inuseu［n　and　library　service．

7）Cooperation　with　Other　Institutions

■Tokyo　Metropolitan　Ueno　High　School　Volunteer

8July（Wed．），10　December（Fri．），13　December（Mon．），　and　17－19

December（Fri．－Sun．）

Helped　with　the　Christmas　program

Participants：5

．Cooperation　with　the　Graduate　School　of　Humanities　and

Sociology，　University　of　Tokyo

Term：1April　2010－：31　March　2011

This　program　sought　to　deepen　the　understanding　of　Cultural　Materials

Research　specialists　in　this　program　and　carry　out　mutual　exchange　on

research　and　education．

8）Publications

●Exhibition　Brochures
“

Museo　di　caPodimOnte”

DiLlrer”

L‘

Rembrandt”

．Junior　Passports

Exhibition　guide　for　primary　school　and　junior　high　school

students：

“Museo　di　Capodimonte”
“ D（lrer”

“

Rembrandt”

■Zephyros
NMWA　Newsletter、　Nos．413－46

（Yoko　Terashima，　Saki　Yokoyama，　Yuko　Waragai）
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プリント・オン・デマンド・解説付きカード

NMWA　Print　on　Demand：Picture　Cards　with　Commentary

平成22年12月より新たな販売サービスとして実証実験を開始した　　　　　　　　　　　　一一
プリント・オン・デマンド・解説付きカードは、凸版印刷株式会社が　　　In　Decembe「2010’　the　NMWA　began　exPe「imel／tirll」　with　a　1）c，w　：　（，「vice

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　offering，　print　on　demand（POD），　creating　pk・tut”Cl　cards　with

「古代ローマ帝国の遺産」展に実施したサービスを、技術的に当館　　　　commentary　text．　This　service，　provided　by　Toppan　printing　C。．、　Ltd．，

所蔵品に応用できないかという観点から、半年以上の時間をかけ　　　　began　With　the　“L’eredita　del「lmper（）romanc）”eXhibiti・ll．　The℃・llCept

て準備をしつつ、実験開始にこぎ着けたものである。　　　　　　　　　was　then　aPPIied　to　othe「wo「ks　in　the　NMWA　collecti（）n’Afte「mo「e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　than　six　months　of　preparation，　we　began　a　tria1．

　　そもそも、当館の名作選は新収作品に迅速に対応するのが難し　　　　It　is　difficult　to　include　newiy　acqulred　workS　ill　the　museum，s

く、また絵『葉書には解説がなく、一方では在庫を抱えるという点で、　　　Selected　Works　publications，　and　there　are　no　explanat・ry　texts　on

経済的な観点から効率的とは言えない面があった。こうした点を改　　　　simPle　Postca「ds　of　such　wo「ks’　Conve「sely’stocking　la「9e　1’luml）e「s　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　such　cards　is　not　a　very　economical　solution．　G｛ven　this　we　sought　to

善し、解説文の多言語化に容易に対応できると同時に、小中高生　　　　find　a　better　way，　working　from　the　basis　that　it　is　now　pc）ssible　t。　make

にも気軽に高画質の解説付きカードが購入できる機会を提供した　　　exPlanatory　texts　available　in　multiple　languages，　and　with　the　desire　to

いという願いから、凸版印刷の協力のもと、iPadを端末として、好き　　　　offe「oPPo「tunities　fo「all　visito「s　includin9　child「en　to　Pu「chase　ca「ds

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　that　include　high　quality　images　and　notes．　Thanks　to　cooperation　from

なカードをその場で選んで購入できるシステムを開発するにいた　　　Toppan　printing　we　have　developed　a　system　that　uses　an　ipad　as　the

った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　terminal　whereby　visitors　can　select　the　card　they　wish　to　purchase　and

　　はじめに24点の作品を選び、色校正に時間をかけ、端末とプリン　　　have　it　P「inted　on　the　sPot’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　program　started　with　24　works．　Time　was　spent　on　color一

ターの精度と紙質とを吟味し、運用上の技術的問題や販売員の対　　　　correcting　all　the　images　to　ensure　that　the　terminal　settings，　printer

応’方法などを検証した後、平成22年12月7日より、日本語と英語によ　　　sPeed　and　PaPer　quality　were　oPtimal，　and　we　worked　through　all　the

る解説付き「マイ・ミュージアム・カード」のオン・デマンド販売サー　　　　Possible　technical　issues　and　sales　staff「esPonses’On　Decembe「7’

　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2010，we　began　the　Print　on　Demand　sales　service　for　My　Museum
ヒスを開始した。そしてiPadのような電子機器の操作に慣れない　　　Cards．　Given　that　there　might　be　elderly　visitors　who　have　n。

であろう高齢者層に配慮して、注文カード記入による購入方法も同　　　exPerience　using　an　iPad，　we　also　prepared　a　card　order　system　that

l時に運用した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　they　could　use　to　order　prints　without　using　the　iPad　terminal．

　　　　　　　　　　．－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　As　a　result　of　this　new　system，　by　the　end　of　March　2011，atotal　of

　　その結果、平成23年3月末までの実績としては1，225枚という控え　　　　1，225　cards　were　printed　and　sold．　The　response　was　overwhelmingly

めな販売実績となったものの、着実に実績を増やしつつあり、画質　　　Positive　regardin9　the　quality　of　the　images　and　sales　performance

の良さについても高い評価をいただくにいたった。今後実証実験　　　steadily　imP「oved’We　will　continue　this　t「ia1’while　devel°Ping　a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　selection　system　which　would　allow　a　variety　of　selections　and　items，　all

を継続しながら、選択できるアイテムの多様化、および作品点数の　　　while　increasing　the　number　of　art　workS　on　offer．　AS　the　econ。mic

増加を日指しながら、今後経済効率の適正化とともに、一層小中高　　　　efficiency　of　this　system　imProves，　we　hope　also　t・realize　cards　that　wi］1

生に親しんでもらえるようなカードの実現に努めたい。（高梨光正）　　　become　a　familia「item’esPecially　to　school　age　child「el’1’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（MitSinmasa　Takanashi）
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iPhone／iPod　t（）uchlii」けアフリケーション「’rouch　thいMus〈itiml（ノ）リリース

Relいase　of　the　NMWA’s　’1’otich　th（i　Museum　App

リリースll：2010年llJjiSlll

Relいasc　Date：ISI～’1arch，2010

「TOUCh　the　MuSeum．｜は、アップ’ル社iPhOllC／iPO（1　touchliTJけ（ノ）アソ

リケーシ・ンとしてiT，ne、内APp　St。r。からll酬リリースされているll・l　T°ucl）　tll（，　PLI（ts　｛itLln・　all　ap・’f°「n“’A・・le　il’h°n巳iP°d　t°uch（）「iPad・

洲酬伽新し・・鍋蹴ガイドであるこれ（よ従来・塙　：llllll㍑嵩1㍑llll㍑㌫1㍑ぷll：蕊、ぽ謬：1；1

ガイドとはI」E，t・なり、来場～Wl身が私物θ）iPhol｜eまたはiPod　touchにダ　　　　is　dov，」nload｛：（1　to　the　visit（lr’s　owll　iPh（川e．　iPod　touch　or　iPad，　Here　the

ウンロードして不1川1するもび）であり、コンテンツの面でも、他の）ミ術館　　　　cmPhllsis　is°n　the　i”isual，　witl〕℃olltVllts　iiicludin｛i　images　of　wo「ks　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔｝ther　colle℃ti（川）s　all（．l　vide（｝froln　the　N川K　Ar（・hives．　From　fiscal　200（1

に・繊されている作・lll・のllhi像やNHKアーカイブスに収められている　　・i］wat’d・．・h・mUsC4U1＿P。，i、）、。nted　with。pr。9，am　call。d

l映像を積極的に活川するなど、視覚資料を重視している，1∴〔において、　　　’WelLcolバ・］1｜fiscal　2007／2〔｝08，　the　Agel｝cy　lor　Cultllral　Affai　rs　furlded

これまでにはない特徴をもつ．’IG館では2006年度の「ウェル．com美　　　　「esea「ctl　oll　AV　guides’and　wc　exPl°「ed　l「om　va「ious　diffe「ent

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aPProaches　th（’concept　of　art　al）1）rciuiati・11　guides　that　use　mot）ile
術館プロジェクト」と題した試みや、20072008年度に文化庁から受　　　　tern）ina　Ls．　Based　on　the　results　of　lhcsc　cxperilDents　alld　studies，　i11

託したi㌢声・1映像ガイドに関する研究などを通じて、モバイル端末を　　　Febmaly　2〔）09　we　put　into　trial　a　l）eta　versi（）n　of　the　rr・uch　tl｜e　Museum

川いた美術鑑賞ガイドの可能性を多様な角度から探ってきたそし　　　　aPP　fo「the　iPh°11e　and　iPod　t°uch’with　fo「mal「elcase　ol〕Ma「ch　3L

℃これらの・臓踏まえ℃2・・9年2川・i9版磯lllプミ験を行なつた　lll；1：三1㍑：1；1∵1、？’：1’，．2（）11’　the　app　has｝b…i°wnl°ade（l

iPhone／iPod　touch回けアプリケーション「Touch　the　MuseLiin」を、　　　　　In　recem　years　Inassive　iiumbers　of　apps　have　l）een　released　l（．）r

2010年31」3111、IE式にリリースすることになったのである（なお、　　　sma「tPhones’　sucl）　as　the　iPhone’　and　a　large　numl）e「of　museulTls　have

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　released　theirown　al．）ps．　The　Louvre　Muse川n　app，　released　in　200S），　is　a
2011年ll月現在での総ダウンロード数は約4ノ」5千件である）．、　　　　　major　examl）le　of　this　type．　Given　the　largt，　imml）er。f　dowl】1。ads　it　haS

　近年、iPhoneをはじめとするスマートフォン向けにリリースされたア　　　　enjoy．　ed，　attention　has　clearly　begun　t《）f〔｝cus　olコthe　app　Els　an

プリケーション（以下、「アプリ」と略称）は膨大な数にのぼるが、これ　　　　info「mation　dissemii’iation　t（x）l　fo「a「t　muselll1〕s’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　While　the　NMWA’s　Touch　the　Museuin　app　came　ollt　Iater　than　the
に伴って美術館川のアプリも数多く登場してきているなかでも2009　　　Louvre・s　offering．　it　has　received　a　grcnat　deal　of　p、）sitive　attcilltio］1　as　al〕

年に発表されたルーヴル美術館の「Mus6e　du　Louvre」は代表n勺な　　　　early　form　of　functi・llal　art　museum　app、　from　reviewers　ill　llewspapers

例であり、それが目立ったダウンロード数を得たことをきっかけに、美　　　　cl　ll　d　magazmes’t°blo99e「s　both　il〕JaPan　and　o、’e「seas’The　fact　that

術館の情酬言ツールとしてのスマートフ・ン・アプリに渕力・集ま　惣蒜nぽ；㍑ぽ麟il㍑鼎し㍍；～慧1溜

り始めた‘．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CorP’s　AV　cc）ntel｜ts　have　been　highly　praised，　Fllrther、　the　release　of　an

　そのルーヴルの試みには遅れをとったものの、当館の「Touch　the　　　En91ish　ve「sion　in　Ma「ch　2010accolllPank’d　the「elease　of　ve「’2’0’We

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w川contillue　our　efforts　to　reach　Illorci　and　mot’e　people　via（川r　aPP、
Museum」も、ll〔｜内外を問わずいちlf1・く実川化された美術館川アブ　　　　resporKling　to　users・comments　whi｜e　increasing　fullctionality　alld

リであり、新聞や雑誌等のマスコミ、あるいはインターネットヒ0）プロ　　　　COIItellts．　　　　　　　　　　　　　　　　　（AtSusl〕ishmfuli）

グなどから多くの関心を得た　特に展示室内で実際に使川できると
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C（，ntents　ProdllctiOI1：NHKEducational　C《）rpOI’ation
いうスタイルは他館のものとは・線を画しており、当館による監修の　　　　System　Devel、）pme［t　Synetics　Lt（1，

もと、NHKエデュケーショナルが開発したi’V・－li・1映像コンテンツも高

い評価を得ている．．また、2010年3月には英語版を製作し、これを含

むアップデート版を「Touch　the　Museum　ver．2．0」としてリリースする

ことともなった今後も利川者’の声に耳を傾けつつ、さらなる機能拡

張やコンテンツの充実をはかり、より多くσ）ノiに使っていただけるよ

う努めていきたい．　　　　　　　　　　　　　　　噺藤淳）

コンテンツ製作：

NIIKエデュケーショナル

システム聞発：

シネティクス

矯
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展覧会貸出作品一覧

List　of　Loans

「ルノワール伝統と革新」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「モネとジヴェルニーの画家たち一アメリカ印象派の始まり」
（Renoir：Tradition　and　Innovation）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Monet　and　the　Artists　of　Giverny：The　Beginning（）f　American

2・1・年1月2・・－4H5・1・1蹴術館　　　　霊㌶1：：2。ll，r2月1711　Bunk。m。，aザ．ミユージア、、

2010年4月17日一6月27日　国立国際美術館　　　　　　　　　　　　　　2011年2月25日一4月10口　岡lll県立）こ術館

P・1975－0003ピエール＝一．オー ｝ilユスト’ルノワール《ルーベンス作　　P．1965－0004ク・一ド・モネ《セーヌ河の朝》cat．1’）・．8，・epr．c・1・r．

　　　　　　　　　「神々の会議」の模写》catno．49，　repr．color．

P．1975－0005　ピエール＝オーギュスト・ルノワール《風．景の中の三　　　　「マリー＝アントワネットの画家ヴィジェ＝ルブラン展」

　　　　　　　　　人》caLno．84，　repr．color．　　　　　　　　　　　　　　　　　（Cr6er　au　f6minin．　Femmes　artistes　du　siecle　du　Madame　Vig6e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Le　Brun）

「マネとモダン・パリ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年3月1日一5月80　三．菱i－・・号負｝・1美術館

（Manet　et　le　Pa「is　mode「ne）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．2001－0002　マリーニガブリエル・カペ《自画像》cat．no、54，　repr．

2010年4月61－1－7月25日　．－1．菱一・号館美術館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　color．

P．　1　984－OOO2　エドゥアール・マネ《プラン氏の肖像》catno．　III－96，

　　　　　　　　　repr．　color．

G．2000－1758　エドゥアール・マネ《バリケード》cat．no．　II－3，　repr、

　　　　　　　　　color．

L．1992－0001　エドゥアール・マネ《大鳥》cat．no．　II－12，　repr．color．

「新たなる精神のかたち：ヤン・ファーブル×・舟越桂」

（Alternative　Humanities：Jan　Fabre×Katsura　Funakoshi）

2010年4、月290ー8月31［　金沢21世紀美術館

P．1975－0001　フランドル派《悲しみの聖母》

「印象派とモダンアート」

（lmpressionism　and　Modern　Art）

2010年7月10日一9月20日　サントリーミュージァム．天保1“

P．1959－Ol55　クロード・モネ《ウォータールー橋、ロンドン》caLno．

　　　　　　　　　18，repr．color．

「黙示録　　デューラー　ルドン」

（Apocalypse：from　DUrer　to　Redon）

2010年10月23ロー12月511勇ミ京藝術大学大学美術館

G．1987－Ol83　ジャック・カロ《バトモス島の聖ヨハネ》cat．no．1，　repr．

Gl995－0026　オディロン・ルドン《ヨハネ黙示録》cat．no．95－・107，

～ 0038　　　　　　repr．

G．2006－0019　ステーファノ・デッラ・ベッラ《死》「第1葉：トランペット

　　　　　　　　　をもち馬に乗る死」cat．no．88，　repr．

G．2003－0027　アルフレート・レーテル《死の舞踏》「第2葉：死の騎

　　　　　　　　　行、街へ」cat．no．89，　repr．

G2003－0031　アルフレート・レーテル《死の舞踏》「第6葉：勝利者
　　　　　　　　　としての死」catno．90，　repr．

「セーヌの流れに沿って」

（Image　of　the　Seine：Impressionism　and　Japanese　Painters）

2010年10月30日一12月23日　石橋財団ブリヂストン美術館

2011年1月3U－2月271－1　ひろしま美術館

P」959－0120　アルベール・ルブール《ラ・ブーユ附近のセーヌ
　　　　　　　　　河》cat．no．5－3，　repr．color．

P．1959－Ol50　クロード・モネ《雪のアルジャントゥイユ》cat．no．3－9，

　　　　　　　　　repr．color．
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＊Jis工｜叉イ乍III　“1　・1［工

List　of　New　Acquisitions

1糸会P町l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ex・MalStlk～lla　c（Dl｜t’c’ti（）11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gilstol）La　T（）uche［1854－1913］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）・20｜o－〔｝o〔｝5　　　　　　　　　　　　力〔∫“ビ（・ゾ

ジ・・ヴ・・二・パオ…、ニー二［1691－1765］　フラ。チェスコ．フ。ンテバ。ソ［17。7．176f）］　；1；㌫1！｝；ls

Cllil腱築と彫刻のプフソ「リ・チ・》　　　　ぽ飼い・）礼拝》　　　　　　　Ex－M・・S・k・ln　（’・1］・…i・・l

l745－5°年頃　　　　　　　　　　173（i年頃　　　　　　　　　　　P・2｛川’川1
淋多・カンヴ’以　　　　　　　　　　淋多、カンヴ．ス　　　　　　　　　　　、
贈・Bs　q・　　　　　　　　　2。。、ハ7　CI11　　　　　　　　　イ儲イ詳
Gi。v、，mi　P。。1，）Pa。i。i［1691．17〔i5］　　　旧勧・レクシ・ン　　　　　　　《ダナエ》

1繊騨鰻罵。，，縢繍蹴㍗9］　i｛灘二．
・ん〃…α・・d撤・ns・　the　Sa’・・ρh・gus・f　　C）11。ll　callva，　　　　　　　　An（）・ym・U・
S・些C・・ls’ω・…，”ie　F・・nese　Hercules　and　　2・・37　Cm　　　　　　　　　　Daノ，。。
”・・．q・；d…ぴ　　　　　　　　E・・M・t・・k…C・ll・c・i・・　　　　　　　。il．。＿v、、s
・・1’41・←f）o　，　　　　　　　　　　P．2010－0006　　　　　　　　　　　98。123Cm
Oil・ll・…’・・lv・・s・　III　a　c・・鞭d・md　gilt　w・°d　f「ame　　　　　　　　　　　　　　　　　Ex－Mat、、k、t。　C。lle。ti、，。

98・4×135　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　オノレ・ドーミエ［1808－1879］　　　　　　　　　　REF．・201〔）－oool
P，201｛｝－OOO　1 　　　　　　　　　　　　　　　　《果物を取り合う1人の竜r－》

聯㌫㌫、ネ》　　1織㌫　　　　［彫刻］
油采多・板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ乍者’イこ1洋

43・『×39　cm　　　　　　　　　　　　　　　　Honor6　Daumier［1808－1879］　　　　　　　　《↑ID萄を食べるサテユロスのf’》

］11松加レクシ・ン　　　　　　　　　TLV・C／7ildren　Re・c力∫η9伽仇∫～r　　　　　ブ。ンズ

B・1・g・e・eS・h・・1・f・h・16・h　Cen・・ry　　8、㍑；，aS　　　　　　　61・禦高・
花晦’・・nd　Child　with　Saint　．」・hn　　　130。94　crn　　　　　　　　　　ll　1松ノ・コレクシ・ン

㌫㌶　　　　　　　
P・2°1〔’°°°7

　　　　　　　A…ym・u・
＝aC°11ecti°n 　　　；∫；富ンタン・ラト・一ル［1836－19・4］　酪i㌫蕊　gG　

17－lil：紀ナポリ派　　　　　‖蕊ヴアス　　　　　1＝濡゜llecti°n
《キリスト像》

油彩、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　Henri　Fantin－Latour［1836－1904］

1㌫賜、。ン　　　　　瀦忽㌫　　　　　　［馴］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30×26Cln
Neapolitan　School　of　the　17th　Century　　　　　p．．20］〔｝－OOO8　　　　　　　　　　　　　　　　エドウアール・ヴュイヤール［1868－19．　40］

Chi’ist　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ヴュイヤール夫人》
Oil　on　callvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　アンリ・ファンタン＝ラトウール　　　　　　　　　　　1918－20年頃

1㌶。㌫。c。、。，，、。、，　　　　　《トリトンに追われるナイアス》　　　　・］・彩鯉
P．20｜O－OOOI3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1904イド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　441×31｝Cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汕彩・カンヴアス　　　　　　　　Ed・u・・dV・ill、・d［1868－lf）40］

アントニオ・ベルッチ［1654－1726］　　　　　　　17・3×137・5　crn　　　　　　　　　　　　　　　ル4ad（ll7？e　Vlli〃〔∫πノ

《’rこ飼いの礼拝》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Henri　Fantin．Latour　　　　　　　　　　　　　　　　　　c．1918－20

；，；；1：1㍑。。ス　　　　　＝P・’⊇・T・it・・　　　2i’lt；忽mPdpe「
21．5Cm　q白：径）　　　　　　　　　C）il。ll　canva、　　　　　　　　　　D・201（）－0001
［11松ノ”コレクシヨン 　　　　　　；㌃、1；1；、；m　　　　　　　フげリ。ク・レイ1・ン［183・．1896］
Antonio　Bellucci［1654－1726］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《メζ」苗（如｝ノ“卑f4…）》

Adoratioi’i　of　t／7e　S／7eρノ）erds　　　　　　　　　フェルディナン・ロワベ［1840－1920］　　　　　　本炭、チョーク、紙

；、、lll∴。。vas　　　　　　　《道化》　　　　　　　　1・7・1・27・…
21．5・・（diam・te・）　　　　　　　lll！彩・カンヴアス　　　　　　　　F・ed・・i・L・ight・n［1830－189（1］

蹴蒜…ecli（）n　　　襟ご膓・・ン　　　　81鷲1，ご忽lpe，
アントニオ・ベル・チ［1654－1726］　　＝and　R°ybet［184（）一’92°］　　訂≧；m

蕊iト酬　　　　　；ll霊1：・　　　　　フ・デリ。ク・レイトン
汕彩、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　Ex－MatsLikata　C・1［ecti・T1　　　　　　　　　　　　　《素描（婦人習作）》
21．5Cm　（　［1’1：径）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・2010－0010　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノド炭、チョーク、糸氏

川イ公万コレクション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40．4×24．GCm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガストン・ラ・トウーシュ［1854－1913］

；：；＝llucci［1654－1726］　　1，麗》。。ス　　　　＝；1蹴：り

；、ぽ。nvas　　　　　　78こ8・．…　　　　　　　搬漂；chalk（川pape「
21．5，m（di。met。r’）　　　　　　　　IH松ノ∫コレクシ・ン　　　　　　　　D．2010－0003
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フレデリック・レイトン　　　　　　　　　　　　　ハステル・ノ1〈彩・厚紙　　　　　　　　　　　　　　LtUic／～eon（，〃t／te　Be（t（’h　（B）

《素描（人物粋）》　　　　　5脳｝G・3Cm　　　　　　；㌫1、。、terc。、。＿P、IP，1，
木炭・チョーク・紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albert　Goodwin［1845－1932］　　　　　　　　　　　27．5×40．5crn

29・6×22・6・m　　　　　　　　　　Pilgj’image　　　　　　　　　　D．2010－0018
F・ed・・i・L・igh…　　　　　　；書葦；1；㍑詳e「c°1…1　c’1「db°a「d

留＝蕊忽P、pe，　　　　D・・－1　　　　　　［版画］
鑑蒜m　　　　　　ジュール・ルソール［1849－1892］　　　ルカス．ファン．レイデ。［1489／94．153、、］

　　　一　　　　　　　　《礼拝図》　　　　　　　《サウルの前で・謬を弾くダヴィデ》
フレデリック・レイトン　　　　　　　　　　　　　水彩、紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　1508年頃

《素描（裸婦習作）》　　　　　　　44×54・7Cm　　　　　　　　　　エングレ＿ヴィング
木炭・チョーク・紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jules　Lessore［1849－1892］　　　　　　　　　　　　25．3×18．3　cm（画・」4）：25．7×18．5（m（版・わ

：1蕊、gh，。1、　　　嬬ご　　　 蹴蹴跳艦》：2　，
DlてluJing（Nudq，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D．2〔〕10－0012　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c・1508

Charcoal　and　chalk（）n　paper　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engravin9

認蒜；ξm　　　　　　エドワード・ウィiJアム・スト・ト［1859－1918］　邑；1。！蒜m（image）；25’7×18層5cm（plate）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《水禽》

フランク・ブラングィン［1867－1956］　　　　　　　　パステル・紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤン・ファン・ドゥテクムおよびリュカス・ファ

《エールヴォー》　　　　　　　　　　　　　　　325x41・9　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　ン・ドゥテクム

グワツシユ・紙　　　　　　　　　　　　　　　　Edward　William　Stott［1859－1918］　　　　　　　《『大風景画』：ティヴォリの景観（ピーテル・
71－9×55・4cm（1［h卜j’）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Flarningoes　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブリューゲルの下絵による）》

Fl二…B・a・gw・・［1867－1956］　　　1；設＝「　　　　　　漂㌻籔エ。グ。一ヴ，ング

Ai・’vault　　　　　　　　　　D．2010－OO1：3　　　　　　　　　32。42，m
GOUache　On　pal）er　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

71・9×55・□m（image）　　　　　　　　　　　　エドワード・ウィリアム・ストット　　　　　　　　　Jan　van　Doetecum　and　Lucas　van

19｛｝1イド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Edward　William　Stott　　　　　　　　　　　　　Etching　and　engraving

㌶1㍍撒1咽、　　　　㍑6総，。，　　　　灘品・
F・a・kB・a・gwy・　　　　　　；1；18蒜　　　　　　　 ヤン・フ・ン・ドゥテクムおよびVユカス・フ・

∫t．Nicholcts　C／ILII’c／1　in　Diksmuide　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン・ドゥテクム

；ill㌫㌫，　　　㌫㌶イリアム’ストット　　ご叉莞罐認ス（ピー
D2010－OOO7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パステル、紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1555－56年頃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25．6刈2Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング、エングレーヴィング

オーガスタス’エドウィン’ジ・ン［1878－1961］　Edw。，d　Willi。m　St。tt　　　　　32・7×42・9cm

《女・1咋頭部’1’．　　　9’，．r》　　　　　　　Du。々li，？gs　　　　　　　Jan　van　D…ecum・nd　L・…van
鉛1‘：・紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pastel（）n　paPer　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Doetecum
23・5＞’t20・3　c「n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25．6×42　c　m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜The　Large　Landscaρ（ヲs＞；St．ノerome　i’？the

A・g・s・u・E・w・・J・hn［1878－1961］　　D・2°1°－°°15　　　　　　竺瓢e∬（°”⊇τe「Bγ〃ege”1’ε盈deγ）

”（’（1（／　of（I　W（）1η〔1r～　　　　　　　　　　　　エドワード・ウィリアム・ストット　　　　　　　　　Etching　and　engravin9

忽1；1；烈el　　　　　《水浴み》　　　　　　認蒜ln
T）．L）OIO．0008　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パステル、紙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”16・7×134’6cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤン・ファン・ドゥテクムおよびリュカス・ファ

オーガスタス’エドウィン’ジョン　　　　Edw。，d　Willi。m　St。tt　　　　　　ン・ドゥテクム

1糊部》　　　　忽：㍍　　　　｛1酬腰箪㌫㌶㌃
32・1×2｜・IS　‘’ITI

　　　　　　　　　46・7・34・6・m　　　　　　　　　1555－56胸〔
A。gfustus　Edwi。J，）h，　　　　　　D2°1（）一゜°16　　　　　　　　エ・・チ・グ、エ・グ・一ヴ・ング

”ρθ（！ol’a　VVolコ7（ln　　　　　　　　　　　　　　オーガスタス・エドウィン・ジョン［1878－1961］　　　32’4×42’7cm

跳1㌧）111、㍑1、le「　　　　　　《海辺餌（A）》　　　　　　Jan　v・n　D…ecum・nd　Luc・・van
D．L）（）1｛）－oO（）！，｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1917年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Doetecum

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペン、水彩、紙　　　　　　　　　　　　＜The　Lorge　Landscaρes＞：　The　Penitent

オーガスタス・エドウィン・ジョン　　　　　　　　30　×　xlO．5　cn〕　　　　　　　　　　　　　　　Ma8da／ene（Cafier　Pieter　Brue8e．　1　t／7e　Elder）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c，1555－56
r裸婦習作》　　　　　　　　A・gust・・Edwi・J・h・［1878－1961］　　　E・，hi。g　a。d　e。9，avi，g
IYI・1　ill

　　　　　　　　　　Lunc／～e・n・n　the　Bea（：h　CA）　　　　　32，4・42・7・m
j：1ド1‘』’糸氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1917　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2010－0004

1”・5’・L’（］・8・1・　　　　　　　　　　　　P・・〕・and　wat・・c・1…11　P・pe・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30×405Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤン・ファン・ドゥテクムおよびリュカス・ファ

轍㍑、瓢＝de　　　6・2・1・1・・17　　　　　ン・ドゥテク㌫
、1㍑一，。pe，　　　　すニガスタス・エドウ・ン・ジ・ン　　51竺夢1㌫認晋世テル’
・～t5・26．8．m　　　　　　　　　《海・睦卓（B）》　　　　　　　　155556年頃
D20m－｛）elo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1917年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング、エングレーヴfング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペン、水彩、紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32．5×42．9Cln

アルバート・グッドウィン［1845－1932］　　　　　　　　27．5×405cm

《巡儲》　　　　　　A。g。、，。、　Edw・。　J。h。　　　　㍑：＝etecum　and　Lllcas　val1
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＜771イ’　／，‘〃9イ・〃∫〃‘／s〈’（II」（・s＞．’バlpil’‘・・L（1〃（／s（’θρ∫’　　」all　Vllll　1）・いte（’unl　lul（1　1．1　t｛’as・vEIII　　　　　lsolS

tt，i／／’　 （1　 1）（，《，／ノ　　 、一ξ’／1〔）＿、．　 （（1／ir（Jノ・　ノ）t’（♪／（，’『　1鍵ノ’t／《♂μ（’／　 ！ノ～（，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　）（
）（、t（‘（・1

111｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1・1t（．tlil［14　 i1｜1（t　 （1｜｝．｜ ）（　）il［t　（）1）　
1）11｜）c、r

〃・初　　　　　　　　　　　・7ソ’・・加μ・・〃〃・／w・f・・’s＞．・し妬α加々’・1・　　1三川・Lc川i川i’ge）
・・｜555・56　　　　　　　　　　r・〃・・’・1・・i・・’1・’　IS〃・・’μ・・／！ノ…〃・／…，　　　　　G・川1［’｜：’

FAcliill9，al｜d　e「11，rttv“1！，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（t．1555－5｛～

㍑5・・12．gピm　　　　　　　　　　　　　　　　E〔、．hiiigi　nnd　｛、n，gt．ilv映　　　　　　　　　　　　　　ニッコロ・デッラ・カーサ

G20H川｝ns　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llL）．2川2．ll　c’m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《バッチ三1・バンディネッリの肖f象》

ヤ・・フ…ド・テ・ムおよび励ス・・ア　G川゜’川゜　　　　　蒜：㌫1ンク
ン・ドウテクム　　　　　　　　　　　　　　　　ヤン・ファン・ド1ソテクムおよびリコーカス・ファ

iJi　」〈風景剛：1澱し山追い（ピーテ・レ・プ　　ン・ド・テクム　　　　　　　　　Nicc・116　（icilla　Casa
リコ．一ゲルのド絵によるい　　　　　　　　　　　引人風景画．‘1：休息する兵1：たち（ピーテ　　　　　些”’τノit　o／’∫Sr’（’（－io　13atidinelli

1555洞・・1　　　　　　　ル・ブリ・・一ゲル（，，・］・絵による）》　　　；1漂lll慧c。
．IL　1ソ’f’ン17’ ・　・ILンクレー’fング　　　　　　　1555－56f川l　　　　　　　　　　　Pnssn，“nt　VI，　12M、｜1／1］1．R。b。，1，1），m。s。il．［X　181、2，
：S2．9×12．3　C川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JILッチンク、－ILングレーヴfング．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3り2x4つ．1cm　　　　　　　　　　　　　　　　G、L）010一川G
Jan　v三m　Doet（・cttm　aiid　Lttcas　val1　　　　　　　　　　　　－　　－

D・・tecum　　　　　、，　　J・・v・・D・etecum　and　Lucas　van　　　ヘン1・リク・ホルツィウス［1558．1617］
㍑1㍑罐：；！答三識瓢㌣　；當㌫、、。dscapc）s＞：　S。1d、＿、傭，　《廻蝋拝》
・・1555－i’｛］　　　　　　　　　（（lfZ・・…Pi・！ter　Bi“tiegel　t／・e　E／deiJ）　　　　tt・？811．．〔・°°｛IM

Ek・hiHgalld　c’llssrEIVitlkf　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c．1555．5（1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ／クレーヴィング

32層9×42’3cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching三uld　ellgrこlvilコg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21．3×15．3　cm

G’2°1°一゜°°6

　　　　　　㍑，；㌶；m　　　　　　Hend・・kG・1・z・i・［ltt58－1617］
ヤン・ファン・ドゥテクムおよびリュカス・ファ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Adoration　of’　the　S／7eρherds

ン・ドゥテクム　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤン・ファン・ドゥテクムおよびリュカス・ファ　　　　　℃’1598’1600

《il．大蹴1由i』・べ，レギーの1・1・刷・1・：（ピーテ　・・ド・テクム　　　　　　　瓢v㌫，1、

ル・ブリューゲルのド絵による）》　　　　　　　　《『大風景1【lli』：川舎のll∫（ピーテル・ブリュー　　　Bartsuh　21；　l　l・Ilstein　15

1555．56年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲルのド絵による）》　　　　　　　　　　　　　G，2010’OO　17

エッチング、エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　1555－56年頃

IS2，4×ia2．8　Ctn　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング’、エングレーヴィング　　　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ティエポロ

J。n。an　D。etecum　and　Luca、　va。　　　32×42・4・・　　　　　　　　　［1（596－1770］
Doetecum　　　　　　　　　　　　　　　　　Jan　van　Doetecum　and　Lucas　van　　　　　　　《燃える頭を指し示す魔術thlj》

＜The　Large　Londscaρes＞・The　Beigian　　　　　　　Doetecum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

Wag・η　　　　　　　　　　＜Th・・L・rge　L・ndscaρ・・＞1　Rtisti・M・・ket　　22・5×182　Cmq川ト」つ

蕊三。de。9，a，、。g　　　　　（1麟e’eγB噸晒deり　　　G…；n・iB・1・i・！・Ti・p・1・［1696177・］

ぎ鑑，；m　　　　　膿瓢e・9・av…　　　　％…’＝’〃「輌「°B…9”e°dt°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2010－0012　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchins」

ヤン・ファン・ドゥテクムおよびリュカス・ファ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22・5×18・2cm（image）

・・ド・テクム　　　　　　　ヤン・フ・ン・ドゥテクムおよびリュカス・フ・　　6：制；ぽ1’・38（～』・16

《「人風景画』：田園の憂慮（ピーテル・ブリ　　　　　ン・ドゥテクム

ユーゲルのi・’ 絵による）》　　　　　　　　　　《『大風景画』：エジプトへの逃避（ピーテ　　　　　フェリックス・ビュオ［1847－1898］

1555．56年頃　　　　　　　　　　　　　　　　ル・ブリューゲルのド絵による）》　　　　　　　　《ウェストミンスター・ブリッジ》

エッチング、エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　1555－56年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1884年頃

32・6刈3・1Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング・エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　ェッチング、ドライポイント、和紙

Jan　van　Doetecum　and　Lucas　van　　　　　　　　31・5×42・4　cn）　　　　　　　　　　　　　　　　　　29i9×40　cm（版・1つ

D・・t・cum　　　　　　　　　J・n　van　D・etecum　a・d　Luca・van　　　　Feli・Bしlh・t［1847－1898　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

灘聯聯9骨繍ヂC∫（）”C”UC’e　＝濃、。，ld，C。ρ。　M脚，。　㌫・〃・t・t’・B・’・dge　or　We・t・η・n∫t・・　Cl・・々

・・1555・56　　　　　　　　　　　　Egypt（Caftei’　Pietet’　Bt’uege1　the　Eider）　　　　。．1884
Etchi］11」　aiid　eT］sJ「avill9　　　　　　　　・・1555－56　　　　　　　　　　　Et。hing　and　dryl）。il）t。11　J。P。。　P。1、er

：竺・6刈3・1Cm　　　　　　　　　　Et・hi・9　and　e・9・avi・19　　　　　　　　29．9・40Cl・日31・t・）
G201〔｝・OOO8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31．5×42．4　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bourcard／Goodfriend　l561／viii

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2010－0013　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2010－〔〕Ol9

ヤン・ファン・ドゥテクムおよびリュカス・ファ

ン・ドウテクム　　　　　　　　　　　　　　　フセーペ・デ・リベーラ［1591－1652］　　　　　　　フェリックス・ビュオ

《「大風景1川：エマオへの道（ピーテル・ブ　　　　《グロテスクな小さな頭部》　　　　　　　　　　《ウェストミンスター・ブリッジ》

リューゲルの1・’絵による）》　　　　　　　　　　1622f卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　1884個i
l555．5G年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング、ドライポイント、ルーレット

ェッチング、エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　1・「1・r，×ILlcm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28．5×：39．8　cm　（版・j’）

32・6×42・9c；m 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jusepe　de　Ribera［1591－1652］　　　　　　　　　　　　　　Felix　Buhot

Jan　van　Doetecum　and　Lucas　van　　　　　　　　　　　　SM（1”G「otesque　Head　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レレ’estl71i／ister　Bハ”idge　or　lii／estηinster　C／ock

Doetecum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1622　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7bωεr

・The　L・rge　Land…ρesンη7・Wf・　　　Etc』mg　　　　　　　　　　・・1884
鷹｛1↓⊇’eγB’〃ege1”7e輌　 ㌫㍑1…1・1・・us…t…Bartsc・・…V・・　瓢　9瓢二1）㍑lette、，

㌫｜瓢1：n9「avil19　　　　　・2・11F・・1・　　　　　　器5聯゜°df「ien（1　156（i’7〃v川

G2°1°一゜°°9 　　　　　　　・ヴ・ス・・リント［1858－1925］　　　　ジェイムズ．アンソール［186。，1949］

ヤン・ファン・ドウテクムおよびリュカス・ファ　　　　　《椅f一に座る裸婦》　　　　　　　　　　　　　　《大聖堂（第1作）》

ン・ドゥテクム　　　　　　　　　　　　　　　　1893∫1…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1886り：

酬瓢罐瓢（ピーテ　忽て；ぽイント　　　芸《當慧
155556年頃　　　　　　　　　L・vi・C・・i・th［1858’1925］　　　　　J・m・・E・…［1860－1949］
㌶㌶孟ングレーヴィング　　　　Femate　／Vude°屹伽　　　　η・・α・力・d・・／伽月・t・）
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1886　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ライン・エングレーヴィングq2菓’）
Etching　on　simili－japan　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：〕3．6×28　cm（頁・jつ：3il．6×29．1×1，7cmG｜｝：籍・」つ

24．7×18．8crn（plate）

Croquez　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Louis（Luigi　or　Lewis）Schiavorletti［1765－

G．2010－oo21　　　　　　　　　　　　　　　　　1810］；after　William　Blake［1757－1827］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T／ie　Grave，　a　P（）em　by　Robert　Blair

ポール・ゴーガン［1848－1903］　　　　　　　　　　R，H．　Cromek，　London、18113（first　edition　1808）

《「ノア・ノア』：マナオ・トゥパパウ（死霊が見　　　　Line　en9「avin9（12　plates）

ている）》　　　　　　　Z132：蒜，；r（page）；34’6×29’1×1’7　cm（b°°k）

1893－94f卜

霊驚；1＝；3色llll」り’厚醐ll紙　　マ・クス・クリ・ガー［1857－192・］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『アモールとプシュケー』

Paul　Gauguin［1848－19（）3］　　　　　　　　　　　　テオ・シュトルーファー出版社、ミュンヘン、1881年刊

く八［oa　N（）o＞：Manao　7『Uρ（1ρau〔1iVatched　by　　　　　エッチング（46葉）、、肖：籍（ll∫い表紙）

the　SPi「its　of　the　Dead）　　　　　　　　　　　　　　　　　　352x25．2　cm（頁・jつ：36．1×26．8×2．5　cmい彗1籍寸）

1893－94

Woodcut，　wc）od　engravin9，　in　three　colors　on　thick　　　　　Max　Klinger［1857－1920］］

Japan　pape「　　　　　　　　　　Am・r　und　Psyche，　Opus　V
20・5×35・6・m（pt・t・）　　　　　　　　　The・．　St…f・r’・Kun・tve・1・g　MU・・ch・n，1881
G・e・i・20；M・・ga・／K・）r・f・ld／J・・c・him　20’IV－D　　　　Et。hing　（46　pl・t・・）

G2010－0022　　　　　　　　　　　35．2・25．2・m（P・g・）；36．1・26．8・2．5　cm（b・・k）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Singer　64－112

ロドルフ・ブレダン［1822－1885］　　　　　　　　　　L2010－ooo3

無サルとその捕虜》　　　　マ・クス・クリンガー

リトグラフ、シン．コレ　　　　　　　　　　　　　　　　『アモールとプシュケー』

16．3×21．1cm　qllli・］’）　　　　　　　　　　　　　　　テオ・シュトルーファー川版社、ミュンヘン、1881年1：IJ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング（46葉）、書籍（白い表紙）

Rodolphe　Bresdin［1822－1885］　　　　　　　　　　35．3×25．3　cm（頁、」・）；35．8×26．8×2．5　cm（書・籍寸）

Caesor　an（∫〃is　Ptプ∫oη（～rs

l878　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Max　Klinger

LithograPh，chine　col6e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、4mor　und　Psyci］e，　Opusγ

16．：3×21．1cm（image）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Theo．　Stroefer’s　Kuns　tverlag、　MUnchen，1881

G．2010－O（）23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Et（：hiiig（46　plates）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35．3×25．3cm（page）；35．8×26．8×2．5　cm（book）

テオドール・シャセリオー［1819－1856］　　　　　　　Singer　64－ll2

《海から．ヒがるウェヌス》　　　　　　　　　　　　　　L’2010’OOO4

露；蒜；・ケ　　　寳甥｛否ll耀：㌶告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンス・ビニョンによる詩

Th（50dore　Chass6riau［1819・　－1856］　　　　　　　詩lll∫1集「ブリュージュ』

VenUS　An・dyoniene　　　　　　　　ユ919年1・1」（50部｜1淀）
1842　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多色刷木版

鴉（ご塁隠cl㍑）pli（lu6　　　　6・・49・5　C・

蹴：鷲鰭i漂1三鵠聯蝋　聯i§三瓢罐謁艦e「
G．2010－oo24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wrltten　by　Laurence　Binyon

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bru8es

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Published　in　I919（r50　copies）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodcut

陪：籍］　　　　　　　　　　　　60。49．5。m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L2010－0005

ウィリアム・ブレイク［1757－1827］、ブイリップ・

オーディネ［1　76　6－　1　8137］、クック、W・グレイン

ジャー、ラヴグローヴ、ピーター・メイゼル、

ウィリアム・スケルトン［1763－1848］、ウィルソ

ン

ジョン・ゲイの「寓話』

ジョン・ストックデイル（出版）、ロンドン、1793年刊

エッチング（G8葉）；2巻組

27×17．7×3．2Cl’T）（第1巻）：27．1×17．4×2．6　cm（第2

巻）

William　Blake［1757－1827］；Philipp　Audinet

［1766－1837｜；Cook；W．　Grainger；Lovegrove；

Peter　Mazell；William　Skelton（1763－1848）；

Wilson
Faわ／eわy／o力ηGσy／ω1～力oL～1ピo〃he

加伽r／酬D／emわe〃sカedω～rんSevenり・
1「1α～es

JohnStockdale，　Lond（．）n、1793

Etching（68　plates）；2vols．

27×17．7×：32cm（vol．1）；27．1×17．4×2．6　cm（vol．
2）

L．2010－0001

ルイス・スキアヴォネッティ［1765－1810］、ウィ

リアム・ブレイク［1757－1827］による原画

ロバート・ブレアの『詩、墓』

R．H．クロウメック（川版）、ロンドン、1813年1：｜」（1808年

初版）

「8



研究員・客員1り1：究［｛・インターンシップ・スタッフ・覧

List　of　Curators／Gし1est　Curators／Interns／Staff

［ノγ：芸11果1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［インターンシップ1

幸福輝　　ヒ席i：fr研究日　　　　　　　　　　　　　　　　川川拓

村蹴螢課舳由1室酬fD　　　　川酬容自6聯1漂雲会〃酬｛1・カタ゜グ編集業務
1／1藤1・’ll樹　i：制1：プ韻（第1チーム・リーダー・H22・9・30退職）　　1　1・酬1問：H22．10．1－H213．13．28

・1三島洋f’　il任研プe員（第2チーム・リーダー）

横ri・佐紀i洞1究』｛（第2チーム・H22・1・・1より・i二任働U　｝麟雲、鑑．rt川補助教材びじゅつ一る。、‘＞Ph酬、

川ll邪ぽ　i：任研究li（第3チーム’リーダー）　　　　　　li」1・f［参期1｛｝」：H22．5．1～lo．31

高梨光IE　i三任研究員（第4チーム・リーダー）

1・㈱ぐみ」・任研究員（第4チーム・H23・2・1より」三任研究IJi）　；騰、研究資料センター（、おける資料収酬理および利用

新藤淳　　研究員（第4チーム）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者サービスの補佐（オリジナル資料の保存とアーカイブ

大屋）C2一那　主任研究員（H22．9．30まで第5チーム・リーダー、　　　　　　　化レファレンスサービス）

　　　　　H22．10．1より第1チーム・リーダー）　　　　　　　　　　　　研修期間：H22．5」～8．31

渡辺舗i三任研究f｛（第5チーム・H22・1°・1より第5チーム’リー 　高　、・、もなみ

　　　　　ダー）　　　　　　　　　研修1燃、蝋㌘［料の整理、，轍、附る1澗噺得
河目公男　　i：任研究員（第6チーム’リーダー）　　　　　　　　　　　研修期間：H22．5．1～8．31

［客員研究員］

マーサ・マクリントク　　　　　　　　　　［慧秘1　：］　　　　　．k
業務内容：国立西洋美術館が行なう情報、広報事業における英　　　　金澤清恵（H22・6・13任期終了・H22・8・1付採川）

　　　　　語表記の助言詣導　　　　　　　　［第1チーム］
委嘱期間：H22A・1～H23・3・31　　　　　　　　　　　　　　　　　研究補佐員：飯塚隆（「Tlf代ギリシャ展」担当）

佐藤厚子　　　　　　　　　　　　アルバイト：岩谷秋美
業務内容：美術館教育に関する調査研究　　　　　　　　　　　　　［第2チ＿ム］

委嘱期間：H22・4・1～H233・31　　　　　　　　　　　　　　　　　　iiJI：究補佐員：前薗茂宏、藁谷祐r

馴敬子　　　　　　　　　　　　　　［第3チーム、研究v’t料センター］
業務内容：コンサート企画協力　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究補イ左員：高橋悦子、門川園f“、澤里佳、・瀬あゆみ

委嘱期ln］：H22・6」～H22・8・31　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルバイト：佐藤志緒、粂和沙、1Jt貴f’、長沢朝代

塁㌫，キクラデス像の蹴究　　　　［第4チー令］．
委・嘱期間、H22．4．1～H23．3．31　　　　　　　　研究補傾・削蹴恵

小熊鵬＿．　　、，rt　　　麟蒜］川剤，
蓼繍：麟㍑㌶コレクンヨンの諮史　　アルバイト・大森運欄1之

墾㌫「アルブレヒト．デユーラー、IUt画訓轍肖イ象　當㌶聯レンブラ・ト光蹴闇の翻展）

　　　　　　自然」に関わる調査研究

委1嘱jU」間：　H22．4．1～H23．3．31

熊澤弘
業務内容：「レンブラント光の探求闇の誘惑」展に関わる調査
委1嘱｝t，月川」：　H22．4．1～H23．3．31

佐藤直樹

業務内容：「アルブレヒト・デューラー版画・素描展宗教肖像

　　　　　n然」企画協力
委嘱期間：H22．10．1～H23．1．31

s9



研究活動
Research　Activities

大屋美那Mina　OYA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［外部資金］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年度学芸員等在外派遣研修（受人機1臭｜：カナダ国、’ノ：）ミ術館、
［展覧会企画］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修テーマ：美術館アーカイブズの活動について、研修期間：2010

「フランク・ブラングィン展」企画・構成・監修（2010年2月23日一5月30　　　年10月22日一12月20日）

日・2009年度より継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　科学研究費補助金研究成果公開促進費（研究成果データベース）

「19世紀フランス版画の闇と光」展、企画・構成・監修、2010年9月18　　　「国立西洋美術館所蔵作品データベース」

日一ll月28日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　科学研究費補助金若手研究（B）「美術館の機関アーカイブズに関

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する調査研究」

6翼ク．ブラングィ噺館のデザインと壁面装剛ヤポニス翻讐鰭漂鍵麟㌶繋』撒

ム研究』第30号・2010年・PP・83－87　　　　　　　　　　　　　　　　　究代表者：東京理科大学山名善之准教授）

［翻訳］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他の活動］

1㌫樵㌶1認；麟蒜㍑調と近f胴　難繋議蒜劃（6麟1嶽難§禦部
［口頭発表］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国文誉研究資料館平成22年度アーカイブズ’カレッジ長期コース修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r（分割履修）

繍議繕謙㌶罐繰‡云；誓嶽盧鑑ントリオー・…tンタリオ・ケベ・ク地区部会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カナダ国立美術館図書館・アーカイブ、カナダ文化財研究所、カナ

［調査活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ建築センター、カナダ戦争博物館軍事史研究センター、ベルリン

ローマにおけるフランス人彫刻家についての調査、L・Academie　de　　　国立博物館群中央アーカイブ活動調査

France（Rome）ほか、2010年10月18日一11月1日　　　　　　　　　　　全国美術館会議情報・資料研究部会幹事

ブラングィンの素描および版画についての調査、神奈川県個人宅、　　　玉川大学非常勤講師
2010イ1三9ノ］

松方コレクションに関する資料の収集と調査

［孝好譜及活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幸福輝Akira　KOFUKU

認〔㌶簾鷲鞍醸纏ブUヂストン美術館土麟　囎会企画運営］

：人閑談（大屋美那、中山ゆかり、川畑秀明）「印象派が好き川」　　　「じシブラント光の探求闇の誘惑」・国立西洋美術館・n本テレビ
［巨lll評論』No．　ll39、2010年11月号、PP．66．78　　　　　　　　　　　　放送網・2011年3月

［外部資金の導入］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［著書］

科学研究費補助金基盤研究（B）「19世紀ローマにおける外国人芸　　　「もっと知りたいレンブラント』東京美術・2011年2月

術家の活動と交流に関する包括的研究」（連携研究者）　　　　　　　　「レンブラント光の探求闇の誘惑』展カタロ久日本テレビ放送網、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［論文］

川ll雅rMasako　KAWAGUCHI　　　　　　　　　　　　　　　　「淡い色の紙レンブラントの和紙刷り版画」「レンブラント光の探
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　求闇の誘惑』日本テレビ放送網、2011年3月、pp．61－77
［情報資料室の活動］

liJl：究資料センターの公開運用　　　　　　　　　　　　　　　　　　［エッセイ］

図Ill・館システムのリプレ＿ス　　　　　　　　　　　　　　　　　　「±ランダは・おもしろい」「ようこそ・アムステルダム国のξ術館へ』

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同題の映画公開用パンフレット）、2010年8月
所蔵作品データ整備

国、ン1西洋美術館所蔵作品データベースの画像拡大表示機能追加　　　　［教育］

lkl、Dミ術館版「想一IMAGINE」との自動連携　　　　　　　　　　　　　金沢美術工芸大学非常勤講師

美術館ウェブサイトの公開運用　　　　　　　　　　　　　　　　　　成城大学大学院非常勤講師

資料コーナーの公開馴　　　　　　　　　［調査ll胱］
ファイルサーバー・ドメイン管醗　　　　　　　 科学イi胱費醐金基盤研究（B）［海外漸齢］「レンブラントおよ

［齢卿　　　　　　　　 ㌫㍗ント派（こおける和紙による版lllli素描制の鵬（イ1減

｝㍑罐㌶㌶㌶鍵織ス畠㌫蕊：｝蓄」　纏撰耀匙謙驚膿㍊論元］蕊㌫，ll、膓；∫

l！！忽竺㌶認蒜清多『館図馴アー ㌶麟！響）≧研究（c）「西洋醐n岨の酬1調



［その他1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道院人文i三義の影響をめぐって　　」）こ術史学会東支部例会、東

鹿1朕1欄1制II　倭日　　　　　　　　　　si（　」〈　・・」i：刷！βキャンバス・2011fド3JJ261｜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［i酔及活動I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lfl［t‘ノ1西洋）ミ術負1’｛公式アプリケーションTouch　the　Museumリリー

酬1・：樹N・・ki　．SArli・　　　　　　L／i，蕊㌫1，1，li，1；1㍑アプリで楽しむP（1立西洋美術館」Apple

l展覧会企1由il　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DNPミュージアムラボ：コミュニケーション技術展関連セミナー「ミュ

1，；1齢、≧蒜；！；　1漂i，1．蒜ドjf象・1’1然」企言』嬬ぽζ；蒜）五・ζ1ン：T°uch　the　Museumにつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武蔵人学視聴’1近メディア論（ゲスト）「Touch　the　Museumについ

1倫文．著：作｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て」武蔵大学江lll川キへ・ンパス、2010年6月5［

「〈白然〉写実から潜在的イメージへ」『アルブレヒト・デューラー版　　　ギャラリートーク「アルブレヒト・デューラー版画・素描展」国立西洋

1111i・素描展一宗教・肖像・自然　』展カタロ久佐藤直樹編、国、ヒ　　　）こ術館、2010年ll月5目、12月3日

西洋）ミ術館・西洋）ミ術振興財団・2010イrlO月・PP・190－19・　8　　　　　　　武蔵野美術大学版画研究室特別講義（ゲスト）「アルブレヒト・デュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーラー版両・素描展関連レクチャー」国立西洋美術館、武蔵野美
「調査研究活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矛1｝f大学鷹の台キャンパス、2010年ll月24日、25日

シンポジウム「デューラー受’容史500年」企画、国立西洋美術館、明

治学院人学、ドイツ語圏美術研究連絡網共催、2010年ll月13［1　　　　　　［その他］

科学研究費補HJJ金基盤研究（B）「19世紀ローマにおける外国人芸　　　　国、砒西洋美術館公式アプリケーションTouch　the　Museum　ver．2．0

術家の活動と交流に関する包括的研究」（研究代表者）　　　　　　　　（iPhone／iPod　touch　ifiJけ）製作、2011年3｝1

［研究企画室の活動］

展覧会企画計1画の調整

インタ＿ンの採rnの灘　　　　　　　　　　陳岡めく“みM・g・mi　JINGAOKA

客員研究員採用の調整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会］

海外出張の調整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「陰影礼讃　国立美術館コレクションによる」IEけ新）ξ術館、2010

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ff三9月81－1－10月18日
［教育普及活動］　　　　　　　　　「ユベール．。ベー，レ時lnj。、庭」展（2。12・｝，3月6LI－5月2。日
「アルブレヒト・デューラー版画・素描展　　宗教・肖像・自然　」ギ　　　　開催予定）企画・構成

ヤラリートーク、ll月19日、12月17日、国立西洋美術館

「アルブレヒト・デューラー版画・素描展　　宗教・肖像・自然　」講　　　　［調査・研究・執筆］

演会の企画・構成および司会・2010年10月26日・11月14日・ll月28日・　　　不・卜学研究費補助金基盤研究（C）「西洋近ill：版画史，の一次資料調

12月12日・2011年1月9日の計5回　　　　　　　　　　　　　　　　　査」（研究分担者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「コラム水に映る影」『陰影礼讃　　1－i｛1立美術負官コレクションによる」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展カタログ

新麟At・u・hiSHINFUJI　　　　　㍑蕊ンスの複製版lllli紙のf：ざわり」「青淵』1腸2°’°

L展覧会］　　　　　　　　　　　［教酬及］
嘉繊脇1誌罐61年潴蜘然」麟麟璽ご一、1膿馴　繍横｜＊・」〒的アブ・一チ」

「奇想の白然　　レンブラント以前の北方版画」（所蔵版画による小

企画展）・2011年3月12H－6月12日　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他］

［共編著］　　　　　　　　　　　　°ベール展関連シンポジウム準備
『アルブレヒト．デューラー版画・素描展　宗教・肖像・自然』カタロ　　　　ジャポニスム学会理事

グ（監修：佐藤直樹）、国、71　IE4」洋美術館、2010年10月　　　　　　　　　『市場のための紙ヒ美術館』（2009年）によって2010年度渋沢・クロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーデル賞LVJ特別賞受賞
［論文エッセイ］

　　　　　　　　　　ハ　　’　／　　ロ　ン
「〈宗教〉デューラーの受難・情熱」「アルブレヒト・デューラー版p町・

素描展　　宗教・肖像・n然　　』カタログ、国立西洋美術館・匹i洋美

術振興財団、2010年10月、pp．16－27　　　　　　　　　　　　　　　高梨光正Mitsumasa　TAKANASHI

騰㍑蝉禦巌璽怨認ヒ』秦㌶蕊斑ξ　［展覧会輔］
一 受容500年（シンポジウム）］、明治学院大学：亨言1｝文化研究所、　　　「ベルリン匡hZ美術館展」準備住催：国、Z西洋美術館、TBS、読売

2011年3月、pp．112－132　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新聞社、2012年開催予定）

［日頭発表］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［調査・研究・企画等の活動］

「映画の時代が見出した黒線の『リズム』　初期パノフスキーのデ　　　　共著：

齋礁竃議竃難罵麟㌶黍霧耀警＝繍誌嘉緯㌶1魯
「書物一芸術としてのデューラーの『聖母伝』　　その物語構造と修
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研究発表：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村ヒ1’iSil哉Hiroya　MURAKAMl

「イタリア美術とフィロロジー」、アルス・ウナ芸術学会例会、2010年7　　　　　．．
月4日、国立西洋美術館第1会議室　　　　　　　　　　　　　　　　　［LI頭発表］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ネガティブな自己の像」、美術史学会東支部大会シンポジウム「自
［調査活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画像を考え、自画像から語る」パネラー報；1；、2010年10112311、損保

収蔵作品調査等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャパン本社ビル大会議室

個人蔵旧松方コレクションの15－18世紀イタリア絵画および素描の来　　　　「ミロ研究近年の動向」・スペイン・ラテンアメリカ）ミ争1；J史研究会・

歴調査および作者同定を含む美術史的調査　　　　　　　　　　　　　2011年1月8日・慶雁義塾大学U吉キャンパス

個人蔵旧松方コレクションのカラッチ作品調査　　　　　　　　　　　　［その他］

国立西洋美術館所蔵ヴァザーリ《ゲッセマネの祈り》の制作年代に　　　　東京大学大学院非常勤講師（文化資源学）

ついての調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
18世紀のカプリ。チ。画に関する調査（購入候補作品調査）　　全国美術館会言義鞠局企画担当縛

　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美術史学会委嘱委員
16世紀ヴェ不ツィア派絵画（購入候補作品調査）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世田谷区文化施設指定管理者選定委員

［その他］

イギリス、ギャルピン楽器学協会員

日本ヴィオラ’ダ’ガンバ協会員　　　　　　　　　　　　　　　　　横山佐紀・、Saki、YOKOYAMA

美術史学会論文査読委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会関係教育普及活動］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「フランク・ブラングィン展」

寺島洋子Y。k。TERASHIMA　　　　　　瀬会実施　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先生のための鑑賞プログラム実施

［教育普及活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作品リスト（和英）

インターンシップ・プログラム指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場作品解説パネル

ボランティア・プログラム指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場用作品解説パネル拡大文字版制作

小’中学校損のための夏期研｛1絵の企画◆実施　　　　「カポデイモンテ美徹官展」

ファミリープログラム企画’実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演会実施

》辮稀織縦罐欝認㌶㌶㌶罐者研　先生のための鑑賞プ・グラム実施

ジュニア．パスポ＿ト「デューラー展」　　　　　　　作品リスト（和英）

「ア＿トカ＿ド」作品解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場作品解説パネル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体向けオリエンテーション

［講演］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場用作品解説パネル拡大文字版制作

鯨都［’xjlWhi’11作研究会多摩ブ゜ック大会・2°1°年7月7日　　　「デューラー展」

東京都中学校美術教育研究会荒川ブロック大会、2010年11月9日　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演会実施

［研修講師］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先生のための鑑賞プログラム実施

「国、ヒ西洋美術館の教育普及活動について」京都工芸繊維大学、　　　作品リスト（和英）

2010年12月3日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場作品解説パネル

「国立西洋美術館のボランティア・プログラム」千葉市美術館・2010　　　団体向けオリエンテーション

年10月19日

　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［調査・研究活動］
［論文・雑誌・報告書等］

「迷うことで能動的に？」r教育研究』社団法人初等教育研究会、　禦欝難轄繁謝㌃煕2劃1系人醐官（°

No．1302、2010年8月、p．10

　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［口頭発表］
［調査・研究活動］

繊鱗轍≧議灘蹴した嶽蕪議瀕㌶㌫鑑』1
報告書「国立西洋美術館の教育普及活動1959－2009（仮称）」のた

めの調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［論文］

　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「歴史ミュージアムとプライベート・セクターのポリティクス　ジョー
［その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ・ワシントン像《ランズダウン》収蔵の経緯から」［［アメリカ研究』第

こども環境学会2010年大会（広島）分科会「感性と鑑賞」企画実施　　　　45号、アメリカ学会、2011年3月、pp．117－135

（2010年4月25日）

東京大学人文社会系研究科併任助教授（2010年4月一2011年3月）　　　　［その他］

一
橋大学大学院言語社会研究科講師（2010年10月2日一2011年3月　　　　全国美術館会議事務局企画担当幹ロ∬

23日）

財団法人日本海事科学振興財団評議員（2008年10月1日一2010年9
月30日）
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渡jLJ　iiii輔Shil｜suke　WATANABE

「展覧会企1由i運’i；判

「ナホリ・宮廷とk　　カポデfモンテ）tl術館展ルネサンスからバロ

ックまで11i，・i　i‘ノ1西洋）ミ術h官、20川年6月2Gll－9月2611京都的二京都

文fヒ1・享1勿fl∫i、2010fl：10Jjgll－12Jj511

「アウトサイダーズ1展、lkl、ア西洋）ミトll∫館、2010年121」7日一2011イ1三2

Jj11s日

1？1，i　，ll：1

しナポリ・宮廷とX　カポディモンテ）こ術館展ルネサンスからバロ
ックまで1カタログ（共拷：）

浦章・芳賀京∫・・：浦篤・渡辺晋輔著Z『ヴィーナス・メタモルフォ

ー シス』：元社、2010年

愉対
「ローマにおけるファルネーゼ家の美術バトロネージ」『ナポリ、宮

廷と美　カポディモンテ美術館展ルネサンスからバロックまで』展
カタログ所収、pp．24－29

「ルネサンス美術に表されたヴィーナス《ウルビーノのヴィーナ
ス》を中心として」『ヴィーナス・メタモルフォーシス』展カタログ所収、

PP．69－121

L翻訳］

『ナポリ・宮廷と美　カポディモンテ美術館展ルネサンスからバロ

ックまで』カタログのうち、リンダ・マルティーノ「カポディモンテ美術

館のルネサンス・バロック11芸コレクション」（pp．31－33）、マリアセレ

ー ナ・モルモーネ「カポディモンテ美術館の版画素描室」（pp．34－

35）、ニコラ・スピノザ「バロック期のナポリ絵画」（pp．36－46）および作
1：ul｜角年びt　16／1工

［普及活動］

展覧会紹介記事：

『うえの』2010年6月号

『文化庁月報』2010年7月号

ぱ…術の窓』2010年8Jj　｝Ji’

東京新聞（東京版）2010年6月23Ll、7月1日

毎日新聞（大阪版）2010年11月6n

展覧会関連講演：

2010年7Jj151｜、朝日カルチャーセンター横浜

2010年7月23rll、1－1本イタリア友の会

2010年7月2411、国立西洋美術館

2010年8月24日、イタリア研究会

2010年10JJ91　1、京都府京都文化博物館

［教育］

お茶の水女r一大学文教育学部」1三常勤講師

特別講義「歌曲と糸会1由iに現れる“愛”と“美一t」昭和音楽大学歌曲研

究所、2010年ll月3011

科学研究費補助4≧基盤研究（C）「西洋近lllr版画史の一次資料調
査」（イリFラモ…イ1こま！乏者）

科学研究費補助金基盤研究（B）「19世紀ローマにおける外国人芸

術家の活動と交流に関する包括的研究」（連携研究者）

ラファエロ展（2013年開催予定）のための準備
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